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はじめに
世界中で愛されている楽譜ソフトウェアの最新バージョン Sibelius 6へアップグレードして頂きまし
て誠にありがとうございます。 みなさまのご要望に応え、楽譜の作成、演奏、教授、学習、出版のた
めの様々な機能を追加しました。その多くは、これまでの記譜ソフトウェアにはなかったものです。

仕事として、教育現場で、または趣味として Sibelius を使うすべてのみなさまに、Sibelius 6 が記譜
ソフトウェアの大きな進歩であることがお分かりいただけると思います。

この小冊子について
この小冊子では、Sibeliusの新しいバージョンのインストール方法を説明し、主な新機能を紹介します。
その他の機能改善については、詳細が参照できるように、Sibeliusリファレンスに記載されている順序
に従って要約します。

この小冊子は、新しいバージョンの新機能と機能改善のすべてを説明するものではありません。 詳細
のすべてについては Sibeliusリファレンス（下記）を参照してください。

アップグレードを使用する前に、この小冊子全体に目を通すことをお勧めします。 少なくとも、次の
数ページのアップグレード方法に従ってアップグレードを行ってください。

［Sibelius リファレンス］ - Sibeliusリファレンスを表示します。

Sibelius 6の文書は 2種類あります。 ソフトウェアのインストール方法と基本的な機能について説明し
た『ハンドブック』と、このプログラムのすべての機能について詳しく説明した『リファレンス』で
す。 『Sibelius 6 ハンドブック』は必要ないため、このアップグレードには付属していません。

『リファレンス』は Sibelius 6 から画面に表示できます。 ［ヘルプ］> [ ドキュメント ] > ［Sibelius リ
ファレンス］（ショートカットは F1 または X?）を選択すると、リファレンスが Adobe Reader
（Windows）、またはプレビュー（Mac）で開きます。

『Sibelius リファレンス』には印刷版もあります。 印刷版を購入されたい方は、www.sibelius.jp をご
覧ください。

Sibelius 5以降の『Sibelius リファレンス』への追加と変更は次のとおりです。

* 5.11 プラグインは、プラグインメニューのサブメニューごとにトピックを持つ新しい章 6. プラグイ
ンへ移行しました。

* 新機能は新しいトピックで、機能改善は既存のトピックを大幅に改訂して説明しています。 どのト
ピックを指すかは、この小冊子の該当箇所で示します。

アップグレードパックの内容
この小冊子以外に次の物が同梱されていることをご確認ください。

* Sibelius 6 DVD-ROM

* 最新情報とテクニカルヘルプシート

* リファレンス冊子（アップグレードと共に購入した場合）
4
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インストール
Windowsでのアップグレード

始める前に
Sibelius の旧バージョンがあるコンピュータにアップグレードをインストールする場合は、旧バー
ジョンをアンインストールする必要はありません。

Sibelius 6 を新しいコンピュータにインストールする場合は、その新しいコンピュータに旧バージョ
ンをインストールする必要はありません。

システム必要条件
Sibelius 6 のみのシステム必要条件：

Windows XP 32ビット SP2以降、Windows Vista 32ビット SP1以降、Windows 7 32ビットまたは64ビッ
ト、512MB+ RAM、ハードディスク容量 550MB、DVD-ROMドライブ

Sibelius Sounds Essentialsを使用する場合の推奨：

Intel Core Duoまたは AMD Turion以降、物理 RAM合計 1GB+（2GB推奨）、ハードディスク容量合計
3.5GB、ASIO対応サウンドカード

コンピュータが推奨必要条件を満たしていなくても、Sibelius Sounds Essentials を使用できますが、多
くのサウンドを同時に使えない場合があります。

Sibelius 6 のインストールと起動には、Windows XP Service Pack 2 以降が必要です。Windows 95、
Windows 98、Windows Me、Windows 2000、Windows NT 4.x を使用している場合は、Windows オペ
レーティングシステムの最新バージョンを購入する必要があります。

Windows XP SP2または SP3を使用しているかどうかを調べる方法

使用しているWindows XPが SP2または SP3か不確かな場合は：

*［スタート］ボタンをクリックし、［ファイル名を指定して実行 ...］を選択します。

* 開いたボックスに「winver」を入力し、Return キー（メインキーボード）を押します。

* 次のような単純なウィンドウが表示されます。

テキストの 2行目の最後に Service Pack 2または Service Pack 3があるはずです。 そうでない場合は
アップデートする必要があります。 一番簡単なアップデート方法は、［スタート］メニューから
6
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［Windows Update］を選択して、自動的にダウンロードすることです。 Sibelius を実行したいコン
ピュータがインターネットに接続されていない場合は、CD-ROM の Windows XP Service Pack 2 を入手
するか、他の場所でダウンロードしたものを CD に焼き、コンピュータで使用します。 詳しくは、
http://www.microsoft.com/japan/windows/products/windowsxp/sp3/default.mspx を参照して
ください。

複数のコピーとサイトのライセンス
Sibelius の 5 パックのように同じシリアル番号を使用して複数のコピーをインストールする場合は、
2 番目の登録またはラップトップコピーの際に、同じ手順に従います。

複数の Sibelius シリアル番号（たとえば、2 組の 5 パックなど）をお持ちの場合は、そのコンピュー
タで使用された Sibeliusシリアル番号を使用して、各コンピュータのアップグレード手順に従ってく
ださい。 どのコンピュータにどのシリアル番号が使われているか分からない場合は、旧バージョンを
起動し、[ ヘルプ ] > [Sibelius について ]を選択してください。 ウィンドウの一番下にシリアル番号が
表示されます。

Sibelius のネットワーク ライセンスをお持ちの場合は、アップグレード パックに同梱の『Sibelius 6
ライセンス サーバー ユーザー ガイド』をお読みください。

管理者権限
コンピュータの管理者権限を持つユーザーアカウントを使用して、Sibelius をインストールする必要
があります。 インストール後に Sibelius を登録するために、管理者ユーザーアカウントを使用するか、
求めに応じて管理者ユーザー名とパスワードを入力する必要があります。

そのため、Sibelius 6 のインストール後、管理者ユーザーとして起動し、登録するようにしてください。

ソフトウェアの登録後、他のアプリケーションと同様に一般ユーザーとして Sibeliusを起動し、シス
テムのセキュリティを確保します。

自分がコンピュータを使用する唯一のユーザーであるか、コンピュータのユーザーアカウントや管
理者権限について何も知らない場合は、上記の内容を無視し、通常どおりにソフトウェアをインス
トールしてかまいません。

アップグレードのインストール
* 起動しているすべてのプログラムを終了します。 起動時に自動でロードされるウイルス対策やス
パイウェア対策のプログラムも終了しておいた方がよいでしょう。

* Sibelius DVD-ROM をケースから取り出し、コンピュータの DVD-ROM ドライブに挿入して（ラベル
が印刷された側を上）、ドライブスロットを閉じます。

* 数秒後、 DVD-ROM ドライブが作動し、ダイアログが画面に表示されます （しばらく何も起きない場
合は、［スタート］メニューをクリックして［ファイル名を指定して実行 ...］を選択し、「D:\autorun」
と入力します。この Dは、DVD-ROM のドライブ名です。それから、メインキーボードの Return キー
を押します）。

* Windows Vistaまたは Windows 7では、小さな［自動再生］ウィンドウが表示されます。 ［プログラ
ムのインストール / 実行］の下の、［autorun.exe の実行］をクリックします。

* メインインストールウィンドウで、［Sibelius 6 をインストール］をクリックすると、Sibelius の
アップグレードが開始します。

* Windows Vistaまたは Windows 7では、画面が暗くなることがあり、それから［ユーザーアカウント
制御］ウィンドウが表示されます。 インストールの作業を進めていい場合は、［続行］をクリック
します。
7

http://www.microsoft.com/windowsxp/sp2/default.mspx
http://www.microsoft.com/windowsxp/sp2/default.mspx


インストール
* Windows XPでは、Microsoft Windows Installerがコンピュータにインストールされていない場合は、
インストールするよう求められます。 ［インストール］をクリックし、Windows Installerキットが
インストールされるのを待ちます。 数分かかることがあります。

* 同様に、Windows XPを使用していてMicrosoft .NET Framework 2.0がコンピュータにインストールされ
ていない場合は、インストールするよう求められます。 ［インストール］をクリックすると、使用
許諾契約を読むように求められます。［同意する］をクリックして表示された使用許諾契約を承諾
し、.NET Framework がインストールされるのを待ちます。 数分かかることがあります。

* しばらくすると、［Sibelius 6 セットアップ］ウィンドウが表示されます。 ［次へ］をクリックします。

* Sibelius 使用許諾契約に目を通してください（リファレンスの最後にも記載されています）。 ［同意
します］ラジオボタンを選択し、［次へ］をクリックします。

* インストール先のパス（コンピュータ内の場所）を確認するダイアログが表示されますが、 Sibelius
が参照する場所を指定する特別な理由があり、設定を変更する方法を知っている場合を除き、こ
のままにしておきます。 ［次へ］をクリックします。

*「インストール準備完了」の旨のメッセージが表示されます。 ［インストール］をクリックします。

* プログラムのインストールが始まり、 数分間、インストールの進行を示す画面表示が移り変わって
いきます。

* インストーラが終了し、［完了］をクリックすると、最初に DVD-ROM を挿入したときに表示され
たウィンドウに戻ります。

Sibelius 6 を起動する前に、Sibelius 6 DVD-ROM から他のアプリケーションをインストールするかどう
か決めてください。

Sibelius Sounds Essentials のインストール

Sibelius Sounds Essentialsは Sibeliusの使用する高音質のサウンドライブラリです。 Sibelius 5をお持ち
で、Sibelius 5に付属の Sibelius Sounds Essentialsをすでにインストールしている場合も、Sibelius 6の
DVD-ROM から新しいバージョンをインストールしてください。 インストール手順は次のとおりで
す。

* メインインストールウィンドウで、［Sibelius Sounds Essentials をインストール］をクリックしま
す。

* しばらくするとインストーラが起動します。

* Windows VistaまたはWindows 7では、画面が暗くなることがあり、それから［ユーザーアカウント
制御］ウィンドウが表示されます。 インストールの作業を進めていい場合は、［続行］をクリック
します。

*［Welcome to the Sibelius Sounds Essentials for Sibelius 6Setup Wizard］ウィンドウが表示され
ます。 ［Next］をクリックします。

* 使用許諾契約の画面が表示されます。 ［I accept the agreement］ラジオボタンを選択し、［Next］
をクリックします。

* インストール先のパス（コンピュータ内の場所）を確認するダイアログが表示されますが、 参照す
る場所を指定する特別な理由があり、設定を変更する方法を知っている場合を除き、このままに
しておきます。 ［Next］をクリックします。

*「Sibelius Sounds Essentialsインストール準備完了」の旨のメッセージが表示されます。 ［Install］を
クリックします

* プログラムのインストールが始まります。 これには数分かかりますので、しばらくお待ちくださ
い。

* インストーラが完了したら、［Finish］をクリックします。
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PhotoScore Liteのインストール

アップグレードとともに PhotoScore Ultimate を購入したか、すでに PhotoScore Ultimate（または
PhotoScore Professionalの旧バージョン）をインストールしていない限り、ここで Sibelius 6 DVD-ROM
から PhotoScore Liteの最新バージョンをインストールする必要があります。

* メインインストールウィンドウで、［PhotoScore Lite をインストール］をクリックします。

* Windows Vistaでは、画面が暗くなることがあり、それから［ユーザーアカウント制御］ウィンド
ウが表示されます。 インストールの作業を進めていい場合は、［続行］をクリックします。

*［Next］をクリックすると、PhotoScore Liteの使用許諾契約の画面が表示されますので、 お読みい
ただいた上で、［Next］をクリックします。

* 以下の情報を入力するように求められます。 ［Name］を入力します。［Product ID］は、自動的
に入力されています。 入力が完了したら、［Next］をクリックします。

* PhotoScore Lite のプログラムファイルの格納位置についてのメッセージが表示されます。必要に
応じて、場所を変更できます。 変更しない場合は、［Next］をクリックします。

* もう一度［Next］をクリックすると、PhotoScore Lite がインストールされます。それから［Finish］
をクリックします。

AudioScore Liteのインストール

AudioScore Liteは、PhotoScoreを開発した Neuratronのアプリケーションで、マイクを使った歌やア
コースティック楽器の演奏を自動的に楽譜にし、Sibeliusでの編集を可能にします。

アップグレードとともに AudioScore Ultimate を購入したか、すでに AudioScore Ultimate（または
AudioScore Professionalの旧バージョン）をインストールしていない限り、ここで Sibelius 6 DVD-ROM
から AudioScore Liteの最新バージョンをインストールする必要があります。

* メインインストールウィンドウで、［Install AudioScore Lite］をクリックします。

* Windows Vista では、画面が暗くなることがあり、それから［ユーザーアカウント制御］ウィンド
ウが表示されます。 インストールの作業を進めていい場合は、［続行］をクリックします。

*［Next］をクリックすると、AudioScoreの使用許諾契約の画面が表示されますので、 お読みいただ
いた上で、［Next］をクリックします。

* 以下の情報を入力するように求められます。 ［Name］を入力します。［Product ID］は、自動的
に入力されています。 入力が完了したら、［Next］をクリックします。

* AudioScore Liteのプログラムファイルの格納位置についてのメッセージが表示されます。必要に
応じて、場所を変更できます。 変更しない場合は、［Next］をクリックします。

* もう一度［Next］をクリックすると、PhotoScore Liteがインストールされます。それから［Finish］
をクリックします。

Sibelius Scorchのインストール

ここで、最新バージョンの Sibelius Scorchをインストールする必要があります。Scorchは、インター
ネットで Sibeliusのスコアの表示、再生、移調、印刷などを行うためのプラグインの無料ウェブブラ
ウザです。

* まず、起動しているウェブ ブラウザをすべて終了します。

* メインインストールウィンドウで、［Install Scorch］をクリックします。
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インストール
* Scorch のインストーラが起動するまで数分かかる場合がありますので、 しばらくお待ちください。
[Welcome to the Sibelius Scorch (all browsers) Setup Wizard]ウィンドウが開きます。 ［Next］を
クリックします。

* Scorch使用許諾契約に目を通してください。 読んだら、［I Agree］ラジオボタンをクリックし、そ
れから［Next］をクリックします。

* Scorchのインストールフォルダを選択するように求められます。 再び、［Next］をクリックします。

* Scorchのインストールの準備が整ったことが表示されます。 ［Next］をクリックします。

* Windows VistaまたはWindows 7では、画面が暗くなることがあり、それから［ユーザーアカウント
制御］ウィンドウが表示されます。 インストールの作業を進めていい場合は、［続行］をクリック
します。

* Scorchのインストール中に画面の物が光り飛び交います。 それほど時間はかかりません。

* インストーラが完了したら、［Close］をクリックします。

初めての起動
これで Sibelius 6を起動する準備ができました（ 16ページの Sibeliusの最初の起動 参照）。

旧バージョンの Sibeliusのアンインストール

コンピュータにインストールされている Sibelius の旧バージョンは、Sibelius 6 へのアップグレード
に影響されず、使い続けることができます。 ただし Sibelius 6 へのアップグレード後は、旧バージョ
ンをオンラインで登録することはできず、旧バージョンを別のコンピュータへ移動することはでき
ません（必要な場合はテクニカルサポートにご相談ください）。

Sibelius 6で削除された機能のいずれか（Finale、SCORE、Acorn Sibeliusのファイルのインポートなど）
を使う必要がなければ、旧バージョンをアンインストールすることをお薦めします。 Sibelius をアンイ
ンストールするには、［スタート］> ［コントロール パネル］を選択し、［プログラムの追加と削除］
（Windows XP）または［プログラムと機能］（Windows VistaまたはWindows 7）をダブルクリックします。

Sibeliusの旧バージョン（Sibelius 5など）が一覧の中に表示されます。 旧バージョンを選択し、[ 変
更 / 削除 ]（Windows XP）または [ アンインストール ]（Windows Vistaまたは Windows 7）をクリッ
クします。 ［Sibelius 6］を選択してはいけません。選択すると新しいバージョンが削除されてしま
います。 次に、画面の指示に従い、旧バージョンをアンインストールします。
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Macでのアップグレード

重要
Sibelius の旧バージョンがあるコンピュータにアップグレードをインストールする場合は、旧バー
ジョンをアンインストールする必要はありません。

Sibelius 6 を新しいコンピュータにインストールする場合は、その新しいコンピュータに旧バージョ
ンをインストールする必要はありません。

システム必要条件
Sibelius 6のみのシステム必要条件：

Mac OS X 10.4.11以降、Mac OS X 10.5.7以降、または Mac OS X 10.6、512MB+ RAM、ハードディスク
容量 550MB、DVD-ROMドライブ

Sibelius Sounds Essentialsを使用する場合の推奨：

Intel Core Duo以上、物理 RAM合計 1GB+（2GB推奨）、ハードディスク容量合計 3.5GB

コンピュータが推奨必要条件を満たしていなくても、Sibelius Sounds Essentials を使用できますが、多
くのサウンドを同時に使えない場合があります。

Mac OS X 10.4 より前のバージョンの Mac OS X を実行している場合は、Sibelius をインストールできま
せん。 有料ですが、Mac OS X をアップグレードしてください。 詳しくは、www.apple.com/jp を参照
してください。

Sibeliusを使用する際には Mac OS Xの最新バージョンを実行してください。 ［システム環境設定］の
［ソフトウェア・アップデート］パネルで最新バージョンをしていることを確認してください。

Mac OS X 10.4 Tiger以降を使用しているかどうかを調べる方法

Appleメニューから［この Mac について］を選択します。 次のような単純なウィンドウが表示されま
す。

「Mac OS X」の大きなテキストの下に、「バージョン 10.4.11」のようなテキストがあります。 この数
字が「10.4」以上で始まっている場合は、Mac OS X 10.4 Tiger 以降の Mac OS X が実行されており、
Sibelius 6 をインストールして起動できます。
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複数のコピーとサイトライセンス
Sibelius の 5 パックのように同じシリアル番号を使用して複数のコピーをインストールする場合は、
2 番目の登録またはラップトップコピーの際に、同じ手順に従います。

複数の Sibelius シリアル番号（たとえば、2 組の 5 パックなど）をお持ちの場合は、そのコンピュータ
で使用された Sibelius シリアル番号を使用して、各コンピュータのアップグレード手順に従ってくださ
い。 どのコンピュータにどのシリアル番号が使われているか分からない場合は、旧バージョンを起動
し、[Sibelius] > [Sibelius について ] を選択してください。 ウィンドウの一番下にシリアル番号が表示
されます。

Sibelius のネットワーク ライセンスをお持ちの場合は、アップグレード パックに同梱の『Sibelius 6
ライセンス サーバー ユーザー ガイド』をお読みください。

管理者権限
Sibelius 6を正しくインストールして登録するには、管理者のパスワードが必要です。

ソフトウェアの登録後、他のアプリケーションと同様に一般ユーザーとして Sibelius を起動し、シス
テムのセキュリティを確保します。

自分がコンピュータを使用する唯一のユーザーであるか、コンピュータのユーザーアカウントや管
理者権限について何も知らない場合は、上記の内容を無視し、通常どおりにソフトウェアをインス
トールしてかまいません。

アップグレードのインストール
* Sibelius DVD-ROM をケースから取り出し、コンピュータの DVD-ROM ドライブに挿入して（ラベル
の貼られた側が上）、ドライブスロットを閉じます。

* 数秒後、 ［Sibelius 6］のラベルの DVD アイコンがデスクトップに表示されたら、ウィンドウが自
動的に開きます。開かない場合は［Sibelius 6］アイコンをダブルクリックします。

* 表示されたウィンドウの中の Install Sibelius 6 アイコンをダブルクリックすると、インストレー
ションが始まります。

* [ようこそSibelius 6インストーラへ]というタイトルのウィンドウが表示されます。 ［続ける］をク
リックしてください。

* Sibelius 使用許諾契約に目を通してください（リファレンスの最後にも記載されています）。 お読み
いただいた上で、［続ける］をクリックし、［同意する］をクリックしてください。

* Sibelius 6のインストールに必要なディスク容量が表示されます（Sibelius 6を再インストールする
場合は、ほとんどディスク容量が必要ないことが示されます）。 Sibelius は Mac の起動ディスクに
インストールする必要がありますので、[ インストール先を変更 ]をクリックしないでください。 [
インストール ]をクリックします。

* 管理者のパスワードが求められます。 入力し、［OK］をクリックします。

* インストールが始まり、進捗バーが表示されます。 これには数分かかる場合があります。

* インストレーションが成功したことを示すメッセージが表示されます。 ［閉じる］をクリックしま
す。

Sibelius 6 を起動する前に、Sibelius 6 DVD-ROM から他のアプリケーションをインストールするかどう
か決めてください。
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Sibelius Sounds Essentials のインストール

Sibelius Sounds Essentials は Sibelius の使用する高音質のサウンドライブラリです。 Sibelius 5をお持ち
で、Sibelius 5に付属の Sibelius Sounds Essentialsをすでにインストールしている場合も、Sibelius 6の
DVD-ROM から新しいバージョンをインストールしてください。 インストール手順は次のとおりで
す。

*［Install Sibelius Sounds Essentials］をダブルクリックして、インストールを開始します。

* [ようこそSibelius Sounds Essentials for Sibelius 6 インストーラへ]というタイトルのウィンドウ
が表示されます。 ［続ける］をクリックしてください。

* 使用許諾契約の画面が表示されます。 お読みいただいた上で、［続ける］をクリックし、［Agree］
をクリックしてください。

* Sibelius Sounds EssentialsはMacの起動ディスクにインストールする必要がありますので（必要であ
れば後で移動できます。下記の Sibelius Sounds Essentialsを移動する参照）、[ インストール先を変
更 ]をクリックしないでください。 [ インストール ]をクリックします。

* 管理者のパスワードが求められます。 入力し、［OK］をクリックします。

* インストールが始まり、進捗バーが表示されます。 これには数分かかる場合があります。

* インストレーションが成功したことを示すメッセージが表示されます。 ［閉じる］をクリックしま
す。

Scorch のインストール

ここで、最新バージョンの Sibelius Scorchをインストールする必要があります。Scorchは、インター
ネットで Sibeliusのスコアの表示、再生、移調、印刷などを行うためのものです。

* まず、起動しているウェブ ブラウザをすべて終了します。

*［Install Sibelius Scorch］をダブルクリックして、インストールを開始します。

* [ ようこそ Sibelius Scorch インストーラへ ]というタイトルのウィンドウが表示されます。 
［Continue］をクリックしてください。

* 使用許諾契約の画面が表示されます。 お読みいただいた上で、［続ける］をクリックし、［同意す
る］をクリックしてください。

* ScorchはMacの起動ディスクにインストールする必要がありますので、[インストール先を変更]を
クリックしないでください。 [ インストール ]をクリックします。

* コンピュータの管理者のパスワードを入力するよう求められます。 入力し、［OK］をクリックしま
す。

* 進行状況を示すバーが画面に表示され、インストールの完了を示すメッセージが表示されます。
［閉じる］をクリックします。

PhotoScore Liteのインストール

アップグレードとともに PhotoScore Ultimate を購入したか、すでに PhotoScore Ultimate（または
PhotoScore Professional の旧バージョン）をインストールしていない限り、ここで PhotoScore Lite の
最新バージョンをインストールする必要があります。

*［Install PhotoScore Lite］をダブルクリックして、インストールを開始します。

* [ ようこそ PhotoScore Lite インストーラへ ]というタイトルのウィンドウが表示されます。 ［続け
る］をクリックしてください。
13
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* 表示された PhotoScore Lite の使用許諾に目を通し、［同意する］をクリックします。

* 次の画面で、［インストール］をクリックします。

* コンピュータの管理者のパスワードを入力するよう求められます。 入力し、［OK］をクリックしま
す。

* 進行状況を示すバーが画面に表示され、インストールの完了を示すメッセージが表示されます。
［閉じる］をクリックします。

AudioScore Liteのインストール

AudioScore Liteは、PhotoScoreを開発した Neuratronのアプリケーションで、マイクを使った歌やア
コースティック楽器の演奏を自動的に楽譜にし、Sibeliusでの編集を可能にします。

アップグレードとともに AudioScore Ultimate を購入したか、すでに AudioScore Ultimate（または
AudioScore Professional の旧バージョン）をインストールしていない限り、ここで Sibelius 6 DVD-ROM
から AudioScore Lite の最新バージョンをインストールする必要があります。

*［Install AudioScore Lite］をダブルクリックして、インストールを開始します。

* [Welcome to the AudioScore Lite Installer] というタイトルのウィンドウが表示されます。 ［続ける］
をクリックしてください。

* 表示された AudioScoreの使用許諾に目を通し、［続ける］をクリックし、［同意する］をクリックし
ます。

* 次の画面で Macの起動ディスクを選択し、［続ける］をクリックします。

* インストレーションに必要なディスク容量が表示されます。 [ インストール ]をクリックします。

* コンピュータの管理者のパスワードを入力するよう求められます。 入力し、［OK］をクリックしま
す。

* 進行状況を示すバーが画面に表示され、インストールの完了を示すメッセージが表示されます。
［閉じる］をクリックします。

初めての起動
これで Sibelius 6を起動する準備はできました（16ページの Sibeliusの最初の起動 参照）。

Sibelius Sounds Essentialsを移動する

インストレーションの後で、Sibelius Sounds Essentials を別のボリューム（外付けハードディスクな
ど）へ移動するには：

* 実行している場合は Sibeliusを終了します。

* Finderで、/ ライブラリ /Application Support/Sibelius Software/Sibelius Soundsへ移動します。

* 少なくとも以下の 2つのフォルダが表示されます。 Essentials for Sibelius 6と Librariesです。

* Essentials for Sibelius 6フォルダを任意の場所へドラッグします。 Librariesフォルダは移動しない
でください。

* Sibeliusを再び起動します。 Essentialsサウンド ライブラリが見つからないというメッセージが表示
されます。 [ はい ]をクリックし、新しい場所を選択して [ 選択 ]をクリックします。 管理者のパス
ワードが求められますので、入力して [OK]をクリックします。
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旧バージョンの Sibeliusのアンインストール

コンピュータにインストールされている Sibelius の旧バージョンは、Sibelius 6 へのアップグレード
に影響されず、使い続けることができます。 ただし Sibelius 6 へのアップグレード後は、旧バージョ
ンをオンラインで登録することはできず、旧バージョンを別のコンピュータへ移動することはでき
ません（必要な場合はテクニカルサポートにご相談ください）。

Sibelius 6で削除された機能のいずれか（Finale、SCORE、Acorn Sibeliusのファイルのインポートなど）
を使う必要がなければ、旧バージョンをアンインストールすることをお薦めします。

Sibelius 2からアップグレードするユーザーへの注意

Sibelius 2 からアップグレードした場合は、すでに作成したスコアの標準設定の保存場所は、Sibelius
2 プログラムフォルダにある Scores フォルダですのでご注意ください。 そのため、Sibelius 2 をアン
インストールする前に、Scores フォルダを Sibelius 2 プログラムフォルダの外へ移動し、楽譜をす
べて削除してしまわないようにしてください。

旧フォルダ（Sibelius 2 または Sibelius 3）、Sibelius 4、または Sibelius 5 のアプリケーションアイ
コンを見つけ、ゴミ箱へドラッグします。
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Sibeliusの最初の起動
デスクトップ（Windows）または [ アプリケーション ]フォルダ（Mac）の [Sibelius 6]アイコンをダ
ブルクリックして Sibelius 6を起動します。 次に、以下の手順に従います。

* 初めて Sibelius 6を起動するときは、管理者アカウントを使うよう促されます。[OK]をクリックして
ください。

% Windows VistaまたはWindows 7では、画面が暗くなることがあり、それから［ユーザーアカウ
ント制御］ウィンドウが表示されます。 問題がなければ [続ける ]をクリックし、必要に応じて
管理者のパスワードを入力します。

% Windows XPでは管理者のパスワードが求められる場合がありますので、その場合はパスワード
を入力します。

% Macでは管理者のパスワードが求められます。 入力し、［OK］をクリックします。

* シリアル番号を入力するよう求められます。 シリアル番号は Sibelius のオリジナルバージョンに付
随する CD ケースの裏にあり、S で始まります。 入力し、［OK］をクリックします。

* 次に、Sibelius を登録するよう求められます。 ここで必ず登録してください。［このコンピュータの
インターネット接続を使って登録］ラジオボタンを選択して、［次へ］をクリックし、画面の指示
に従います。 ご使用のコンピュータがインターネットに接続されていない場合は、［別のコン
ピュータのインターネット接続を使って登録］ラジオボタンを選択し、画面の指示に従います。
Mac の場合は、ここでもう一度管理者のパスワードが求められる場合がありますので、そのとき
はパスワードを入力してください。

*［完了］をクリックします。 Sibelius が正常に登録されたことがメッセージで表示されます。

* Sibelius 6のスプラッシュ画面が表示され、音楽が流れます。

* Sibelius を起動すると、［クイックスタート］ダイアログが表示されます。 このダイアログを起動時
に表示させたくない場合は、［Sibelius 起動時に毎回表示する］をオフにします。

Sibeliusのインストールし終えたら、Sibelius 6の DVD-ROMを旧バージョンの CDケースへ収納しま
す。 新しい DVD は必ず旧バージョンのケースにしまってください。このケースの裏にシリアル番号
があるからです。
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旧バージョンのファイルを開く
旧バージョンの Sibeliusで保存したスコアを Sibelius 6で初めて開くと、［スコアのアップデート］ダ
イアログが表示されます。 このダイアログでスコアのオプションをオンにし、外観を改善して、新機
能を有効にすることができます。 ［キャンセル］をクリックすると、ファイルは開きません。［OK］
をクリックすると、選択したオプションが適用された状態でファイルが開きます。

［スコアのアップデート］ダイアログのオプションについて詳しくは、『Sibelius リファレンス』の
b 9.7 旧バージョンのファイルを開くをお読みください。

自動変更
スコアが最後に保存された Sibelius のバージョンによって、Sibelius 6 が一部を自動的に変更します
が、これらは選択できないため［スコアのアップデート］ダイアログには表示されません。

* スコアが最後に保存されたのが Sibelius 4の場合は、すべての譜表タイプが変更され、移調が変更
され、再生サウンドの変更を実行するテキスト（「To Flute」など）が楽器変更へ変換されます。こ
れは Sibelius 5で追加された機能で、以前の譜表タイプの変更と移調変更オブジェクトを１つのオ
ブジェクトへ組み合わせたものです。

* スコアが最後に保存されたのが Sibelius 3の場合は：

% まだ存在しない場合は、さまざまなテキストスタイルが作成されます（単純テキスト、譜表上
の歌詞、歌詞（コーラス）、拍子記号（1 つの譜表のみ）、リピート（D.C./D.S./To Coda）、ブ
ロック歌詞、タイムコード、ヒットポイント、スコアの経過時間、運指テキストスタイルなど）。

% まだ存在しない場合は、スコア内のさまざまなラインスタイルが作成されます（すべての rit./
accel. ラインを含む）。

* スコアが最後に保存されたのが Sibelius 2の場合は、既存のコーダ記号とセーニョ記号が大譜表シ
ンボルへ変換され、反復が正しく再生されるようになります。 これは、各大譜表に複数の行の大譜
表オブジェクトが表示される場合にのみ、スコアの外観に影響します（［ハウススタイル］> ［大譜
表オブジェクトの位置］で設定）。

既存のスコアの再生
Sibelius 6では、スコアが Sibelius 5以前のバージョンのように再生されないことがあります。 たとえ
ば、次のようになります。

* Sibelius 5のSibelius Sounds Essentialsを使っていた場合は、スコアはSibelius 6に付属の最新のサウン
ド ライブラリ Sibelius Sounds Essentialsを使って再生されます。

* 以前再生に使用された Kontakt Silver は、Sibelius 6 ではもう使用されません。Kontakt Silver より多
くの音源が含まれる新しい Sibelius Sounds Essentials ライブラリに置き換えられました。

* サウンドセットのない MIDI デバイスを使用しており、ミキサーで各譜表の MIDI チャンネルとプロ
グラム番号を手動で設定して正しく再生していた場合は、Sibelius 6 で再び設定する必要がありま
す。

* 高度な再生エフェクトを適用するために MIDI メッセージを使用していた場合は、Sibelius 6 で同じ
エフェクトが生まれないことがありますのでご注意ください。特に、違うデバイスでスコアが再
生されるようになった場合（たとえば、旧バージョンで使用した再生デバイスが使用不可になっ
た場合）に、この問題が起きます。

* Sibelius 4 以前のバージョンでピッチのない打楽器譜表タイプを独自に定義した場合は、Sibelius 6
では自動的に正しく再生されません。［ハウススタイル］> ［楽器の編集］ダイアログを使用して譜
17



インストール
表タイプを更新し、正しく再生させる必要があります。『リファレンス』のb 2.21 パーカッショ
ンと 7.12 楽器の編集。

Sibelius 6で保存した後でスコアをアップデートする

［スコアのアップデート］ダイアログを使用してスコアを更新せず、後でさまざまな新機能を有効に
したい場合は、［ハウススタイル］> ［ハウススタイルのインポート］を使用して、用意されているハ
ウススタイルのいずれかをインポートできます。

その他のファイルの復旧
Sibelius の旧バージョンで、プラグイン、譜面用紙、機能セット、アレンジスタイルなどを書くかカ
スタマイズしていた場合があります。 Sibelius のバージョンごとに、これらのファイルを保存する場
所が異なります。Sibelius 6 でそれらを使用したい場合は、古い位置から新しい適切な位置に手動で
コピーする必要があります。 Sibelius 6 がユーザー作成ファイルを保存する場所を見つけるには、次
の手順に従います。

Windows：

*［マイ コンピュータ］をダブルクリックするか、［Windows Explorer］ウィンドウを開きます。

*［ツール］> ［フォルダ オプション］を選択し、［表示］タブをクリックします。

*［詳細設定］の下で、［すべてのファイルとフォルダを表示する］が選択されていることを確認し
ます。

*［OK］をクリックして、［フォルダ オプション］ダイアログを閉じます。

* Windows のバージョンに適切なフォルダを開きます。

% Windows XP： C:\Documents and Settings\ユーザー名 \Application Data\

% Windows VistaまたはWindows 7： C:\Users\ユーザー名 \AppData\Roaming\

* Sibelius Softwareフォルダがあります。それをダブルクリックして開きます。 フォルダが見つから
ない場合は、［ファイル］> ［新規フォルダ］を選択し、新しいフォルダを作成して、フォルダ名と
して「Sibelius Software」と入力します。この新規のフォルダをダブルクリックして開きます。

*［ファイル］> ［新規フォルダ］を再び選択し、フォルダ名として「Sibelius 6」と入力します。 この
新しいフォルダをダブルクリックして開きます。

Mac：

* 新しい Finder ウィンドウを開きます。

* / ユーザ /ユーザ名 / ライブラリ /Application Support を開きます

* Sibelius Softwareフォルダがあります。それをダブルクリックして開きます。 フォルダが見つから
ない場合は、xXN を入力して新しいフォルダを作成し、フォルダ名として「Sibelius Software」
と入力します。 この新しいフォルダをダブルクリックして開きます。

* xXN を再び入力し、フォルダ名として「Sibelius 6」と入力します。 この新しいフォルダをダブ
ルクリックして開きます。

ここがプラグインや譜面用紙などのカスタマイズされたデータを Sibelius 6が保存する場所で、タイ
プごとに専用のフォルダがあります。

これらのファイルのいずれかを修正しており、Sibelius 4 からアップグレードする場合は、同じ場所
にすでに Sibelius 5 または Sibelius 4 フォルダがあります。 古いフォルダにあるフォルダを新しい
Sibelius 6 フォルダにドラッグします。
18



旧バージョンのファイルを開く

イ
ン
ス
ト
ー
ル

Sibelius 1、Sibelius 2、または Sibelius 3からアップグレードする場合は、ユーザーが編集したファイ
ルは旧バージョンのプログラム フォルダの中にあります（例：Windows 用の Sibelius 3 であれば
C:\Program Files\Sibelius Software\Sibelius 3、Mac 用の Sibelius 2 であれば / アプリケーション /
Sibelius 2 Folder）。 カスタマイズしたファイル（維持したいファイル）のみを古い場所から新しい場
所へ移動してください。

バージョンにかかわらず、アップグレードの際には以下に注意してください。

* ManuScript の変更により、以前のバージョンで作成するか編集したプラグインは Sibelius 6 とは併
用できません。詳しくは、Extras フォルダにある ManuScript のマニュアルを参照してください。

* サウンドセットの変更に伴い、Sibelius 5より前のバージョンで作成したサウンドセットは Sibelius
6では使えません（Sibelius 5のサウンドセットは Sibelius 6で使えます）。

* Sibelius 6 の新機能の多くを利用するには、新しい Sibelius 6 ハウススタイルのいずれかを既存のス
コアと譜面用紙にインポートするか、Sibelius 6 で最初から譜面用紙を作成する必要があります。

Sibelius 5の再生設定を復旧する

Sibelius 5 からアップグレードする場合は、引き続き使用したい 1つまたは複数の再生設定があるか
もしれません。

まず、ユーザー階層内の[Sibelius 5]フォルダの中の[Playback Configurations]フォルダにあるSibelius
5の再生設定を見つけます（上記のその他のファイルの復旧参照。）

Sibelius 6で使いたい再生設定ごとに、Sibelius 5の [Playback Configurations]フォルダから Sibelius
6 の [Playback Configurations] フォルダへ [ 設定名 .xml] ファイルと [ 設定名 data] フォルダをコ
ピーします。Sibelius 6の [Playback Configurations]フォルダは、Sibelius 6を一度起動すると、すで
に作成されています。

Sibelius 6を再起動すると、[ 再生 ] > [ 再生デバイス ]の一番上の [ 設定 ]メニューにカスタムの再生
設定が表示されます。
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Sibelius Sounds製品のアップグレード
Sibelius の旧バージョンで使うために Sibelius のサウンド製品を購入している場合は、その製品を
Sibelius 6で使うためにアップデートできます。

Kontakt Silverと Kontakt Gold

Sibelius 3または Sibelius 4に付属の Kontakt Silverサウンドまたは別売の KontaktGoldサウンドを使っ
ていた場合は、残念ながら、これらのサウンドを Sibelius 6用にアップデートすることはできません。
Kontakt Silverや Kontakt Goldよりも高品質で多くのサウンドを持つ新しいライブラリ Sibelius Sounds
Essentialsをお使いください。

（例外として、Kontakt Goldを Sibelius6で引き続き使える場合があります。それは、以前に持ってい
た Sibelius 3または Sibelius 4用の Kontakt Goldを Sibelius 5用の Kontakt Player 2で使えるようにアッ
プグレードしている場合です。ただし Kontakt Player 2と Sibelius Goldライブラリがインストールさ
れていなければなりません。）

GPO Sibelius Edition

Sibelius 4用の GPO Sibelius Editionを購入している場合は、Sibelius 6で使える GPOの Kontakt Player 2
バージョンへのアップデートをダウンロードできます。GPO Sibelius Edition のシリアル番号（DVD
ケースに印刷されている）を確認し、以下のサイトへ入力してください。

http://www.sibelius.com/products/sibelius_sounds/upgrade.html
ウェブサイトの説明に従って GPO Kontakt Player 2 インストーラをダウンロードし、GPO Sibelius
Editionの DVD-ROMからハードディスクの新規フォルダへサウンドをコピーしてください。

Sibelius Sounds Rock and Pop Collection

Sibelius 4 用の Sibelius Sounds Rock and Pop Collection を購入している場合は、Sibelius 6 で使える
Kontakt Player 2バージョンへのアップデートをダウンロードできます。Sibelius Sounds Rock and Pop
Collectionのシリアル番号（DVDケースに印刷されている）を確認し、以下のサイトへ入力してくだ
さい。

http://www.sibelius.com/products/sibelius_sounds/upgrade.html
ウェブサイトの説明に従って Rock and Pop Collectionインストーラをダウンロードし、Rock and Pop
Collectionの DVD-ROMからハードディスクの新規フォルダへサウンドをコピーしてください。 また、
以下のサイトから Kontakt Player 2.2.4をインストールする必要があります。

http://www.sibelius.com/helpcenter/en/a561
Sibelius 5用の Rock and Pop Collectionを購入している場合は、既存のバージョンをそのまま Sibelius
6 で使えます。１つまたは複数の Kontakt Player 2 のインスタンスを使った再生設定を作成し、サウ
ンドセットとして Sibelius Rock and Popを選択してください（詳しくは『Sibeliusリファレンス』の
b 4.12 再生デバイス参照）。

Sibelius Sounds Choralと Sibelius Sounds World Music

Sibelius 5用の Sibelius Sounds Choralまたは Sibelius Sounds World Musicを購入している場合は、既存の
バージョンをそのまま Sibelius 6で使えます。１つまたは複数の Kontakt Player 2のインスタンスを使っ
た再生設定を作成し、サウンドセットとして Sibelius Choral または Sibelius World Music を選択し
てください（詳しくは『Sibeliusリファレンス』のb 4.12 再生デバイス参照）。
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新機能
マグネティック レイアウト
これまでの Sibelius にも、音符に貼り付き、他のオブジェクトとの衝突を避ける「マグネティック」
なスラー、臨時記号、連音符などがありました。 新しい「マグネティックレ イアウト」は、この機
能をスコアのすべてのオブジェクトへ拡張し、何もしなくても美しい楽譜を作成してくれます。

詳しくは、『Sibeliusリファレンス』の「b 8.2 マグネティック レイアウト」を参照してください。

マグネティック レイアウトでできること

一般的な楽譜作成では、大まかにいって、オブジェクトの種類に応じて譜表に接近する順序の優先
順位というものが存在しています。 たとえば、音符は常に譜表の上または譜表に最も近いところに置
かれます。音符と共に配置されなければならないもの（臨時記号、アーティキュレーション、タイ、
付点、スラーなど）や、音符に関連するもの（調号、拍子記号など）なども一緒に置かれます。 次
に、他の種類のオブジェクトが譜表から外向きに並べられます。歌詞、強弱記号、演奏テクニック
などの重要な指示が譜表の一番近くに置かれ、状況に応じて譜表の上か下に配置されます。 これらの
オブジェクトの上にくるのがコード記号です。大譜表の幅に合わせられ、読みやすいように音符に
合わせて配置されます。 コード記号の上には、テンポ記号、1 番括弧と 2 番括弧、他のリピート指示、
リハーサルマークなどの大譜表の記号が置かれます。 また、譜表の下には、大譜表の幅に合わせて数
字付き低音とローマ数字などのテキストが置かれます。最後に、鍵盤楽器用のペダルラインがその
下に置かれます。

マグネティックレイアウトは、スコア内のオブジェクトを優先順位に従って順序を強制することに
より機能します。 大譜表内の譜表に付けられたすべてのオブジェクトを検証し、ルールに従って空い
ている位置にオブジェクトを再配置し、すべての衝突を解消します。また、大譜表全体あるいは大
譜表に沿ってまとめて合わせるべき複数のオブジェクトをグループ化します。 これらすべての動作
は、リアルタイムで行われます。 楽譜を入力したりスコアを編集したりすると、オブジェクトが即座
に移動し衝突が回避され、常に見やすく読みやすい状態に保たれます。

マグネティックレイアウトにより移動されたオブジェクトについては、そのオブジェクトを選択す
ると、元の位置（マグネティックレイアウトがオフの場合にあるべき位置）がグレーで表示されます。

オブジェクトをドラッグすると、マウスポインタ位置に正確に従うのではなく、衝突の生じない位
置にスナップされます。 オブジェクトの位置がマウスポインタの位置に正確に従うようにするには、
Ctrl または Xを押したままアイテムをドラッグします。こうすることで、マグネティックレイアウ
トを一時的にオフに切り換えることができます。

マグネティックレイアウトでできないこと
マグネティックレイアウトでは、音符の間隔（これにより水平方向の使用可能なスペースが決まり
ます）、譜表の間隔（これにより垂直方向の譜表間の空きが決まります）は変更されません。 つまり、
使用可能な空きスペースを使って、オブジェクト同士の衝突を解消することしかできません。 この機
能を使って、空きスペースを増やすことはできません。
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そのため、ときには衝突を十分に解消できない状況が生じることもあります。そのような場合、1 つ
または複数のオブジェクトが適切でない位置に表示されることがあり、そのようなオブジェクトは
赤色で表示されます（下の衝突の検索を参照）。 ほとんどの場合、このような状況に陥ったら、対象
となる譜表および譜表の上または下を選択してから［レイアウト］> ［譜表の間隔の最適化］を選択
するだけで譜表の間隔が調整され、衝突が解消されます（『Sibeliusリファレンス』のb 8.10譜表間
隔参照）。

まれに、音符の間隔を広げて水平方向のスペースを増やすのが衝突を解消する最善の方法である場
合もあります。 対象となる小節を選択し、 Shift + Alt + 1 または xz1を押します（ Ctrl または X を
同時に押すと大きなステップで移動できます）（『Sibeliusリファレンス』のb 8.10譜表間隔参照）。

衝突の検索
衝突が自動解消されなかった場合、衝突しているオブジェクトが赤色で表示されます。 衝突するオブ
ジェクトを検索するには、［編集］> ［衝突］> ［次を探す］または［前を探す］を選択します。 次また
は前の衝突しているオブジェクトが選択され、表示されますので、この衝突の解消方法を決めるこ
とができます（上のマグネティックレイアウトでできないことを参照）。

衝突しているオブジェクトは、［表示］> ［マグネティックレイアウトの衝突］がオンの場合にのみ、
赤色で表示されます。

類似オブジェクトのグループ化
Sibelius では、大譜表の幅に合わせて、あるいは、大譜表の複数の譜表にわたり垂直方向に合わせて、
オブジェクトがグループ化されます。

グループに属しているオブジェクトを選択すると、青色の点線がオブジェクトの背後に表示され、グ
ループの範囲が表示されます。

たとえば、ボーカルの譜表にある音符の音高を変更するとその下の歌詞に衝突するような場合、譜
表と歌詞の間に適度な間隔がうまれるよう、この譜表に付けられているすべての歌詞が移動されま
す。 歌詞は大譜表の幅に合わせて配置されるため、すべての歌詞が大譜表全体を通して移動されま
す。

同様に、音符のパッセージにスラーを加えると譜表の下の強弱記号と衝突するような場合、スラー
との衝突を避け、強弱記号が移動されます。 いくつかの強弱記号（発想記号テキストとヘアピンの両
方を含む）が隣接している場合、グループとして正確に配置されるよう、強弱記号が一緒に移動さ
れます。 しかし、すべての強弱記号が大譜表全体の幅で自動的にグループ化されることはありませ
ん。 この機能では、近隣の強弱記号だけがグループ化されます。たとえば、強弱記号が（例外的に低
い音符があるために）大譜表の先頭の譜表から特に遠く離れて置かれている場合、これ以降の大譜
表に付けられる強弱記号がすべて譜表から遠く離れて置かれるわけではありません。使用可能なス
ペースを有効に使用するため、より譜表に近い音符の上に置かれます。

さらに、隣り合う譜表同士で同じリズム位置にある強弱記号もグループ化されます。衝突を避けるた
めに強弱記号の 1 つが左右に動かされると、隣り合う譜表同士で同じリズム位置にあるすべての強弱記
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号が一緒に移動されます。 スコアを読んでいる際に、同じ位置に強弱記号の変更がある楽器を一目で見
つけることができ便利です。

次の種類のオブジェクトは、大譜表の幅に合わせてグループ化されます。

* 小節番号

* 歌詞

* 強弱記号（発想記号テキストとヘアピン）

* コード記号

* 1 番括弧と 2 番括弧

* リハーサルマーク

* テンポ記号（テンポテキスト、メトロノーム記号テキスト、メトリックモジュレーションテキス
ト、リタルダンド /アッチェレランドライン）

* 数字付き低音

* ローマ数字

* 機能シンボル

* ペダルライン

次の種類のオブジェクトも、同じリズム位置に検出された場合、垂直方向にグループ化されます。

* 隣り合う譜表の強弱記号

* リハーサルマーク

* テンポ記号

オブジェクトをグループから削除するには、2 つの方法があります。

* 水平方向に垂直方向にもグループ化される他のオブジェクトが見あたらないスペースへオブジェ
クトを移動します（オブジェクトがグループを離れると、青色の点線が消えます）。

* 特定のオブジェクトに対して、衝突の回避を無効にします。グループ内の他のオブジェクトには
影響しません（下の衝突の回避を無視するを参照）。

まれに、特定の種類のオブジェクトがグループ化されないよう設定したい場合があります。この場
合、［レイアウト］> ［マグネティックレイアウトのオプション］を使ってこれを変更できます（詳し
くは『Sibeliusリファレンス』を参照）。

衝突の回避を無視する
オブジェクトのマグネティックレイアウト位置を無効にしたい場合があります。 マグネティックレ
イアウトにより移動されたオブジェクトは、選択してからマウスを使ってドラッグしたり、矢印キー
を使ったり（Ctrl または Xで大きなステップで移動）して動かすことができますが、ドラッグまた
はナッジする位置へオブジェクトが配置されないことがあります。 これは、マグネティックレイアウ
トにより、衝突しない位置へとオブジェクトが移動されるためです。

このような場合、特定のオブジェクトに対してマグネティックレイアウトを無効にすると便利です。
これは、オブジェクトを選択してから、［編集］> ［マグネティックレイアウト］> ［オフ］を選択し
て行います。 このメニュー項目は、コンテクストメニューからも選択できます。コンテクストメ
ニューは、選択されているオブジェクトを右クリック（Windows）または Control + クリック（Mac）
すると表示されます。
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マグネティックレイアウトがオンであるかオフであるかは、オブジェクトが選択されている状態で
［プロパティ］の［一般］パネルを見れば分かります。 ［マグネティックレイアウト］メニューには、
［標準設定］（マグネティックレイアウトを特にオフに設定していないオブジェクト。標準設定でマ
グネティックレイアウトがオフになっているオブジェクトはごくわずかであるため、このような場
合、たいていはマグネティックレイアウトがオンであることを意味します）、［オフ］（マグネティッ
クレイアウトをオフに設定しているオブジェクト）、［オン］（マグネティックレイアウトをオンに設
定しているオブジェクト）と表示されます。

あるオブジェクトに対してマグネティックレイアウトをオフに設定すると、それ以降、そのオブジェ
クトはマグネティックレイアウトの処理対象とならず、他のオブジェクトと衝突する可能性があり
ます。

マグネティックレイアウトを再びオンにするには、オブジェクトを再び選択し、［編集］> ［マグネ
ティックレイアウト］> ［標準設定］を選択します。 （［オン］を選択するのではなく、この方法を選
択してください。［レイアウト］> ［マグネティックレイアウトのオプション］でその種類のオブジェ
クトの標準設定に加えた変更は、自動的に適用されます。）

マグネティックレイアウトの位置を固定
マグネティックレイアウトをオンに切り換えると、スコアを編集するたびに、スコア内の各オブジェ
クトの位置が変更されます。 マグネティックレイアウトにより選択されたオブジェクトの位置が、オ
ブジェクトの実際の位置になるよう、オブジェクトの位置を固定することができます。

より大きなスコアの場合、この操作を行うと、すべてのオブジェクトのマグネティックレイアウト
位置を再計算する必要がなくなるため、編集スピードが向上します。

位置を凍結するには、オブジェクト、パッセージ、スコア全体のいずれかを選択し、［レイアウト］>
［マグネティックレイアウトの位置を固定］を選択します。 選択範囲内のオブジェクトの位置が、現
在のマグネティックレイアウトの位置に固定されます。その後、オブジェクトがこれ以降移動しな
いよう、これらのオブジェクトのマグネティックレイアウトがオフになります。

これ以降、マグネティックレイアウトを再びオンにしたい場合、同じ範囲を選択し、［編集］> ［マグ
ネティックレイアウト］> ［標準設定］を選択します。 ［レイアウト］> ［位置をリセット］を選択し
て、Sibelius がオブジェクトの位置を無制限に移動することができるよう設定することもできます。

マグネティックレイアウトをまとめて無効にする
マグネティックレイアウトをまとめて無効にするには、［レイアウト］> ［マグネティックレイアウ
ト］をオフにします。 すべてのオブジェクトが元の位置へと戻され、スコア全体にオブジェクトの衝
突が生じます。 そのため、マグネティックレイアウトをオフにする前には、スコア内のアイテムの位
置を凍結させておくことをおすすめします。
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再生
Sibelius 6 には、より多くの、より良いサウンドが付属しています。これらのサウンドは、まったく
新しいサンプルプレーヤーで再生され、しません。 また、ReWireを使った他のオーディオ ソフトウェ
アとの接続も可能になりました。

Sibelius Sounds Essentialsの改良

Sibelius Sounds EssentialsはSibeliusに付属しているサウンド ライブラリで、Sibelius
6 用にアップデートしたバージョンには、より多くのサウンドを持つ Garritan
Personal Orchestra、Garritan Jazz and Big Band、Garritan Concert and Marching Band、
Sibelius Sounds Choral、Tapspace Virtual Drumlineが含まれています。 Sibelius Sounds
Essentialsは、どんなジャンルの音楽にも柔軟に対応できる最良のサウンドコレク
ションになるでしょう。

Sibelius Sounds Essentialsは、内蔵の Sibelius Playerで再生されます。Sibelius Player
はシームレスに統合され、何の設定も必要としません。 スコアを開くと同時に、
Sibeliusは必要なサウンドをバックグラウンドで自動的にロードします。 スコアの
楽器の数によって、これには数秒から 30秒程度かかりますが、楽譜の入力や編集は通常とおり行え
ます。 すべてのサウンドがロードされる前に再生を開始しようとすると、残りのサウンドがロードさ
れる間進捗バーが表示され、その後再生が開始されます。

Sibeliusは、Sibelius Sounds Essentialsを使って再生するよう設定されていますが、他の入力デバイスへ
切り替えたときは、以下のとおり元に戻せます。

*［再生］> ［再生デバイス］を選択します。

* ダイアログの一番上の［設定］メニューから、［Sibelius Sounds］を選択します。

* ダイアログの［アクティブなデバイス］ページの右側にある［アクティブなデバイス］リストに
［Sibelius Player］が表示されます。 ［サウンドセット］は［Essentials］に設定されます。

*［閉じる］をクリックします。

Sibelius 6に付属しているサウンドの完全なリストは『Sibeliusリファレンス』のb4.4 Sibelius Sounds
Essentialsにあります。

ミキサー
ミキサーには、いくつかの新しいコントロールがあります。 たとえば、譜表ストリップでは：

* 各譜表ストリップにはリバーブとコーラス用のロータリー コントロールが追加され、これらのエ
フェクトのレベルをスコアの譜表ごとに簡単に調整できるようになりました。

* 譜表が内蔵のSibelius Playerを使って再生している場合は、サウンドによって最大6つのフェーダー
が追加されます。 これらのフェーダーを使うと、サウンドの抑揚、音色、歪み（ギターなど）、ト

リバーブ & 
コ－ラス

Sibelius Playerサウンド
用コントロール
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レモロの速度（ビブラホーンやエレクトリック キーボードなど）などを調整できます。 これらの
追加フェーダーの 1つをリセットするには、そのフェーダーをダブルクリックします。

同様にバーチャル インストゥルメント ストリップにも Sibelius Player 専用の新しいコントロールが
いくつかあります。

Sibelius Player はリバーブとコーラスを内蔵しており、これらのエフェクトのリターン レベルは、
Sibelius Player の独自のバーチャル インストゥルメント ストリップに表示される Reverb と Chorus
のフェーダーを使って調整できます。 Sibelius Playerのリバーブの全体のレベルは [ 再生 ] > [ パフォー
マンス ] のオプションを使って操作でき、コンボリューション リバーブ（音質が良い）と標準のス
テレオ リバーブ（CPUへの負荷が少ない）の選択は [ ファイル ] > [ 環境設定 ]（Macでは Sibeliusメ
ニュー）の [ 再生 ]ページで行えます。

さらに、すべてのフェーダーのレベル（譜表のボリュームとパン、Sibelius Player のサウンドごとの
パラメータ、バーチャル インストゥルメントのボリューム レベル、マスター ボリューム レベル）が
スコアと共に保存されますので、次にスコアを開いたときも同じサウンドが再生されます。

詳しくは、『Sibelius リファレンス』の「b4.3 ミキサー」と「b4.5 パフォーマンス」を参照してく
ださい。

再生デバイス
Sibeliusは、いくつかの再生構成を自動的に作成しますが、これらは [ 再生 ] > [ 再生デバイス ]では変
更できません。 標準設定の再生構成のいずれかを変更したい場合は、[ 新規 ]をクリックして既存の標
準設定の 1つをもとに新しい構成を作成してください。 標準設定は以下の通りです。

* Sibelius Sounds: Sibelius 6を初めて起動したときに標準設定で選択される再生構成です。この構成
は、内蔵の Sibelius Playerと Sibelius Sounds Essentialsサウンドライブラリを使って、最大 128チャ
ンネルの高品質サンプル サウンドを再生します。 この構成は、Sibelius Sounds Essentials が正しく
インストールされた場合にのみ作成されます。

* General MIDI (enhanced): [Sibelius Sounds] 構成が使用できない場合に標準設定で選択される再生
構成です。 この構成は、General MIDI対応のバーチャル インストゥルメントを使って、最大 32チャ
ンネルの General MIDIサウンドを再生します。

* General MIDI (basic): この再生構成はコンピュータの内蔵サウンドを使用しますが、何らかの理由
で [Sibelius Sounds] と [General MIDI (enhanced)] のいずれも使用できない場合にのみ選択してくだ
さい。 Windowsでは、この構成は内蔵の Microsoft GS Wavetable Synthを使って、最大 16チャンネ
ルの低品質 General MIDIサウンドを再生します。 Macでは、この構成は内蔵の DLS Music Deviceを
使って、最大 31チャンネルの General MIDIサウンドを再生します。

* Sibelius 5 からアップグレードする場合で、Sibelius 5 に付属の Sibelius Sounds Essentials の Kontakt
Player 2 バージョンがコンピュータにインストールされている場合は、Sibelius 6 は [Sibelius
Essentials (16 sounds, Kontakt)] と [Sibelius Essentials (32 sounds, Kontakt)] の 2つの再生構成
を作成し、旧バージョンとの下位互換性を保ちます。 ただし、Sibelius Sounds Essentials を使って
Sibelius 5で保存したスコアを開くときは、Sibelius 6は Kontakt Player 2ベースの構成ではなく、新
しい標準設定の [Sibelius Sounds]再生構成を使用することに留意してください。 Sibelius 6に Kontakt
Player 2は付属していません。

詳しくは、『Sibeliusリファレンス』の「b 4.12 再生デバイス」を参照してください。

リバーブとコー
ラス（Sibelius 
Playerのみ）
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ReWire

ReWireは、バーチャル オーディオ ケーブルとも呼ばれ、Sibeliusから Pro Toolsなどの
デジタルオーディオワークステーション（DAW）へオーディオを送ることができます。
また、Sibeliusの再生と DAWの再生を同期させることもできます。

これは、Sibeliusを他のオーディオ ソフトウェアと共に使う様々な可能性を開きます。
たとえば、Sibelius から DAW へオーディオをルーティングし、そこでオーディオを録音すると、ス
コアの再生にソロのアコースティック楽器を加えることができます。 逆に、DAW で始めたプロジェ
クトに Sibeliusでデータを加えてゆくこともでき、それぞれのアプリケーションのプロジェクトは互
いに同期します。

Sibeliusと他のアプリケーションを ReWireで接続するには、まずシーケンサーまたは DAWを起動し、
ステレオのオーディオ チャンネルまたは AUX チャンネルを作成して、Sibelius をマルチチャンネル
の ReWireインストゥルメントとしてロードします。 シーケンサーまたは DAWは自動的に Sibeliusを
起動します。このとき Sibelius は特別な ReWire モードで起動して、すべてのオーディオをサウンド
カードではなくシーケンサーまたは DAWへ送ります。

Sibeliusが ReWireモードで起動しているときは、[再生 ]ウィンドウの一番下の青いパネルに
ReWireのロゴ（右図）が表示されます。 （[ 再生 ] > [ 再生デバイス ]を表示し、[ オーディオ
エンジンのオプション ]をクリックすると、オーディオ インターフェースのコントロールが
使用できなくなっているのが確認できます。これは Sibeliusが単にオーディオをシーケンサーまたは
DAWへ送っているからです。）

これで Sibeliusまたは DAWの再生を開始すると、両方のアプリケーションが再生します。 ReWireの
接続を切るには、DAWを終了し、次に Sibeliusを終了します。または DAWのプロジェクト ウィンド
ウから ReWireのトラックを削除し、次に Sibeliusを終了します。

詳しくは、『Sibeliusリファレンス』の「b 4.16 ReWire」を参照してください。

その他の再生の改良
* 再生ラインは、次の拍または次の音符の近い方へ移動するようになりました。

* 延音記号（フェルマータ）の再生が大きく改善されました。 トリルやトレモロなどの反復音が延音
の間も正しい速度で再生されるようになりました。延音の後の最初の音符の前の装飾音符が正し
いテンポで再生されるようになりました。

* Sibeliusは、完全なテンポ情報を必要とするバーチャル インストゥルメント（Virtual Guitaristなど）
へその情報を提供します。

* バーチャル インストゥルメントに対して自動レイテンシ補正（ALC）を妨げていた問題を解決しま
した。 

* 譜表（ピッチあり）上でサウンド ID変更をトリガーする符頭が、正しいリズム位置でトリガーす
るようになりました。 

* 音符のベロシティがミキサーのボリューム スライダーで変更されることがなくなりました。 ミキ
サーのボリューム スライダーは、譜表のボリューム（MIDIチャンネルのボリューム）にのみ作用
します。
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ライブテンポ
ライブテンポ（Live Tempo™）を使うと、スコアの再生を「指揮」して、ニュアンスのある音楽的な
演奏が行えます。 コンピュータのキーボードのキー、MIDI キーボード、またはフットペダルをタッ
プするだけで、Sibelius はそのタップに従って再生を行います。 演出の細部をレコーディングし、後
で再生したり、その演奏をオーディオや MIDIのファイルにできるのです。

そして本物の指揮者のように、任意の場所で拍子のパターンを変更すれば、Sibelius はそれに従いま
す。 rit. を行うために拍を分割したり、最初のパッセージでは 1小節に 1回だけタップすることもでき
ます。タップを止めれば、Sibeliusはそのまま再生を続けます。 フェルマータ（延音記号）では、オー
ケストラの様に Sibeliusは次の合図を待ちます。

詳しくは、『Sibeliusリファレンス』の「b 4.7 ライブテンポ」を参照してください。

ライブテンポのレコーディングの準備
タップをレコーディングするには、入力デバイスを選択する必要があります。 コンピュータのキー
ボード、MIDI キーボード、MIDI フットペダルはいつでも切り替えられますが、少なくとも 1 回のラ
イブ テンポのレコーディングでは 1つの入力デバイスを選択して変更しない方がよいでしょう。

レコーディングを行う前に、Sibeliusがコンピュータの再生システムのレイテンシとあなた自身の反
応速度（別の種類のレイテンシです）を測定できるように、入力デバイスをキャリブレート（較正）
します。

ライブ テンポをレコーディングするスコアを開き、[ 再生 ] > [ ライブテンポを調整 ] を選択します。
以下のダイアログが開きます。

ダイアログの一番上のラジオ ボタンからキャリブレートする入力デバイスを選択し、[ 調整開始 ]を
クリックします。 クリックが聴こえます。 クリックに合わせてコンピュータのキーボードのキー、
MIDIキーボードの鍵盤、または MIDIフットペダルをタップします。

入力デバイスを一度キャリブレートすると、同じ入力デバイスと同じ再生の設定（同じ再生デバイ
ス）を使用する限り、再度キャリブレーションを行う必要はありません。 ただし、別の入力デバイス
や別の再生の設定を使ってライブ テンポをレコーディングする場合は、ライブ テンポをレコーディ
ングする前に、[ 再生 ] > [ ライブテンポを調整 ]を実行してください。
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ライブ テンポのオプション

レコーディングを開始する前に、[ 再生 ] > [ ライブテンポのオプション ]を選択して、Sibeliusがタッ
プを正しく解釈できるよう設定を変更してください。

* [カウントイン]では、Sibeliusにテンポを確立させるための再生開始前のタップ数を指定します。 標
準設定では、Sibeliusは 1小節分のビートを待ち受けていますが（3/4の場合は 3回タップすると
4つ目のタップから Sibeliusが再生を開始する）、これは変更できます。 スコアがアウフタクト（弱
起）小節で始まる場合は、カウントインはそのアウフタクトを含みます（スコアが 4/4で、4分音
符のアウフタクトで始まる場合は、Sibelius はカウントインが 1 小節であると想定して 4 つ目の
タップで再生を開始します）。

* [ マルチビート ]オプションは、タップを半分化した拍（例：4/4で 8分音符をタップする）または複
合拍（例：3/4で 1小節に 1回タップする）として Sibeliusが解釈するかどうかを決めます。 標準
設定では、オンになっています。

* [ 感度 ]は最も重要な設定で、また最も個人の好みに依存する設定です。 スライダーを左へ動かすと、
Sibeliusは個々のタップに厳密に従うのではなく、タップをスムーズにしてテンポをより安定させま
す。スライダーを右へ動かすと、Sibeliusは個々のタップに厳密に従ってテンポの調整をより迅速に
行います。

設定を終えたら [OK]をクリックします。 これでタップをレコーディングする準備は整いました。

スコアの楽器の数や全体的なテンポの範囲などの要因によって、[ ライブ テンポのオプション ]の設
定を何度か変更する必要があるかもしれません。 この設定はスコアに保存されます。

ライブ テンポをレコーディングする

ライブ テンポをレコーディングする前に、[ 表示 ] > [ パノラマ ]をオンにした方がよいでしょう。ラ
イブ テンポは [パノラマ ]でのみ表示されるからです（下記のライブ テンポの表示参照）。

入力デバイスをキャリブレートし、そのスコアに対するライブ テンポのオプションを設定
したら、ライブ テンポのレコーディングを開始する位置へ再生ラインをセットし（例：Ctrl
＋ [ または X[をタイプしてスコアの始めへ再生ラインを移動する）、[ 再生 ]ウィンドウの
[ ライブテンポをレコーディング ]ボタン（右上参照）をクリックするか、または [ 再生 ] > [ ライブ
テンポをレコーディング ]を選択します。

まだ入力デバイスをキャリブレートしていない場合は、予期しない結果になるかもしれないという
メッセージが表示され、今すぐ入力デバイスをキャリブレートするかどうか尋ねられます。 この場合
は [はい]をクリックしてください。直ちに [ライブテンポを調整]ダイアログ（上記参照）が開きます。
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それ以外の場合は、再生ラインが赤に変わり、Sibeliusは最初のタップを待ちます。 [ 再生 ] > [ ライブ
テンポのオプション ]で設定したタップ数または小節数の後、Sibeliusは再生を開始し、タップした
テンポに従います。

ライブ テンポのレコーディング中は、Sibeliusの再生が多少不自然になる場合があります（特に [ ラ
イブテンポのオプション ]の [ 感度 ]スライダーを右へ動かした場合）。 これは、タップに合わせてス
コアを再生するために、Sibelius が拍の長さを予想しなければならないからです。 レコーディングし
たライブ テンポを再生するときは、テンポの変更はよりスムーズになります。

タップは止めて、そのまま再生を続けたい場合は（思い通りのテンポになった場合など）、単にタップ
を止めてください。 Sibelius は、そのときの速度で再生を続けます。 もう一度タップする場合は、単に
タップを開始してください。 Sibeliusは再びタップに従います。

ライブ テンポのレコーディングは、スコアの最後まで続きます。スコアに複数の歌曲、楽章、小曲
が含まれている場合は、次の終止線または Fine 記号まで続きます。

ライブ テンポのレコーディングをスコアの途中で止めたい場合は、Escキーを押すか、[再生 ]ウィ
ンドウの停止ボタンをクリックしてください。

ライブ テンポの表示

[ 表示 ] > [ パノラマ ]をオンにすると、ライブ テンポでレコーディングしたテンポを図形で表したも
のが見られます。 ライブ テンポをレコーディングし、[ 表示 ] > [ ライブテンポ ]をオンにすると、ス
コアの一番上の譜表の上にグラフが表示されます。

グラフの垂直の線はスコアの小節線です。 グラフの中央の水平の線は、スコアのその位置の既定のテ
ンポを表しています。 ライブ テンポのレコーディングによる相対的なテンポの変化は、この水平の
線の上または下に表示されます。 （上図のグラフは、テンポがだんだん速くなり、その後再び遅くな
ることを表しています。）

スコアでパッセージを選択すると、その選択範囲がグラフに反映され、選択した小節に対応する部
分がブロックされます。 [ 再生 ] > [ ライブテンポをクリア ]を実行したときにライブ テンポのデータ
がクリアされるのは、この部分です。

タップポイントの追加と削除
タップする位置を予め決めておくと、混合拍子などの複雑な指揮テクニック（指揮者が 1 つの大き
な動作の中に 2つ以上の拍子を示す動作を組み合わせる）を用いることができます。

タップポイントを追加するには、タップするリズムを持つ譜表を見つけ、1つのパッセージの周りを
選択して（タップするリズムを持つ譜表が選択範囲の一番上になるようにして）、[ 再生 ] > [ ライブ
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テンポのタップポイント ]を選択するのが最も簡単です。これによって、以下のダイアログが表示さ
れます。

* [タップポイントを追加]または[タップポイントを削除]は、このダイアログの以下のオプションに
従ってタップポイントを追加するのか、または削除するのかを決めます。

* [ 操作の範囲 ]オプションは、どの小節のタップポイントを追加または削除するのかを決めます。

% 何かを選択した状態でダイアログを開くと、[ 選択範囲の一番上の譜表のリズムを使用 ]が選択
されます。 Sibeliusは、選択範囲の一番上の譜表の各音符に 1つのタップポイントを作成します。
[ 休符を含む ]をオンにした場合は、Sibeliusは各休符にも 1つのタップポイントを作成します。

% [ 選択範囲へ適用 ]を選択した場合は、選択したパッセージの一番上の譜表のリズムを使うので
はなく、その下の [ タップポイントの頻度 ] のオプションの設定に従って、選択したパッセー
ジにタップポイントを追加または削除します。

% [ スコア全体へ適用 ]は、スコアの選択範囲を無視し、その下の [ タップポイントの頻度 ]のオプ
ションの設定に従って、タップポイントをスコア全体へ追加またはスコア全体から削除します。

* 新しいタップポイントを追加するときは、[既存のタップポイントを置換]をオンにすると対象とな
るパッセージの既存のタップポイントが置換され、オフにすると既存のタップポイントに新しい
タップポイントが追加されます。

* [ タップポイントの頻度 ]のオプションは、スコアのリズムを使うのでなければ、どのリズムの位置
へタップポイントを追加または削除するかを決めます。 タップポイントは、拍ごと、小節の始めご
と、1/2小節ごとに追加または削除できます。

タップポイントは、パノラマのライブテンポに小さな点として表示されます。

ライブテンポの表示を直接クリックしてタップテンポを追加することもできます。 [ 作成 ] > [ その他
] > [ ライブテンポのタップポイント ]を選択し、タップポイントを追加する位置をクリックしてくだ
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さい。 Sibelius は、楽譜のリズムにタップポイントを合わせられるよう破線を表示し、これをクリッ
クすると最も近いリズムの位置へタップポイントがスナップします（[ 環境設定 ] の [ マウス ]ペー
ジの設定に従って）。

楽譜の 1 つのパッセージのリズムをもとにタップポイントを作成し、その後その小節のリズムを変
更した場合は、タップポイントは自動的には更新されません。 これらのタップポイントは、[ 再生 ] >
[ ライブテンポのタップポイント ]で変更または再び作成する必要があります。

ライブテンポの表示をダブルクリックしてタップテンポを追加または削除することもできます。

タップポイントを使ったライブテンポのレコーディング
タップポイントをいくつか作成したら、[ 再生 ] > [ ライブテンポをレコーディング ]を選択してタッ
プをレコーディングします。 タップポイントを含む小節では、Sibelius は各タップポイントでタップ
を待ち、自動では進みません。

特定のタップポイントを持つパッセージと、Sibeliusにタップの解釈を任せるパッセージは混在させ
ることができます。 タップポイントを持つパッセージが終わった後にタップを続ければ、Sibelius は
通常通りタップの解釈を開始します。

ライブ テンポを再生する

ライブ テンポを再生するときは、再生を開始する前に、[ 再生 ] ウィンドウの青い [ ライブ
テンポを再生 ]ボタン（右図参照）または [ 再生 ] > [ ライブテンポ ]をオンにしてください。

[ 再生 ] > [ ライブテンポ ]をオンにしておくと、MIDIファイルやオーディオ ファイルをエクスポート
するとき、SibeliusMusic.comでスコアを公開するとき、または Scorchウェブページをエクスポートす
るときにライブ テンポが維持されます。

ライブ テンポをクリアする

すべてのライブ テンポをクリアするときは、何も選択されていない状態で [ 再生 ] > [ ライブテンポを
クリア ] を選択し、スコア全体からライブ テンポのデータを削除してもよいか尋ねられたら [ はい ]
と答えます。

１つのパッセージでライブ テンポをレコーディングして作成したテンポの変更をクリアしたいとき
は、それらの小節を選択して [ 再生 ] > [ ライブテンポをクリア ]を選択します。 これで選択したパッ
セージからライブ テンポのデータが削除されます。 [ パノラマ ]を選択し、[ 表示 ] > [ ライブテンポ ]
がオンになっている場合は、それらの小節に対するグラフがクリアされるのを見ることができます。

１つのパッセージからライブ テンポをクリアしたスコアを再生すると、ライブ テンポのレコーディ
ング中にそのパッセージだけタップしなかったのと同じ結果になります。 Sibelius はライブ テンポの
データがある最後の位置からその速度で再生を続け、次のライブ テンポのデータまたはテンポ記号
に従います。

マルチビート
[ ライブテンポのオプション ] の [ マルチビート ]をオンにすると、タップを細かく分けたり、小節
の拍数よりも少なくタップすることが可能になります。

延音記号（フェルマータ）
延音記号（フェルマータ）は、フレーズの途中、強調または休止するポイント、またはフレーズの
終わりに付けられます。 フレーズの終わりの延音記号の後には短い間隔を空ける場合があります。次
のフレーズの前の弱起などです。
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標準設定では、Sibeliusは延音記号が付いた音符の長さを延長して再生し、そのあと元のテンポで再
生を続けます（延音記号の後に新しいテンポ記号がない限り）。 ライブ テンポのレコーディング中に
延音記号に遭遇したときは、Sibeliusは次のタップまで音符の長さを延長します。

ただし、スコア全体の延音記号の作用は [ 再生 ] > [ 辞書 ]ダイアログで、個々の延音記号の作用は [
プロパティ ]の [ 再生 ]パネルで変更できます。 いずれかの方法で延音記号の後に間隔を空けるよう
設定すると、Sibelius はライブ テンポのレコーディングのときもこれに従います。 1 回目のタップで
延音し、2回目のタップで間隔を空け、3回目のタップで次の拍へ進みます。

テンポ記号を追加する
[ 再生 ] > [ ライブテンポ ]がオンになっている場合は、ライブ テンポをレコーディングしたパッセー
ジへ新しいテンポテキスト記号やメトロノーム記号を追加しても、そこでスコアの再生速度は変わ
りません。 ライブ テンポがスコアのテンポ記号に優先するからです。 ただし、ライブ テンポのグラフ
は更新され、ライブ テンポと新しく書かれたテンポの関係が確認できます。

新しいテンポ記号を有効にするには、ライブ テンポのデータをクリアしなければなりません（上記
のライブ テンポをクリアする参照）。

ライブ テンポと ReWire

ライブ テンポと ReWireを同時に使うことはできません。 Sibeliusが ReWireモードで起動していると
きは、ライブ テンポは使用不可になります。
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バージョン
新しい「バージョン」機能は、スコアへ加えられた修正を記憶し、そのスコアの前のバージョンを見
たり、その後の変更を確認したりすることを可能にします。 この機能は、あらゆる人にとって非常に
貴重です。 学生の場合は、コースワークの進捗を記録し、完成した作品と共に提出する注釈（Microsoft
Word やその他のワードプロセッサで編集できる）を簡単に作成できます。教師の場合は、先週から
学生がどれだけの作業を行ったかを調べられます。作曲家や編曲家の場合は、前のバージョンを見た
り、オーケストラの編曲家、出版者、その他の協力者による変更を確認したりすることができます。

詳しくは、『Sibeliusリファレンス』の「b 5.22 バージョン」を参照してください。

新しいバージョンの自動保存
標準設定では、編集作業を行っていたスコアを閉じるときに、新規バージョンを作成するよう促す
メッセージが表示されます。 標準設定では、次のダイアログが表示されます。

バージョン名は任意の名前に変更することができます。 Sibelius によって自動的に付けられる名前に
は、バージョン番号と、このバージョンでの作業が始まった日付と時刻が記載されています。 コメン
トを追加することもできます。コメントの長さは自由です。

［OK］をクリックしてバージョンを保存し、スコアを閉じます。［キャンセル］をクリックしても、
新しいバージョンを作成しないでスコアを保存するかどうかを尋ねるメッセージが表示されます。

スコアを閉じる際に新しいバージョンを作成するかどうかを尋ねるメッセージを表示させたくない
場合、［ファイル］> ［環境設定］（Mac では［Sibelius］メニュー）の［バージョン］ページで、新し
いバージョンの［作成］をオフにします。

新しいバージョンの手動保存
新しいバージョンは、いつでも保存できます。 ［ファイル］> ［バージョンを保存］を選択す
るか、右のツールバーのボタンをクリックします。 このボタンは、スコアを保存し、ファイ
ル名を設定しなければ使用できません。 新しいバージョンを保存する際、コメント（標準設
定）と名前を付けるよう促すメッセージが表示されます（上を参照）。 コメントを付けたくない場合、

［ファイル］> ［環境設定］（Mac では［Sibelius］メニュー）を選択して［バージョン］ページを開きます。

教室で Sibelius を使って教えている場合、［教室のコントロール］ダイアログを使って、教室内の 1
人または複数の生徒に対して新しいバージョンを保存するよう促すメッセージを表示させることが
できます（クラスルーム コントロール）。

バージョンの表示
スコア内に保存したバージョンは、右のツールバーのドロップダウン
を使って表示することができます。 （これらのコントロールがツール
バーに表示されない場合、ご使用のコンピュータ画面の解像度が低す
ぎます。）
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スコアの現在のバージョンは［現在のバージョン］と表示され、メニューの一番上にリストされま
す。 一番古いバージョンは一番下にリストされ、最新のバージョンは［現在のバージョン］のすぐ下
にリストされます。

リストから別のバージョンを選択するか、［ファイル］> ［バージョン］サブメニューから別のバー
ジョンを選択すると、新しいウィンドウが開き、スコア背景にしわの入った用紙が使用され、古い
バージョンであることがひと目で分かります。

バージョンで行えること
編集できるのは、スコアの現在のバージョンに限られます。古いバージョンに変更を加えることは
できません。 しかし、バージョンを表示すると、再生したり、印刷したり、楽譜とオブジェクトを
クリップボードへコピーし現在のバージョンや別のスコアへペーストしたりと便利に活用できま
す。

古いバージョンからコピーするには、スコア内で選択してから［編集］> ［コピー］（ショートカット
は Ctrl + C または XC）を選択してクリップボードにコピーします。 その後、素材のペースト先とな
る現在のバージョンまたは別のスコアへ切り替えてから、 ［編集］> ［ペースト］（ショートカットは
Ctrl + V または XV）を選択します。 Alt + クリック（またはコード + クリック）を使って古いバー
ジョンからコピーすることはできません。

あるバージョンと別のバージョンを比較することもできます（下のバージョンの比較を参照してく
ださい）。

バージョンの編集
［ファイル］> ［バージョン］> ［バージョンを編集］ダイアログを使って、スコアのバージョ
ンに対して数々の重要なファイル管理タスクを実行することができます。ダイアログは、右
のツールバーボタンを使っても開くことができます。

ダイアログ左の表には、スコアのバージョンの一覧が表示されます。 バージョンの［名前］、バージョ
ンが［開始］された日付、バージョンが［完了］した日付のいずれかで並び替えることができます。
右には、選択されているバージョンのプレビューが表示されます。 プレビューの下のボタンを使っ
て、選択されているバージョンのページをめくることができます。

表の下には、選択されているバージョンのコメントが、「メモ」コメントやバージョンが作成された
際に付けられたコメントも含めてすべて一覧で表示されます。 ここでは、それぞれのボタンを使っ
て、コメントを［追加］、［編集］、［削除］することができます。
36



バージョン

新
機
能

バージョンの表と選択されているバージョンのプレビューの間にあるボタンは次のとおりです。

*［新規］では、新しいバージョンを作成できます。このボタンの機能は、［ファイル］> ［バージョ
ンを保存］を選択した場合と同じです。

*［名称変更］では、選択されているバージョンの名前を変更できます。

*［表示］では、［バージョンを編集］ダイアログを選択し、選択されているバージョンを表示する
ウィンドウを開くことができます。

*［現在のバージョンにする］では、選択されているバージョンを現在のバージョンにすることがで
きます。 新しいバージョンが自動的に作成され、現在のバージョンの状態が保存された後、選択さ
れているバージョンが新たに現在のバージョンとなります。

*［スコアとしてエクスポート］では、選択されているバージョンを、1 つのバージョンのみを含む
単体のスコアとしてエクスポートできます。[ 現在のバージョン］を選択して［スコアとしてエク
スポート］をクリックすると、スコアの現在の状態のコピーが作成されます。このコピーには他
の古いバージョンは含まれません。

*［削除］では、警告メッセージが表示された後、選択されているバージョンを削除することができ
ます。

*［ログをエクスポート］では、各バージョンの違い、各ページの関連コメントとグラフィックを一
覧表示するリッチテキストフォーマット（RTF）ファイルをエクスポートできます（下のバージョ
ンのログのエクスポートを参照）。

［閉じる］をクリックして、［バージョンを編集］ダイアログを閉じます。

バージョンのログのエクスポート
Sibeliusでは、各バージョンの違いの一覧、各バージョンに保存されているコメントすべて、各バー
ジョンの各ページのサムネイル画像（各バージョンの違いを色分け）を含むリッチテキストフォー
マット（RTF）ファイルをエクスポートできます。

このファイルは一般的なワープロソフトやテキストエディタで開くことができますが、各ページの
サムネイル画像は、Microsoft Word 2002 以降（Windows）または Microsoft Word 2008 以降（Mac）な
どの特定のワープロソフトでしか表示されません。

バージョンの比較
Sibelius では、同一のスコアの 2 つのバージョンを比較し、違いを一覧表として表示したり、グラ
フィックを使ってスコア内に表示したりできます。

2 つのバージョンを比較するには、［ウィンドウ］> ［比較］（ショートカットは Ctrl + Alt + C ま
たは zXC）を選択するか、右のツールバーボタンをクリックします。 次のウィンドウが表示
されます。
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［比較］と名前の付いた 1 つ目のリストから新しい方のバージョンを選択し、［以下と：］と名前の
付いた 2 つ目のリストから古い方のバージョンを選択してから、 ボタンをクリックします。

進行状況を示すバーが表示されます。数秒後、古い方のバージョンが左側のウィンドウに表示され、
新しい方のバージョンが右側のウィンドウに表示されます。2 つのウィンドウは、並べて表示されま
す。 2 つのウィンドウを並べて表示したくない場合、［ファイル］> ［環境設定］（Mac では［Sibelius］
メニュー）の［バージョン］ページを開き、［バージョンを比較するときはウィンドウを並べて表示
する］をオフにします。

その後、［相違点の概要］と名前の付いたウィンドウが表示されます。 このウィンドウには、2 つの
バージョン間で行われた変更の内容が詳しく表示されます。 たとえば、「82小節へ歌詞が追加された」
や「40小節へ発想記号が追加された」などの説明文が表示されます。 このウィンドウを閉じるには、

［閉じる］をクリックします。 このウィンドウを表示させたくない場合、［環境設定］の［相違点の簡
単な概要を表示］をオフにします。

［比較］ウィンドウには、2 つのバージョンの相違点の詳細な一覧が表示されます。 オブジェクトが
追加されているか、変更されているか、削除されているかによって、次のように表示されます。

* 新しい方のバージョンに追加されたオブジェクトは、新しい方のバージョンに緑色の背景ととも
に表示されます。

* 新しい方のバージョンで変更されたオブジェクトは、古い方のバージョンと新しい方のバージョ
ンの両方にオレンジ色の背景とともに表示されます。

* 新しい方のバージョンで削除されたオブジェクトは、古い方のバージョンに赤色の背景とともに
表示されます。

相違点をスコアに表示させたくない場合、［表示］> ［バージョン間の違い］をオフにするか、
［比較］ウィンドウの一番下のツールバーのボタン（右図）をクリックします。

Sibeliusが比較するもの

Sibelius では、バージョン間でなされた編集のひとつひとつが記録されるのではありません。 2 つの
バージョンが比較され、その間の違いが表示されます。 このため、2 つのバージョン間の特定の違い
を示す方法は 1 つに限られません。

Sibelius では、レイアウト、フォーマット、音符間隔、ドキュメントセットアップの違いは認識され
ません。 比較されるスコアの表示方法ではなく、音楽内容のみが考慮されます。

バージョンを比較するときに対象となるものの完全なリストについては、『Sibeliusリファレンス』を
参照してください。

2 つの個別のスコアの比較

［比較］ウィンドウでは、2 つの個別のスコアを比較することもできます。 比較したい 2 つのスコア
を開き、［比較］ドロップダウンで新しい方のスコアを、［以下と：］ドロップダウンで古い方のス
コアを選択してから、 ボタンをクリックします。
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コメント
コメントは、スコアに追加できるスティッキーノートの様なものです。 本物と同じ様に、自分自身の
メモやスコアを送る人へのメッセージを書くのに使えます。 コメントを作成するには、ツールバーの
新しいボタンをクリックするか、[ 作成 ] > [ コメント ] （ショートカットは Shift+Alt+C または xzC）
を選択し、タイプします。 Sibelius はユーザー名と日付を自動的に加えます。 選択したパッセージへ
コメントを追加すると、そのパッセージの楽器と小節も加えられます。

コメントに何を表示するかは [ ファイル ] > [環境設定 ] (Macでは Sibeliusメニュー)の [ その他 ]ペー
ジの新しいオプションで変更できます。別の人によって書かれたコメントは色分けされ、教師、学
生、編曲家、編集者がスコアを共有するのに便利です。

コメントのタイトルバーをダブルクリックすると個々のコメントを最小化または最大化できます。[
表示 ] > [ コメント ]をオフにすると、スコアのコメントがすべて非表示になります。

詳しくは、『Sibeliusリファレンス』の「b 5.5 コメント」を参照してください。

クラスルーム コントロール

Sibeliusライセンスサーバーを使う Sibelius 6のマルチユーザー版を起動している場合は、[ ファイル
] > [ クラスルーム コントロール ] ダイアログを使って簡単なクラスルーム管理タスクを実行できま
す。

まず、ライセンスサーバーのコントロールパネルでパスワードを設定し、このパスワードを使って
クラスルーム コントロール機能へアクセスします。 クラスルームで起動しているSibeliusのすべての
コピーのリストと、各ワークステーションにいる学生のユーザー名が表示されます。 学生の注意を引
きたいとき、学生が作業しているファイルを回収したいとき（学生のユーザー名が付いたフォルダ
に各ファイルを保存して）、自分のワークステーションから一部または全部の学生のワークステー
ションへファイルを送りたいとき、新しい「バージョン」機能を使って学生のスコアの新規バージョ
ンを Sibeliusに作成させたいときは、自分のワークステーションからクラスルームで起動中の Sibelius
を「フリーズ」することができ、その時々の進捗を確認できます。

詳しくは、『Sibeliusリファレンス』の「b 5.3 クラスルーム コントロール」を参照してください。
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キーボード ウィンドウとフレットボード 
ウィンドウ
新しいキーボード ウィンドウとフレットボード ウィンドウは、譜表ではなくキーボードやギター
使って楽譜を作成したい方に最適です。 キーやフレットをクリックするだけで音符や和音を入力で
きます。ピアノの様にコンピュータの QWERTYキーを「演奏」することもできます。

キーボード ウィンドウ

キーボード ウィンドウを表示または非表示するには、ツールバーの右にあるボタンをクリッ
クするか、[ ウィンドウ ] > [ キーボード ]（ショートカットは Ctrl+Alt+B または zXB）を選択
します。

キーボード ウィンドウの大きさは 3つあり（上の図は中）、下端（Windowsでは上端も可）をつかん
でドラッグすると大きさが変わります。 また、左端または右端をドラッグするか（Windows）、右下
隅をドラッグすると（Mac）、キーボード ウィンドウの幅が変えられます。

マウスでキーボード ウィンドウをクリックして音符を入力するには、音符の入力を開始する楽譜の
位置を選択し、キーボード ウィンドウの鍵盤をクリックします。 黒鍵をクリックした後、変化記号
を変更したい場合は、音符を入力した直後に Return（メインキーボード上）を押します。

音符を入力した後は音符入力カーソルが自動的に進みますから、和音を入力したい場合は
キーボード ウィンドウの右に表示されている和音モードボタンを押します。 これで音符が現
在の和音へ追加され、カーソルを進めるには和音モードボタンの右にある右矢印ボタンをク
リックしなければなりません。

コンピュータのキーボードを使ってキーボード ウィンドウから音符を入力することもできます。 通
常コンピュータのキーボードを使って音符を入力するときは、入力する音符の名前（C 、Gなど）を
タイプします。 これとは異なり、キーボード ウィンドウを使うときは、ピアノの鍵盤の 1 オクター
ブの形をしたキーのセットを使います。 英語のキーボードの一番上のキー配列に従って、これを
QWERTY モードと呼びます。

コンピュータのキーボードのほとんどのキーが何かを実行するよう設定されているため（T
は [ 作成 ] > [ 拍子記号 ]、Yは [ 作成 ] > [ 音部記号 ]など）、QWERTYモードを使うためには、
これらの通常のショートカットを無効にしなければなりません。これは、キーボード ウィン
ドウのツールバーの右にあるボタンをクリックするか、Shift+Alt+Q またはxzQショートカットを
タイプして行います。

Aは Cへ対応し、Wは C#または Db、Sは D、Eは D#または Ebへ、最後に Kは 1オクターブ上の C
へ対応します。 Zは 1オクターブづつ下げ、Xは 1オクターブづつ上げます。 Gは G、Fは F、Eは Eb
を入力すると憶えておくと便利でしょう。
40



キーボード ウィンドウとフレットボード ウィンドウ

新
機
能

QWERTYモードで和音を入力するときは、2つまたは3つのキーをいっしょに押さえます。 コンピュー
タのキーボードによっては、4つ以上の音符を同時に入力できない場合もあります。

詳しくは、『Sibeliusリファレンス』の「b 1.3 キーボード ウィンドウ」を参照してください。

フレットボード ウィンドウ

フレットボードウィンドウを表示または非表示するには、ツールバーの右にあるボタンをク
リックするか、[ ウィンドウ ] > [ フレットボード ]（ショートカットは Ctrl+Alt+E または zXE）
を選択します。

フレットボードのツールバーの右端にあるメニューを使って、メープル、ローズウッド、アコース
ティックの 6 弦のギターのフレットボード、またはメープル、ローズウッドの 4 弦のベースギター
のフレットボード、またはローズウッドの 5弦のベースギターのフレットボードが選択できます。

フレットボード ウィンドウの大きさは 3つあり（上の図は中）、下端（Windowsでは上端も可）をつ
かんでドラッグすると大きさが変わります。

フレットボード ウィンドウを使って音符を入力するには、入力を開始する小節または休符を選択し
ます。 Sibelius は、選択された楽器の種類をもとに最も適切なフレットボードを選択します。 入力し
たい音符に相当する弦のフレット位置をクリックしてください。

音符を入力した後は音符入力カーソルが自動的に進みますから、和音を入力したい場合はフ
レットボード ウィンドウの右に表示されている和音モードボタンを押します。 これでクリッ
クしたフレット位置が現在の和音へ追加され、カーソルを進めるには和音モードボタンの右
にある右矢印ボタンをクリックしなければなりません。

音符を入力すること以外にフレットボード ウィンドウにできることは、再生中にどの音符が演奏さ
れているかを示すことです。 どの楽器に追従するかは、フレットボード ウィンドウのツールバーの
左側のメニューを使って選択できます。

標準設定では、これは [ 自動 ]に設定されており、スコアの一番上のギターまたはベースの譜表、そ
れがなければスコアの一番上の譜表をたどります。プレイバックを開始する前に 1 つまたは複数の
譜表を選択している場合は、その一番上の譜表をたどります。 再生中に特定の譜表をたどりたい場合
は、その譜表の名前をフレットボード ウィンドウのツールバーの左にあるメニューから選択してく
ださい。

フレットボード ウィンドウは、再生中は声部 1の音符だけをたどり、他の声部は無視します。 音符が
現在のフレットボードで表示できるよりも高い場合は、一番高い弦の上に右向きの矢印が表示され、
音符が現在のフレットボードで表示できるよりも低い場合は、一番低い弦の下に左向きの矢印が表示
されます。 フレットボード ウィンドウはスコアのコード記号をたどることもでき、ギターの押さえ方
を表示します。フレットボードのツールバーのメニューから [ コード記号 ]を選択してください。

詳しくは、『Sibeliusリファレンス』の「b 1.8 フレットボード ウィンドウ」を参照してください。
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コード記号
コード記号は、テキスト コード記号、ギター コード ダイアグラム（ボイシングを選択して）、また
はその両方として表示できるようになりました。 これらは同じ種類のオブジェクトとして扱われま
す。

コードテキストとコードダイアグラムのいずれか、または両方を表示する場合、コード記号を入力
する方法は 2つあります。 １つはスコアにタイプする方法で、もう１つは MIDIキーボード（MIDIギ
ター）を演奏する方法です。

詳しくは『Sibeliusリファレンス』のb 2.10 コード記号とb8.13コード記号の編集を参照してくだ
さい。

コード記号作成の概要
* コード記号を追加する譜表上の音符または休符を選択し、[ 作成 ] > [ コード記号 ]（ショートカット
は Ctrl＋ K または XK）を選択します。

* 点滅するカーソルが譜表の上に表示されます。 以下のいずれかを行います。

% “Cmaj7” など、目的のコード記号をタイプします（下記のタイプしてコード記号を作成する参
照）。または

% MIDIキーボードで任意のボイシングのコードを演奏します（以下の演奏してコード記号を作成
する参照）。

* スペースを押してカーソルを次の音符または拍の位置へ進めます（MIDI キーボードでコード記号
を入力した場合はカーソルが自動的に進みます）。Tabを押すと、次の小節の始めへカーソルが進
みます。

* 間違った場合は、Backspaceを押して前のコード記号を変更するか、Shift-Tabを押して前の小節
の始めへ戻ります。

コード記号編集の概要
コード記号は、全体として編集することも、個別に編集することもできます。 全体の編集には、すべ
てのメジャー 7th のコードがどの様に表示されるかを選択したり、ギターコードダイアグラムをす
べての譜表に表示するかギターの譜表だけに表示するかを選択することなどが含まれます。 これら
の設定は、[ ハウススタイル ] > [ 記譜ルール ]の [ コード記号 ]ページ、[ ハウススタイル ] > [ コード
記号を編集 ]で変更できます。詳しくは、『Sibeliusリファレンス』のb 8.13 コード記号の編集を参
照してください。

個別の編集は、選択したコード記号へのみ適用されます。

* 既存のコード記号を編集するときは、コード記号を選択し、Return（メインキーボード）を押す
か、コード記号をダブルクリックします。

* コード記号のベースをF#ではなくGbにするなどMIDIキーボードから入力したコード記号を異名同
音に変更するときは、コード記号を選択し、[ 編集 ] > [ コード記号 ] > [ コード記号の異名同音 ]を
選択します。これは、選択したコード記号を右クリック（Windows）または Control- クリック
（Mac）して選択することもできます。

* １つのコード記号に対してコードダイアグラムを表示または非表示するときは、コード記号を選
択し、[ 編集 ] > [ コード記号 ] > [ コードダイアグラムを追加 / 削除 ]を選択します。

* １つのコード記号に対してコードテキストを表示または非表示するときは、コードダイアグラム
を選択し、[ 編集 ] > [ コード記号 ] > [ コードテキストを追加 / 削除 ]を選択します。
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* 同等のテキストコード記号（Cm7(b5)、CØ7など）を順に選択するには、そのコード記号を選択し、[
編集 ] > [ コード記号 ] > [ コードテキストを変更 ]を選択します。

* ギターコードダイアグラムの別のボイシングを順に選択するには、そのコード記号を選択し、[ 編
集 ] > [ コード記号 ] > [ コードダイアグラムをリボイス ]を選択します。

タイプしてコード記号を作成する
コンピュータのキーボードを使ってコード記号をタイプ入力するのに、ハーフディミニッシュ用の
±やメジャー（またはメジャー 7th）用の ²などの特殊な記号をタイプする方法を知っている必要は
ありません。 キーボードショートカットの Ctrl ＋ K または XK で入力を開始し、コードを英語でタ
イプするだけです。Sibeliusは、[ ハウススタイル ] > [ 記譜ルール ]の [ コード記号 ]ページと [ ハウ
ススタイル ] > [ コード記号を編集 ]の設定に従って必要な記号を自動的に作成します。

根音をタイプするときは、“C#”“Bb”やなど、単にその名前をタイプします。 変化ベース音をタイプし
たいときは、“/E.のようにスラッシュの後に音符の名前をタイプします。

より複雑なコード記号を作成するための根音に続く要素を接尾辞の要素と呼び、Sibeliusはキーボー
ドからタイプされる以下の接尾辞の要素を理解します。

上記のリストのほとんどは自明ですが、“nc”は “no chord”を意味してコード記号のµを作成し、“/
”は通常は変化ベース音の前に使いますが、単独でタイプしたときはリズムスラッシュ（¼）を作成
します。

上記の接尾辞の要素を使うと、非常に複雑なコード記号でも簡単にタイプできます（“Cmaj7b13b9b5”
とタイプしてみてください）。 括弧や区切りをテキストに含める必要はなく、また決まった順序で接
尾辞の要素をタイプする必要もありません（実際にコード記号が表示されるときはタイプした順序
は無視されます。 Sibeliusは変化記号を常に降順で表示します）。

コード記号の入力中は、スペースで次の音符または拍（どちらか近い方）、Tabで次の小節、Backspace
で前のコード記号、Shift-Tabで前の小節の始めへ移動します。

演奏してコード記号を作成する
これらを演奏してコード記号を入力するには、キーボードショートカットの Ctrl＋ K または XKで
入力を開始し、点滅するテキストカーソルが表示されたら、入力するコードを MIDIキーボードで演
奏します。点滅しているカーソルは次の音符または拍へ自動的に進みます。

halfdim add9 6/9 b5

add6/9 maj7 aug #4

sus2/4 dim9 alt nc

omit5 dim7 b13 9

omit3 sus9 #11 7

maj13 sus4 13 6

add13 add4 11 5

maj11 sus2 #9 m

dim13 add2 b9 /

dim11 maj b6

maj9 dim #5
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標準設定では、Sibeliusはそのコードのボイシングを使って、コードの種類だけではなくコードがど
の様に表記されるかも決めます。たとえばコードを転回して演奏すると、Sibelius は D/F# などの変
化ベース音を使ってコード記号を作成します。

Sibelius は、現在の調号をもとに根音（および変化ベース音）に対してコード記号を作成しますが、
入力した後で異名同音のコード記号に変更することもできます。（以下のコード記号の異名同音参
照）。

Sibelius には認識できないコードを演奏した場合は、Sibelius は演奏された音符を赤で書いてカーソ
ルを進めます。 この間違ったコード記号は、戻って修正する必要があります。

複雑なコードをより早く入力したい場合には、[ ハウススタイル ] > [ コード記号を編集 ]でそのコー
ド用の独自の MIDI入力ボイシングを設定できます。

MIDIキーボードを使ったコード記号の入力中の移動は、コンピュータのキーボードを使った入力中と
同じです（上記のタイプしてコード記号を作成する参照）。

既存のコード記号を編集する
コード記号を編集するには、単にコード記号をダブルクリックするか、またはコード記号を選択し
て Return キー（メインキーボード上）を押します。 次に既存のテキストを削除して新しいコード記
号をタイプするか、MIDIキーボードで新しいコードを演奏してコード記号を置き換えます。

その他のコード記号に対する編集は、１つまたは複数のコード記号を選択し、[ 編集 ] > [ コード記号
] のサブメニューから目的の操作を選択して行います。このメニューはコード記号を右クリック
（Windows）または Control-クリック（Mac）して選択することもできます。

同等のコードテキスト
多くの場合、コード記号で同じ音程のパターンを表すのには複数の方法があります。 Sibelius では、
これらの候補を簡単に循環させることができるので、演奏して入力したコード記号が目的とは違っ
た場合に便利です。

コードテキストを変更したいコード記号を選択し、[ 編集 ] > [ コード記号 ] > [ コードテキストを変更
] （ショートカットは Ctrl+Shift+K または xXK）を選択します。選択する度に次の同等のコードテ
キストが表示され、最後に元へ戻ります。

コードダイアグラムのリボイス
与えられらコードをギターで弾く方法はいくつもあります。 各コードは、優先されるコードダイアグ
ラム（[ ハウススタイル ] > [ コード記号を編集 ]で編集できる）を伴っており、このコードダイアグ
ラムがそれぞれのコードに対して表示されます。

別のギターコードダイアグラムを選択するには、そのコード記号を選択し、[ 編集 ] > [ コード記号 ] >
[ コードダイアグラムをリボイス ]（ショートカットは Ctrl+Shift+Alt+K または xzXK）を選択し
ます。選択する度に次のボイシングが表示されます。

コード記号の異名同音
MIDI キーボードでコード記号を入力した後で、根音の異名同音、変化ベース音、またはその両方を
変更したい場合があります。 これを行うには、１つまたは複数のコード記号を選択し、[ 編集 ] > [ コー
ド記号 ] > [ コード記号の異名同音 ]を選択します。選択する度に、Sibeliusは次の異名同音を選択し
ます。
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その根音に対するすべての有効な異名同音が考慮され、C の場合であれば B# と Dº へ変化した後 C
に戻ります。変化ベース音は、そのコードの根音が二重臨時記号を使って綴られていない限り、二
重臨時記号を使って綴られることはありません。

どの様なときにコードダイアグラムが表示されるかを選択する
標準設定では、Sibeliusはギターやその他のフレット楽器へ属する譜表譜（タブ譜ではない）を除い
て、すべての楽器にコードテキストのみを表示します。 コード記号が譜表譜へ付けられたときは、
Sibeliusは暗示されたギターやその他のフレット楽器の調律に従ってコードダイアグラムの表示を決
めます。その楽器がギターやその他のフレット楽器でなく、Sibeliusがギターコードダイアグラムを
表示するときは、標準の調律の 6弦ギターのギターコードダイアグラムを表示します。

これは、[ ハウススタイル ] > [ 記譜ルール ]の [ コード記号 ]ページのオプションを使って変更でき
ます。詳しくは『Sibeliusリファレンス』を参照してください。

記譜ルールのオプション
[ ハウススタイル ] > [ 記譜ルール ]の [ コード記号 ]には大量のオプションがあり、コード記号の標
準設定の形を操作できます。 詳しくは『Sibeliusリファレンス』を参照してください。

[ ハウススタイル ] > [ 記譜ルール ]の [ コード記号 ]ページで選択した全体的な設定は、個々のコー
ドに対して [ ハウススタイル ] > [ コード記号を編集 ]で変更できます。詳しくは、『Sibeliusリファレ
ンス』のb 8.13 コード記号の編集を参照してください。

旧コード記号の入力
Sibeliusの以前のバージョンでは、コード記号はテキストの一種で、特殊なキーボード ショートカッ
トを使ってタイプするか、用語メニューの限られたコード記号を選択して入力しなければなりませ
んでした。 下位互換性を保つために、現在のバージョンには [ ファイル ] > [ 環境設定 ]（Mac では
Sibeliusメニュー）の [ その他 ]ページに [ 旧コード記号入力を使用 ]というオプションがあり、こ
のチェックボックスをオンにすると以前のバージョンと同じ様にコード記号が機能します。

旧コード記号は、[ 編集 ] > [ コード記号 ] のサブメニューによる変更に反応せず、[ ハウススタイル
] > [ 記譜ルール ] の [ コード記号 ] ページのオプションを変更したときも表示が変わりません。 こう
したことから、本物のコード記号の使用を強く推奨します。

ときに旧コードが必要になった場合は、[ 作成 ] > [ テキスト ] > [ 特殊テキスト ] > [ コード記号 ]を選
択して、スコアに旧コードを 1つだけタイプすることもできます。 また、キーボードショートカット
の 1つを [ コード記号 ]のテキストスタイルへ割り当てておき、旧コードが必要になったときにその
ショートカットを使って入力することもできます。
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Sibelius 5またはから Sibelius 4からアップグレードした場合は、Sibelius 6の外観にはすぐに慣れるこ
とでしょう。いくつか変更が加えられただけなので、すぐに作業を再開できるはずです。 それよりも
前のバージョンの Sibeliusからアップグレードした場合は、少し変わっている部分もありますが、そ
れらはすべてソフトウェアをより使いやすくするためのものです。

ツールバー
ツールバーは次のようになっています。

Sibelius 5の後に追加されたボタンは、[ 保存 ]と [ オーディオをエクスポート ]の間の [バージョン
を保存 ]（35ページのバージョン 参照）と、ズームボタンのすぐ左の [コメント ]だけです。

ツールバーの右側にある一連のボタンは、以下の Sibeliusの 11のフローティング ツール ウィンドウ
を表示 /非表示します。

Sibelius 6に追加された 3つのフローティング　ウィンドウについては、40ページのキーボード ウィ
ンドウとフレットボード ウィンドウ と 35ページのバージョン で説明しています。

ご使用のモニターの解像度ではすべてのツールバーボタンを表示できない場合（推奨する最小限の
解像度は 1280 x 1024）、いくつかのボタンが自動的に非表示になります。 どのボタンを表示 /非表示
にするかは、[ ファイル ] > [ 初期設定 ]（Macでは Sibeliusメニュー）の表示ページのオプションで
選択できます（『Sibeliusリファレンス』のb 5.23 表示メニュー）。

メニュー
メニューアイテムの中には、名前が少し変わったものや、他のメニューに移動したものがあります。
Sibelius 5からの最も重要な変更は、[ 作成 ] > [ コードダイアグラム ]と [ 作成 ] > [ テキスト ] > [ コー
ド記号 ]が 1つのメニューアイテム [ 作成 ] > [ コード記号 ]に置き換えられたことで、これには多く
の利点があります（42ページのコード記号 参照）。

85 ページの付録 B： メニューの変更 では、その他のメニューの小さな変更と Sibelius の以前のバー
ジョンの変更を説明しています。
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キーボードショートカット
いくつかの新しいキーボード ショートカットを追加し、いくつかを変更しました。 最も重要な変更
は、テンキーの第 1レイアウトが F8ではなく F7になったことです。これはレイアウトが 5ではな
く 6になったためです。 詳しくは、86ページの付録 C： キーボードショートカット で説明しています。

音符の入力
Sibelius 6の音符の入力は、テンキーのキーボード ショートカットが変更になった以外、大きな変更
はありません。

Sibelius 4 以前のバージョンからアップグレードする場合は、音部記号、拍子記号、調号を作成する
前にパッセージを選択すると、選択したパッセージの最後で、元の音部記号、拍子記号、調号が自
動的に復元される便利な新機能があることを知っておくとよいでしょう。 これはパッセージの長さ
に関係なく行われるので、通常、これらのオブジェクトを作成する前に小節の空白部分クリックす
ると（1 小節のパッセージが選択され）、小節の最後に元のオブジェクトが自動的に復元されること
になります。 1 小節、またはそれよりも短い部分を選択した最後に元のオブジェクトに戻す機能を無
効にするには、［ファイル］> ［環境設定］（Mac では［Sibelius］メニュー内）の［音符の入力］ペー
ジで［単一の小節を選択後に元のアイテムを復元］をオフにします。

Sibelius 2または 3からアップグレードする場合は、Sibelius 4以降に導入された大きな変更にご注意
ください。 スペースキーを使用した休符の入力は使用できなくなりました。 休符を入力する場合は、
テンキーの 0 キーを使用します。 この変更を受けて、次の点も変更されました。

* 以前のバージョンでは、1 つまたは複数の音符・休符を選択した状態でテンキーの 0 を押すと、音
符と休符の選択が切り替わりました。

* 以前のバージョンでは、音符を選択した状態で スペースキーを押すと、選択した音符の後に音符
入力カーソルが表示され、そこから続けて音符を入力できました。

* ノートパソコン（ラップトップ）を使用していてキーボードにテンキーがない場合は、［ファイ
ル］> ［環境設定］の［メニューとショートカット］ページで［ノートブック型（ラップトップ）
機能］機能を設定することをお勧めします。この機能を設定すると、メインキーボードの数字キー
行にテンキー機能が割り当てられます（Windows のみ）。

Sibelius 6 の音符入力ショートカットを Sibelius 3 や Sibelius 2 に近い動作に変える方法について詳し
くは、http://www.sibelius.com/helpcenter/en/a481 （英語）を参照してください。 しかし、これは
推奨できません。 新しい音符の入力のショートカットを憶えるようにしてください。

キーボードショートカットのカスタマイズについて詳しくは、『リファレンス』の b 5.12 メニュー
とショートカットをお読みください。

Windowsに関わる改良

* Sibeliusは LAA（Large Address Aware ）アプリケーションになりました。 すなわち、コンピュータに
2GB 以上の RAM がインストールされていれば、状況に応じて、Sibelius はコンピュータのより多
くのメモリへアクセスできます。 

% 32ビットのWindows XPを使用している場合は、boot.ini（http://tinyurl.com/winxpmem参照）
の /3GBスイッチをオンにすると、Sibeliusは最大 3GBの RAMへアクセスできます。

% 64ビットのWindows XP/Vista/7を使用している場合は、Sibeliusは最大4GBのRAMへアクセスでき
ます。

2GB以上の RAMへのアクセスは、多くの譜表を持つ大きなスコアの再生に役立ち、より多くのサウ
ンドの同時再生を可能にします。
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* [ファイル] > [開く]ダイアログでは、WindowsとMac共に、[すべての音楽ファイル]（Sibeliusスコア、
MIDIファイル、PhotoScoreファイル、MusicXMLファイル）がファイルの種類として標準設定で選
択されます。

* タブを持つダイアログ（[ テキストスタイルの編集 ]、[ 再生 ] > [ 辞書 ]、譜表タイプの編集、[ ライブ
プレイバックの変換 ]、[ スコア情報 ]など）では、Tabキーを使ったコントロール間の移動と Alt+
アルファベットに対する反応が正しく行われるようになりました。 

* モーダル ダイアログが表示されているときは、Sibeliusのフローティング ツール ウィンドウのボタ
ン等はクリックできなくなりました。 

* [ファイル] > [スコア情報]の[ファイル]タブの作成日と修正日は、GMTではなく現地時間の日付と時
間を表示するようになりました。 

* 横置きのスコアのズームレベルを [ページ全体を表示]の設定し、[表示] > [スクロールバー]をオン
にした場合も、スクロールが正しく行えるようになりました（このバグは画面の解像度 1280 x 1024
の Windows XPのテーマにのみ影響を及ぼしました）。 

*「ツールの使い方」は、ボタンをクリックした後も引き続き表示されます。

* Sibeliusのスプラッシュ画面の表示中に、スプラッシュ画面の後にエラーダイアログが表示されて
閉じることができなくなる問題を解決しました（Windows Vistaのみ）。

* スクロールバーの位置がより正確になりました。

Macに関わる改良

* Sibeliusは Cocoaのマウスポインタ、Cocoaのアラートウィンドウとメッセージボックス（[OK]メッ
セージボックス、[ はい ]/[ いいえ ]ダイアログなど）を使うようになりました。

* Sibeliusのメニューを上下に移動するのに再び矢印キーが使えるようになりました。 

* スピン コントロール（[プロパティ]の [テキスト]パネルの [サイズ ]など）が正しく機能するように
なりました。矢印の 1つを押さえると、自動的に値が増減します。 

* スペースを押すことによって、コンボボックスやボタンなどを持つダイアログのコントロールを
いつでもアクティブにできるようになりました。 

* Returnを押して [ファイル] > [新規]ダイアログの次のページへ移動するときに、何ページか飛ばす
ことがなくなりました。

* Escを押して、[作成] > [拍子記号]の [連桁と休符のグループ]ダイアログをキャンセルしたときに、
ダイアログが再び表示されることがなくなりました。

* マウスホイールを使ってスコアをスクロールする速度が、システム環境設定の [ キーボードとマウ
ス ]の [ マウス ]ページの [ スクロール ]スライダーの設定を反映するようになりました。

* 複数のページを持つダイアログ（[ 環境設定 ]、[ 記譜ルール ]など）のページのリストを、ページの
1つにフォーカスを奪われることなく、矢印キーで上下に移動できるようになりました。

* Sibeliusのツールバーのコンボボックスにズームレベルを入力した後、Returnを押してスコアウィ
ンドウへフォーカスを戻すとき、そのズームレベルがプリセットの 1 つと同じでも正しく機能す
るようになりました。 

* 用紙関連のダイアログ（[ ページ設定 ]など）がアクティブなときにツールバーのズームのコンボ
ボックスをクリックしても、Sibeliusはクラッシュしなくなりました。

* 用紙をクリック＆ドラッグしてスコアを上下に移動し、マウスポインタがスコアウィンドウの端
を越えたときにスコアが見えなくなってしまうことがなくなりました。

* ディスプレイを 2つ持つコンピュータのツールバーの後へスコアウィンドウをドラッグすることが
できなくなりました。
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* スコアのアイコンをダブルクリックして Sibelius を起動したとき、スコアウィンドウのタイトル
バーが Sibeliusのツールバーの下に隠れることがなくなりました。

* [表示] > [ツールバー]でSibeliusのツールバーをオンまたはオフにしたとき、開いているスコアウィ
ンドウはツールバーの後に隠れないよう移動します。

* 2番目のディスプレイでSibeliusのスコアを開いて最大化し、ディスプレイの一番上までドラッグし
た場合、そのスコアを次に開いたときも正しく表示されるようになりました。

* Mac OS X 10.5以降のSibeliusスコアのQuick Lookプレビューの処理能力が改善しました。 より早くス
コアが表示され、プレビューするスコアの縦横比に合わせて Quick Look ウィンドウの大きさが正
しく変更されます。

* [スコアウィンドウを元の位置とサイズに戻す]（[環境設定]の[ファイル]ページ）がオンのとき、ス
コアの 1つを最大化しても、誤って他のスコアが最大化されることがなくなりました。

その他の改良
* アイテムを移動するためのしきい値はズームレベル応じるようになり、100%のときのドラッグの
しきい値 1.5に対し、800%の様な高いズームレベルのとき、アイテムが移動を開始するまでマウ
スを延々と動かす必要がなくなりました。 

* ハンドル（小節線、スラー、符尾など）はズームレベルに合わせて大きさが変わるようになり、高
いズームレベルで選択しやすくなりました。 

* Sibeliusは必要以上にスコアをページングしなくなり、様々な編集の操作がスピードアップされま
した。 

* 入力と編集のいくつかの操作がSibeliusの前のバージョンよりも格段と早くなりました。[レイアウ
ト ] > [ 音符間隔をリセット ]、[ 音符 ] > [ スコアを移調する ]の切り替え、上下の矢印キーを使った
選択範囲の移調、弦間のギタータブの移動、テンキーを使った音符の声部の変更、テンキーを使っ
た臨時記号の追加と削除、Shift+Alt++/- または xz+/- を使った符頭タイプの選択などで、特に
大きな選択範囲に対して有効です。

* SibeliusについてウィンドウではSibeliusに関わった人の名前をスクロールできます。このウィンド
ウは、マウスでクリックするか Escまたは Return（メインキーボード）を押すと閉じます。

Sibelius 6には継承されなかった機能

以下のとおり、前のバージョンのいくつかの機能が Sibelius 6では削除されました。

*［表示］> ［音符のカラー］> ［音高スペクトル］は削除されました。

* [ プラグイン ] > [ 作曲ツール ] > [ 数字付き低音の音符化 ]は削除されました。

* [プラグイン] > [臨時記号] > [注記の臨時記号の追加]は削除されました。このプラグインはSibelius 6
の新しい自動の注記の臨時記号機能に取って代わられました。

* [プラグイン] > [音符と休符] > [スラッシュ符頭をパートへ追加]このプラグインはSibelius 6のスラッ
シュ符頭の改良に取って代わられました。

また、Sibelius 6は Acorn Sibelius、SCORE、Finaleのファイルをインポートしなくなり、ASCIIタブファ
イルをインポートおよびエクスポートしなくなりました。 可能であれば、これらの形式のファイルは
別のアプリケーションで MusicXML へ変換してから Sibelius 6 へインポートしてください。 これらの
ファイルを MusicXML へ変換できない場合は、Sibelius の前のバージョンを使ってインポートし、
Sibeliusスコアとして保存すれば Sibelius 6で開くことができます。
49



新機能
その他の改良と修正
その他の Sibelius 6の新機能と改良については、『Sibeliusリファレンス』に記載されている順序に従っ
て以下に要約します。 詳しくは『Sibelius リファレンス』の冊子（別途購入した場合）、または［ヘル
プ］> [ ドキュメント ] > ［Sibelius リファレンス］（ショートカットは F1 または X?）を選択すると画
面上に表示されるリファレンスの該当箇所を参照してください。

1.1 音符の入力

[ 編集 ] > [ リピート ]（ショートカットは R）は、テンキーの音価と前の音符の音高を常に正しく使
うようになりました。 

1.2 テンキー

* テンキーのレイアウトは 6つになりました。 以前の 4番目（アーティキュレーション）と 5番目（臨
時記号）のレイアウトの間に、新しいレイアウトのジャズ アーティキュレーションが追加されて
います。 新しいレイアウトには、1小節、2小節、4小節のリピート（下記の 2.27 リピート小節参
照）、音符付きアルペジオ ライン（下記の 2.2 アルペジオ参照）、ジャズ用のスクープ、フォール、
ドゥイット（下記の 2.19 ジャズのアーティキュレーション参照）があります。 このため、テンキー
の 1番目のレイアウトのショートカットは F8ではなく F7になりました。

* テンキーの左上隅の空白部分（一般的なキーボードの Num Lockの位置）には、マウスのポインタ
のアイコンを入れました。 このアイコンをクリックするのは Esc を押すのと同じで、選択を解除
し、マウスのみを使った音符の入力を中止できます（Esc を押す必要がありません）。 これは、教
室のインタラクティブ ホワイトボード上で Sibeliusを使う場合に特に便利です。

* テンキーのボタンの上にマウスを移動するとツールの使い方が表示されます（Macのみ）。 

1.5 スキャニング

* [ファイル] > [スキャン]は、[ファイル] > [PhotoScoreでスキャン]になりました。 [PhotoScoreを開く
]ダイアログの名前が [PhotoScore or AudioScore ファイルを開く ]になりました。

* PhotoScoreと AudioScoreからインポートしたスコアの調号はシステム全体に対して正しく作成さ
れ、インポートの後に追加した楽器は既存の調号を継承します。

1.6 オーディオ入力

Sibelius 6には Neuratronの AudioScore Liteが付属しており、マイクを使って歌やアコースティック楽
器の演奏を AudioScoreに録音するだけで楽譜を入力できます。

AudioScore Liteを使うには、Sibeliusのメニューから [ファイル] > [AudioScoreで記譜]を選択します。

1.9 選択とパッセージ 

* 選択された単一のオブジェクトをドラッグするための新しい修飾キー。 これらの修飾キーを使う
には、まずオブジェクトを選択し、修飾キーを押す前にマウスのボタンを押さえます。 これらの修
飾キーは、組み合わせて使うこともできます（例：Shiftと Altを押すと、オブジェクトの移動を
特定の方向に強制し、また添付した位置を変更することなく移動できます）。 新しい修飾キーは以
下のとおりです。

% Shift-ドラッグ： オブジェクトの移動を最初に移動した方向に強制します。

% Alt+ドラッグまたは z-ドラッグ： 添付した位置を移動することなくアイテムを移動します。
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% Ctrl+ドラッグまたは X-ドラッグ： そのアイテムに対するマグネティック レイアウトを一時的
に解除し、自由にドラッグできるようにします。Ctrl  または Xを放すと回避位置へ自動的に移
動します。

* 異なる声部および異なる譜表の音符と和音の間を移動するためのキーボード ショートカットが以
下のとおり変わりました。

% Alt+3/2 または z3/2は、和音の次の高い音または低い音を選択します。 和音の最も高い音ま
たは低い音が選択されている場合は、Alt+3/2 または z3/2 をタイプすると符尾上のトレモ
ロ（存在している場合）が選択され、もう一度 Alt+3/2 または z3/2をタイプすると符尾の
終端のハンドルが選択され（符尾がその方向にある場合）、もう一度タイプすると音符に最も近
いアーティキュレーション（存在している場合）が選択されます。

% Shift+Alt+3/2 または xz3/2は、次の声部の最も高い音または低い音を選択します（たとえ
ば声部 1 の和音の最も低い音が選択されているときに Shift+Alt+3/2 または xz3/2 をタイ
プすると、Sibeliusは声部 2の最も高い音または低い音を選択し、声部 2がなければ声部 3また
は声部 4の最も高い音または低い音を選択します）。

% Ctrl+Alt+2 または zX2は、下の譜表の最も低い番号の声部にある最も高い音または休符を選
択します。Ctrl+Alt+3 または zX3は、上の譜表の最も高い番号の声部にある最も低い音また
は休符を選択します。

次の声部または譜表の同じ位置に音符または休符がない場合は、Sibeliusは同じ小節の前の位置にあ
る音符または休符を選択します。 存在しない声部は単に飛ばされ、譜表間を移動するときは非表示
の譜表は飛ばされます。

* Alt+0/1 または z0/1をタイプして、音符、和音、臨時記号、タイ、付点を左右に移動する方法
も改良されました。 Alt+1 または z1をタイプして左から右へ選択する順序は以下のとおりです。
アルペジオライン、スクープまたはプロップ、臨時記号、符頭、付点、フォールまたはドゥイッ
ト、タイの左端、タイ、タイの右端。

* [編集中に音符を再生] （[環境設定]の [音符の入力]ページ）がオンのとき、どの音符が再生される
かが以下のとおり改良されました。

% 0/1は、その声部の和音のすべての音を再生します。譜表の音符と和音を移動して全体の流れ
を聴くことができます。

% Alt+0/1 または z0/1は、選択された符頭だけが再生されます。

% Alt+3/2 または z3/2は、選択された符頭だけが再生されます。

% 和音の中の 1つの符頭をクリックすると、その音だけが再生されます。選択された和音をダブル
クリックすると、その和音のすべての音が再生されます。

% 和音の中の複数の音符を選択するCtrl+クリックまたは X-クリックは、選択した音符だけを再生
するようになりました。

* 臨時記号の追加または削除は（選択された臨時記号を削除することによって、またはテンキーか
ら臨時記号を追加することによって）、対象となる音符を再生するようになりました。

* ユーザー定義の楽器タイプを使ったスコアからコピーするとき、貼り付けた場所でその楽器タイ
プが使用される場合にのみユーザー定義の楽器タイプが目的のスコアへコピーされます。 これに
よって、スコア間でコピー＆ペーストするときにスタイルが肥大化するのを防げます。

* アイテムを選択したときに表示されるコンテキストメニューに、[編集]メニューと同じ [順序]、[マ
グネティックレイアウト ]、[ コード記号 ]サブメニューが加えられました。
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1.10 入力デバイス

Sibeliusは MMC（MIDI Machine Control）に対応しました。MMCを使うと、ハードウェアの入力デバ
イスから再生、停止、早送り、巻戻しなどのコマンドを送信できます。ご使用の入力デバイスが MMC
に対応している場合は、そのデバイスを使って Sibeliusの [再生 ]ウィンドウを操作できます。

1.11 HyperControl™

Sibelius は、M-Audio Axiom Pro コントローラー キーボードで使われている MIDI マッピング技術の
HyperControlに対応しました。 HyperControlは、つまみ、フェーダー、ドラムパッド、キーボードの
テンキーを Sibeliusの再生、ミキサー、音符入力のコントロールへ自動的にマップし、双方向のリン
クを使ってキーボードのコントロールと Sibeliusの設定を同期させます。 Axiom Proの LCDディスプ
レイには常に最新の値が表示され、シームレスな編集を可能にし、パラメータのジャンプを防ぎま
す。

2.1 臨時記号

Sibeliusは、必要な場所すべてに注記の臨時記号を追加します。これで演奏するときに音符を間違え
ることが少なくなるでしょう。 この新しいオプションは、[ ハウススタイル ] > [ 記譜ルール ] の [ 臨
時記号と付点 ]ページにあり、注記の表示方法を以下の中から選択できます。

* 前の音符が異なる臨時記号を持っている場合は小節の始めに

* 前の小節のいずれかの音符が臨時記号を持っている場合

* 続く小節の最初の音符以外の音符が臨時記号を持っている場合

* 前の小節の音符と続く小節の最初の音符以外の音符が異なる臨時記号を持っている場合

* 臨時記号を持つ音符が小節線を越えてタイで結ばれている場合は、次の小節の同じ音高の音符に
その臨時記号を「取り消す」注記

* 異なるオクターブの前の音符が異なる臨時記号を持っている場合（例：C#5 C4 を書いた場合、
Sibeliusは C4に注記のナチュラルを表示する）で、[ 自動注記をすべてのオクターブに表示 ]がオ
ンになっている場合

Sibeliusが小節の最初の音符にのみ注記を表示するかどうか選択できるようになりました。次の小節
の最初の音符が臨時記号を持った前の小節の音符と同じ音高の場合です。

Sibeliusは、音符が大譜表の改行をわたってタイで結ばれている場合、タイで結ばれた 2番目の音符
に臨時記号を表示できるようになりました（この臨時記号を括弧の中に書くかどうかも決められま
す）。

1つの譜表で複数の声部を使う楽譜の場合（2人の奏者または歌手が同じ譜表を読む場合や、ピアノ
やギター用の多声の楽譜の場合など）、Sibelius は同じ小節の別の声部で臨時記号が表示された音符
に注記の臨時記号を表示することもできます。

これらの新しい自動の臨時記号は、その一部または全部を括弧の中に書くかどうか選択できます。

以前のバージョンでは、小節の途中で音部記号を変更した場合、Sibeliusは臨時記号を取り消してい
ました（たとえば Dメジャーで、Fナチュラルがある小節の途中で音部記号を変更し、その後に Fを
書くと F#が生じました）。 これは一般的な表記法ではないため、[ ハウススタイル ] > [ 記譜ルール ]の
[ 音部記号と調号 ]ページに新しいオプション [ 音部記号変更時は現在の調号へ臨時記号をリセット
] を追加しました。このオプションは既存のスコアではオンになり（Sibelius の以前の動作を保つた
め）、新たに作成したスコアではオフになります。 このオプションをオフにすると、音部記号の前の
臨時記号は音部記号の後も引き続きその小節の終わりまで作用します。 この自動の注記の臨時記号
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を書く新しいオプションをオンにすると、あいまいさを避けるため、Sibeliusは小節の途中の音部記
号（調号とは異なる）の後の音符の臨時記号を再記述します。

Sibelius の以前のバージョンで作成したスコアを開くときは、[ スコアのアップデート ] ダイアログ
が表示されますが、このダイアログには新しいオプション [ 臨時記号注記を自動的に描く ]がありま
す。 このオプションをオンにすると、Sibelius は新しいオプション [ 以前の小節の臨時記号が調号と
異なる場合は臨時記号注記を表示 ]、[ 自動注記をすべてのオクターブに表示 ]、[ 改行を渡って音符
にタイが付けられたときは臨時記号を再記述 ]、[ タイに再記述された臨時記号は括弧内に表示 ]、[
新規ボイスに見つかったときは臨時記号を再記述 ]をオンにします。

2.2 アルペジオ

新しい音符付きアルペジオラインがテンキーのレイアウトジャズアーティキュレーションに追加さ
れました。 /（Macでは =）が通常のアルペジオ ラインを作成し、*（Macでは /）は一番上に矢印が
付いた「上向き」のアルペジオ ラインを作成し、–（Macでは *）は一番下に矢印が付いた「下向き」
のアルペジオ ラインを作成します。

各アルペジオ ラインはそのコードの高さに合わせて作成され、音符を追加または削除すると自動的
に長くなったり短くなったりします。

標準設定の長さと音符付きアルペジオ ラインの符頭からの距離は、[ ハウススタイル ] > [ 記譜ルール
]の [ ライン ]ページの新しいオプションで調整します。

個々のアルペジオ ラインの長さを調整するには、いずれかの端をクリックし、上下にドラッグする
か 3/2 を使います。 アルペジオ ラインの長さをリセットするには、アルペジオ ラインを選択し、[
レイアウト ] > [ 位置をリセット ]を選択します。 アルペジオ ラインを選択し、Alt+0/1 またはz0/
1をタイプすると、個々のアルペジオ ラインを左右に移動できます。

2.3 アーティキュレーション

Sibelius 6 にはアーティキュレーションの標準設定の配置について多くの改善があり、これらは [ ハ
ウススタイル ] > [ 記譜ルール ]の [ アーティキュレーション ]ページに追加された新しいオプション
で操作できます。

* 標準設定では、スラーの最初または最後の音符のスタッカート、スタッカーティシモ、楔、テヌー
トは常にスラーの内側（符頭とスラーの終端の間）に描かれ、アクセントやマルカートなどはス
ラーの外側に描かれます。 ただし、アクセントやマルカートなどのアーティキュレーションをス
ラーの内側に描く表記法もあります。 これは、各アーティキュレーションの [スラーの内側]チェッ
クボックスをオンすると適用されます。

* 同様に、Sibeliusは連音符の内側のアーティキュレーションの配置についても異なる表記法に対応
します。 標準設定では、上げ弓と下げ弓の記号は常に連音符の括弧の外側に描かれ、他のアーティ
キュレーションは内側に描かれます。 どのアーティキュレーションを内側に描くかは、[ 連音符の
内側 ]チェックボックスで変更できます。

* どのアーティキュレーションをスラーの弧の内側または外側に配置するかは、[ スラーの内側 ]
チェックボックスを使って決めてください。 これらのチェックボックスは、[ マグネティックレイ
アウト ]がオンで、スラーがその弧の下のオブジェクトと衝突しないよう設定されている場合にの
み作用します。 既存のスコアでは、これらのチェックボックスはすべてオンになり、Sibelius の以
前のバージョンと同じ様に動作します。。 新規作成したスコアでは、上げ弓、下げ弓、フェルマー
タ（延音記号）を除くすべてのアーティキュレーションがスラーの弧の内側に配置されます。 ス
ラーと連音符の両方がある場合は、[ 連音符の内側 ]の設定が [ スラーの中央の内側 ]の設定に優
先します。通常はスラーよりも連音符の方が音符に近く、従って優先度が高いからです。
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* スラーの最初または最後の音符の上げ弓や下げ弓のアーティキュレーションが、スラーの内側に
配置される他のアーティキュレーション（スタッカートやテヌートなど）と重なった場合は、
Sibeliusはスラーの外側にこれらの用弓記号を配置します。

* [常に上]チェックボックスをオンにしたアーティキュレーションは、決して音符の下へは反転しま
せん。 [ 常に上 ] に設定した用弓記号やその他のアーティキュレーションは、複数の声部を使って
いて「符尾が下向き」の声部（声部 2 など）に用弓記号がある場合を除き、決して譜表の下には
表示されません。 （Sibelius の以前のバージョンの動作を保つには、新しいオプション [[ 常に上 ]
のアーティキュレーションが下に反転することを許可 ]をオンにしてください。） 

* 新しいオプション [n スペース、譜表の上にはアーティキュレーションは不可 ]を使うと、譜表の一
番上または一番下のラインと譜表の外側に表示されるアーティキュレーション（譜表の第 1 間ま
たは第 2線上の符尾が下向きの音符のスタッカートなど）との間隔を変えることができます。

* Sibeliusは、アクセント、マルカート、楔、スタッカーティシモ（標準設定で譜表内への表示が許
可されたもの）がスペース内の符頭にあるとき、これらを次のスペースには表示しません。その
様なアーティキュレーションは、可読性を高めるため、符頭から 1 スペース離します。 （Sibelius
の以前のバージョンの動作を保つには、新しいオプションの [ 譜表内のアクセントとマルカートに
余分のスペースを許可 ]をオフにしてください。）

* [マグネティックレイアウト ]がオンのときは、タイや臨時記号との衝突を避けるため、アーティ
キュレーションは垂直方向への移動を許可されます。

* 新しいオプション [ アーティキュレーションの新しい配置ルール ]（新規スコアではオン）は、以下
のとおりアーティキュレーションの配置に関する問題を解決します。

% 譜表の外側のアーティキュレーション（異なる音高の音符上）の垂直位置を一定にする 

% 4分休符の上のフェルマータ（延音記号）を譜表に接触させない 

% 譜表内への表示を許可されたアーティキュレーション（スタッカートなど）は符頭から 1スペー
ス余分に離したりしない 

% 符尾が下向きの声部（声部 2や声部 4）上のアーティキュレーションは、反転したときも正しく
配置する 

% 符尾が下向きの声部上のフェルマータは、同じ小節の符尾が上向きの声部（声部 1や声部 3）に
休符がある場合は、譜表の下へのみ表示する 

% 音符とアーティキュレーションが共に反転しているとき、譜表の中央のラインより下の音符に
対してスタッカートのドットを正しい位置に表示する 

Sibelius 6には個々のアーティキュレーションの配置を調整するための機能改善もあります。

音符の上または下で重なったアーティキュレーションの個々の間隔が調整できます。 複数のアー
ティキュレーションが音符の上または下で重なった場合は、音符に最も近いアーティキュレーショ
ンを移動すると、他のアーティキュレーションも同じ分だけ移動します。特定の 2つのアーティキュ
レーションの間隔を空けたい場合は、符頭から一番遠いアーティキュレーションを選択して移動し
てください。 アーティキュレーションの反転や移動による位置の変更のすべてを取り消すには、音符
を選択して [ レイアウト ] > [ 位置をリセット ]を選択します。 個々のアーティキュレーションを元の
位置へ戻すには、そのアーティキュレーションだけを選択して [ レイアウト ] > [ 位置をリセット ]を
選択します。

用弓記号などが音符の符尾の上にあり、スタッカトとテヌートが音符の符頭の下にある様な場合は、
それぞれのアーティキュレーションの垂直位置を別々に調整できます。 音符を選択して [レイアウト
] > [ 位置をリセット ]を選択すると、すべてのアーティキュレーションが標準設定の位置へリセット
されます。音符の上と下のアーティキュレーションを個別にリセットするには、リセットするアー
ティキュレーションだけを選択し、[ レイアウト ] > [ 位置をリセット ]を選択します。
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2.4 小節線

音部記号の変更がある小節線への特別な小節線（または複縦線を追加する調号）の追加は、Sibelius
終了の原因にはなりません。 

2.5 小節と小節休符

小節休符のタイプのドロップダウン メニューは [プロパティ ]の [ 小節 ]パネルから削除されました
（下記の 5.17 プロパティ参照）。

* リピート小節はキーボードから作成します（下記の 2.27 リピート小節参照）。

* 非表示の小節休符は、通常の小節休符を隠すことによって作成します。

* 2全休符は、[ハウススタイル] > [記譜ルール]の[小節休符]ページの新しいオプション[4/2では2全休
符を使用 ] を選択することにより、適当な拍子記号（4/2）に対して自動的に作成されます。この
オプションは新規スコアではオンになります。

2.6 連桁グループ

* 羽根付き連桁が、テンキーの第 3レイアウトの新しいボタンを使って簡単に作成できるようになり
ました（ショートカットは F9）。 0はアッチェレランドの羽根付き連桁を作成し、.は （ピリオド）
はリタルダンドの羽根付き連桁を作成します。 連桁は、改行または改ページをわたる場合は羽根付
きにできません。 2 音符のトレモロの間に表示される「連桁」には羽根を付けることができます。
ただし、[ ハウススタイル ] > [ 記譜ルール ]の [ 音符とトレモロ ]ぺージの [ 外側のトレモロを符尾
に接触 ]オプションが選択されている場合を除きます。

* [作成] > [拍子記号]の設定[連桁と休符グループ]の[隣接した音符から連音符を分離]オプションは、
新たに作成した拍子記号に対して標準設定ではオフになります。

2.7 連桁の位置

* [記譜ルール]の[連桁と符尾]ページの新しいチェックボックス[中央の休符に対しても]を選択する
と、[ 中央にある音符が次のスペースまで割り込んだら水平化 n スペース ]オプションが、中央に
休符がある連桁グループへも適用されます。 これをオンにすると、音符だけの連桁グループに対す
るのと同じ様に連桁の角度が修正されます。

* 音符で始まる（または終わる）連桁グループとまったく同じ様に、休符で始まる（または終わる）
連桁グループの連桁の角度を変更することができます。

* 連桁グループが休符で始まるときも連桁を選択できます。 

* 中央の譜表ライン上に表示された連桁付き音符が下の譜表と交差したとき、その音符の符尾が音
符の間違った側へ表示されることがなくなりました。 

* [元の譜表へ移動]は、[音符] > [譜表をまたぐ音符]サブメニューへ戻り、特に音符が3つの譜表をま
たぐ場合の連桁の問題が取り消しやすくなりました。

2.8 連桁下の休符とステムレット

連桁グループ内の休符にステムレット（ハーフステム）が使えるようになりました。[ ハウススタイ
ル ] > [ 記譜ルール ]の [ 連桁と符尾 ]ページの新しいオプション [ 連桁下の休符でステムレットを使
用 ]をオンにすると表示されます。

* ステムレットの最小限の長さ、ステムレットを譜表内へ伸ばすか譜表の外側で止めるか、ステム
レットを持つ連桁グループの連桁を常に水平にするか音高に合わせて角度をつけるかなどが選択
できます。
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* ステムレットの長さは個別に調整できます。 連桁内のステムレットの終端をクリックすると、小さ
なハンドルが表示されます。 マウスでクリック＆ドラッグするか、3/2（Ctrl または X でより大
きな段階）を使って長さを調整してください。 [ プロパティ ] の [ 一般 ] パネルの Y パラメータを
使って、ステムレットの長さを数値で調整することもできます。 ステムレットを標準設定の長さへ
リセットするときは、ステムレットを選択し、[ レイアウト ] > [ 位置をリセット ]を選択します。

* テンキーの第 3レイアウトの新規ステムレット ボタン（ショートカットは Windowsでは ‒、Macで
は *）を使うと、個々の連桁下の休符に対してステムレットを追加または削除できます。 連桁下の
休符を標準設定の状態へ戻すときは、連桁下の休符を選択し、[ レイアウト ] > [ デザインをリセッ
ト ]を選択します。

[ハウススタイル] > [記譜ルール]の [連桁と符尾]ページには、他にも以下のオプションがあります。

* [休符を越えて連桁を伸ばす]オプションと[休符まで連桁を伸ばす]オプションが、[作成] > [拍子記
号 ]の設定 [ 連桁と休符のグループ ]から移動しました。 これらのオプションは、個々の拍子記号
にではなく、スコア全体に適用されるようになりました。

* 新しいオプション [休符を避けるため符尾の長さを調整する]が、新規スコアではオンになります。
このオプションをオンにし、連桁下の休符を上下に移動すると、Sibeliusは連桁と休符が衝突しな
いように連桁の位置を調整します。

* 新しいオプション [第2連桁を切る]は、[連桁下の休符]がオンのときだけ選択できます。標準設定
ではオフになっています。 オンにすると、Sibeliusは連桁下の休符の上または下に第 1連桁のみを
描き、休符と連桁の衝突を回避するための移動を少なくして連桁グループをコンパクトにします。

Sibelius の以前のバージョンで作成したスコアを開くときに表示される [ スコアをアップデート ] ダ
イアログには、連桁下の休符を操作する 2つの新しいオプションがあります。

* Sibelius 3以降で作成したスコアを開くときは、[カスタム連桁グループを維持する]がオンになりま
す（標準設定）。 オンにすると、Sibeliusは連桁グループに対して行われた変更（テンキーを使うな
どして）を維持します。後で [ 記譜ルール ]の [ 休符を越えて連桁を伸ばす ]オプションや [ 休符
まで連桁を伸ばす ] オプションを変更した場合もです。 Sibelius は、スコアの最初の拍子記号の連
桁グループの設定をもとに、これらの新しい [ 記譜ルール ]オプションを設定します。 連桁を標準
設定へ戻したい場合は、パッセージまたはスコア全体を選択し、[ 音符 ] > [ 連桁グループをリセッ
ト ]を選択してください。

* [休符を避けるため符尾の長さを調整する]は、そのスコアの[記譜ルール]の当該オプションをオン
にします。

2.11 音部記号

[ 作成 ] > [ 音部記号 ]ダイアログで矢印キーとマウスのスロール ホイールが正しく動作するようになり
ました（Macのみ）。

2.15 ギターの記譜とタブ

* 音符譜のベンドラインの標準設定の形が改良されました。

* 音符譜のベンドの中央の位置が調整できるようになりました。角度は別々に変更できます。

* ギターのベンドラインは、ベンドラインを選択するか、または [表示] > [ハンドル]をオンにすると、
ハンドルを表示します。

* 音符譜とタブ譜のベンドの終端の位置は、改行または改ページの両側で別々に編集できるように
なりました。

* ベンドが改行または改ページを越えるとき、ベンドが見やすいように、ベンドの続きがタブ譜の
上に表示されます。
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* ギターのベンドが改ページで誤って反転することがなくなりました。

2.16 ギター スケール ダイアグラム

新しいダイアログ [ 作成 ] > [ その他 ] > [ ギター スケール ダイアグラム ]は、特殊なコード ダイアグ
ラムを作成するためのもので、同じダイアグラムに複数のドットを表示することによって 1 つのス
ケールのすべての音符の演奏方法を示します。 Sibelius には約 30 種類のスケール用に 1,500 以上の
コード ダイアグラムのライブラリが付属していますが、独自のコード ダイアグラムを作成すること
もできます。

* ギター スケール ダイアグラム（通常のコード ダイアグラムではなく）の同じ弦へ複数のドットを
追加します。 ドットを削除するには、ドットを右クリック（Windows）または Control- クリック
（Mac）します。

* ダイアグラム上の既存のドットを Shift-クリックすると、ドット用の様々な記号（黒丸、白丸に黒
枠、黒角、白角に黒枠、黒菱、白菱に黒枠）を順に選択できます。 これらの記号は、スケール ダ
イアグラムに異なる運指などを表します。 （コード ダイアグラムでも必要に応じて複数のドット
形が使えます。）

* スケール ダイアグラムのドットをダブルクリックすると、ドットの内側にテキストをタイプでき
（黒い形には白いテキスト、白い形には黒いテキスト）、スケール ダイアグラムに運指や音符の名
前を表示するのに便利です。 （コード ダイアグラムでも必要に応じて運指が追加できます。） テキ
ストの編集中に臨時記号を含む用語メニューを表示するには、右クリック（Windows）または
Control-クリック（Mac）します。またはテンキーの Ctrl+7/8/9 または X7/8/9を使ってこれらを
タイプします。

[ ハウススタイル ] > [ 記譜ルール ]の [ ギター ]ページには以下のギター スケール ダイアグラム用の
新しいオプションがあります。

* 新しいオプション［弦の音高を左側に表示］をオンにすると、水平方向のスケール ダイアグラム
に弦の音高が表示されます。 [ ダイアグラムからの距離 : n スペース ] は、音高名とスケール ダイ
アグラムの左側との間隔を決めます。

* [ 第 3、5、7、9、12 番目のフレット ]をオンにすると、水平方向のスケール ダイアグラムの下にフ
レット番号が表示されます。 [ ダイアグラムからの距離 : n スペース ]は、フレット番号とスケール
ダイアグラムの下側との間隔を決めます。 このオプションがオンのとき、ダイアグラムに表示される
一番下のフレットのフレット番号（5fr. など）は、水平方向のコード ダイアグラムやスケール ダイ
アグラムには描かれません。

2.18 楽器

* [作成] > [楽器]ダイアログを使って譜表を削除したとき、その譜表が削除される前のパッセージま
たは一個の選択が正しく維持されるようになりました。

* 楽器変更をキューサイズにしたとき、楽器変更テキストの音楽テキストフォントの文字の間隔が
正しく表示されるようになりました（Windowsのみ）。

* 新規作成したスコアの [ワーグナーチューバ（Bb）]と [ワーグナーチューバ（F）]の移調が修正され
ました。

2.19 ジャズのアーティキュレーション

スクープ、フォール、ドゥイット、プロップが、テンキーの新しい第 5 レイアウト（ショートカッ
トは F11）から簡単に音符へ追加できるようになりました。もうシンボルを使う必要はありません。
他のアーティキュレーションと同じ様に、これらは自動的に配置されて音符と共に移動します。ま
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た個別に移動することもできます。 フォールとドゥイットは、適切な再生デバイス（Garritan Jazz and
Big Bandなど）を使うと自動的に再生されます。

[ ハウススタイル ] > [ 記譜ルール ]の新しいページ [ ジャズのアーティキュレーション ]では、これ
らの新しいアーティキュレーションの標準設定の位置を決めることができます。これらは、マウス
でドラッグするか、選択してから Shift+Alt+0/1 または xz0/1をタイプすることによって、個別
に移動することもできます。

2.20 調号

[ 作成 ] > [ 調号 ]ダイアログで矢印キーとマウスのスロール ホイールが正しく動作するようになりま
した（Macのみ）。

2.21 ライン

* ヘアピンは、新規スコアでは標準設定でボーカル譜表の上に表示されます（詳しくは下記の 3.1 テ
キストの作成と編集、8.12 標準設定の位置、8.14 楽器の編集を参照）。

* 主声部と副声部用の譜表に付ける新しいラインが [ 作成 ] > [ ライン ]ダイアログにあります。

* トリル、アルペジオ、グリッサンドなどの波線の終端を選択するのが簡単になりました。終端の
ハンドルがラインから離れずに表示されるようになったからです。 

* 改行をわたるラインの 1番目のセグメントの右側の終端の垂直位置と、2番目のセグメントの左側
の終端の垂直位置を、ライン全体の右側の終端とは別に移動できるようになりました。

* 改行または改ページをわたるヘアピンの 2番目のセグメントを、1番目のセグメントの垂直位置と
は別に上下にドラッグできるようになりました。

* [作成] > [ライン]ダイアログと[ハウススタイル] > [ラインの編集]ダイアログで矢印キーとマウスの
スロール ホイールが正しく動作するようになりました（Macのみ）。

* [作成] > [ライン]（および [ハウススタイル] > [ラインの編集]）に選択したラインの名前が表示され
るようになりました。

2.23 譜面用紙

すべての譜面用紙は、Sibelius 6の最新の機能を使うために完全にアップデートされました。[ ブラス
バンド ]の譜面用紙のトロンボーンや [ ポップグループ ]の譜面用紙の誤植などのマイナーバグも修
正されています。 室内アンサンブル用の譜面用紙には、最初の大譜表の後には楽器名が表示されなく
なりました。

Sibelius 6に付属している譜面用紙には以下の変更があります。

* [ レイアウト ] > [ ドキュメントセットアップ ]：

% 標準設定の譜表の大きさは、ほとんどの譜面用紙で以前の通り 7mm （0.28"） になりました。

% A4ページの上下左右の余白はすべて 12.7mm （0.5"）です。 

% タイトルなどのテキストに場所を空けるため、最初のページの一番上の譜表の余白は 38.1mm
（1.5"）になりました。 

% 著作権などのテキストに場所を空けるため、最初のページの一番下の譜表の余白は 12.7mm
（0.5"）になりました。 

% その後のページの一番上と一番下の譜表の余白は、それぞれ 12.7mm（0.5"）と 7.6mm （0.3")です。

* [ ハウススタイル ] > [ 記譜ルール ]：
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% 大譜表をわたってタイで結ばれた音符用の括弧付き臨時記号、複数の声部のパッセージの声部
ごとの注記（[ 臨時記号 ]ページのオプション）などの自動の注記の臨時記号が標準設定で表示
されます。

% スタッカーティシモ、楔、アクセント、マルカート、ハーモニックスのアーティキュレーショ
ンは、すべてに [ 譜表内でも許可 ]（[ アーティキュレーション ]ページ）に設定されます。

% スタッカーティシモと楔ののアーティキュレーションは標準設定でスラーの内側に表示され（[
スラーの内側 ]オプションを使って）、様々な状況でアーティキュレーションの位置が改善され
ます（[ アーティキュレーションの新しい配置ルール ]オプションをオンにすることによって）。

% 譜表内に許可されたアクセント、マルカート、楔、スタッカーティシモは、音符が譜表の一番
上または一番下のスペースにある場合、符頭から 1 スペース離して表示されます（[ アーティ
キュレーション ] ページの [ 譜表内のアクセント、マルカート、楔、スタッカーティシモに余
分のスペースを許可 ]オプションをオンにすることによって）。

% 上げ弓と下げ弓のアーティキュレーションは、連音符の括弧の内側への表示は許可されません
（[ アーティキュレーション ]ページの [ 連音符の内側 ]オプションを使って）。

% 連続する1小節のリピート小節には4小節ごとに番号が付けられ、この小節番号は括弧内に表示
されます（[ 小節休符 ]ページのオプションを使って）。

% 長さが 8つの 4分（クロチェット）拍の小節（4/2など）は、標準設定で 2全休符を表示します（[
小節休符 ]ページのオプションを使って）。

% ステムレットを使う連桁下の休符は標準設定で水平方向に設定され、ステムレットが譜表内へ
伸びることを許可します（[ 連桁と符尾 ]ページのオプションを使って）。

% 音部記号は、小節途中の音部記号変更の前にある音符の臨時記号をリセットしなくなりました
（[ 音部記号と調号 ]ページのオプションを使って）。

% 新しいページ [ コード記号 ]のオプションで適切な標準設定を設定できます。

% Sibeliusは、括弧付きの楽器グループ間は 3スペース余分に空け、ボーカル譜表の下には 3スペー
ス余分に空け（歌詞用）、大譜表オブジェクトを表示するよう設定された譜表の上は 3スペース
余分に空けます。 また、Sibeliusは鍵盤楽器の大括弧が付いた 2つの譜表の間隔を調整しなくな
りました。

% 大と小のヘアピンの開口部は共に 1.25スペースに設定され、次ページへ継続したときの大と小
の開口部は共に 0.75スペースに設定されています。

% 音符の符尾の近くのスラーの位置が改善されました。

*［ハウススタイル］> ［楽器の編集］：

% 以下の楽器の音域が快適かつ専門的に調整されました。 バス（Eb）、バス（Bb）、ユーフォニウム
（Bb）、テナーホルン（Bb）、バリトン（Bb）、フリューゲルホルン（Bb）、コルネット（Bb）、ソプ
ラノコルネット（Eb）。

% 以下の新しい楽器が追加されました。 トランペット（D）[調号なし ]、トランペット（Eb）[調号
なし ]、トランペット（F）[調号なし ]、トランペット（A）[調号なし ]、ベースギター [タブ ]
（リズムを持つタブ楽器）、コントラバスフルート、サブコントラバスフルート、ダブルコント
ラバスフルート、フレクサトーン、エレクトリックピアノ（FM）、ミュージックボックス、パー
カッシブオルガン、ロックオルガン、リードオルガン、シンセベース 1、シンセベース 2、シ
ンセストリングス 1、シンセストリングス 2、シンセボイス、オーケストラヒット、シンセブ
ラス 1、シンセブラス 2、茶瓶、口笛、リード 1（矩形）、リード 2（鋸歯）、リード 3（蒸気オ
ルガン）、リード 4（チフ）、リード 5（チャランゴ）、リード 6（ボイス）、リード 7（5 度）、
リード 8（ベース + リード）、パッド 1（ニューエイジ）、パッド 2（暖かい）、パッド 3（ポリ
シンセ）、パッド 4（合唱）、パッド 5（弓）、パッド 6（メタリック）、パッド 7（ハロー）、パッ
ド 8（スイープ）、FX1（雨）、FX2（サウンドトラック）、FX3（クリスタル）、FX4（アトモス
フィア）、FX5（ブライトネス）、FX6（ゴブリン）、FX7（エコー）、FX8（Sci-fi）、三味線、琴、
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フィドル、シャナイ、ティンカーベル、メロディックタム、シンセドラム、リバースシンバル、
息の音、銃声、太鼓ドラム [5線 ]

% [すべての楽器]アンサンブルの [キューバ、ピッチなしパーカッション]ファミリーの名前を[ラ
テンアメリカ、ピッチなしパーカッション ] に変更し、一部の楽器の出所をより正確に表しま
した。

% すべての一般的なギター用に、リズムを表示しないギタータブが [ 一般的な楽器 ]アンサンブル
に含まれました。

% ボーカル（ソプラノ、テナーなど）用の譜表では、標準設定で譜表の中央ライン上の符尾が下
向きになります。 また、すべてのボーカルには新しい [ ボーカルの譜表 ]オプションがあり、譜
表の下に歌詞用の場所を空けるため強弱記号を譜表の上に配置します（標準設定）。

% 標準設定のドラムセット/キットには、Norman Weinbergの著書Standardized Drumset Notation
に記されているスネアドラムのリムショット用の符頭が含まれています。

% ピッコロトランペット（A）とピッコロトランペット（Bb）の移調が修正されました。

* ライン :

% 主声部と副声部用の新しいラインが [ 作成 ] > [ ライン ]にあります。

% クレッシェンドとディミヌエンドのヘアピンの標準設定の位置が、ボーカルの譜表の上に表示
されたときも適切になるよう設定されています。

% すべてのヘアピンが譜表の上 -4.5スペースです（以前のバージョンでは -4.31でした）。

* [ レイアウト ] > [ マグネティックレイアウト ]は標準設定でオンになります。

* [ ハウススタイル ] > [ 音符間隔ルール ]：

% [ 空白小節の幅は拍子記号によって決まる ]がオンになります。

% 歌詞の標準設定の間隔は 0.75スペースになりました。

* [ 再生 ] > [ 辞書 ]の [ 譜表テキスト ]の用語「palm mute」、「pm」、「P.M.」は、次の音符までではなく、
次のサウンド ID変更までサウンド ID変更を生成するよう設定されました。

* [ 作成 ] > [ シンボル ]：

% 2小節と 4小節のリピート記号の垂直位置が修正されました。

% [ クラスター ]列上の 9度の音程を描く黒いクラスター用のシンボルが修正されました。

* テキストスタイル：

% 新しいテキストスタイル [ リピート小節番号 ]。連続するリピート小節の番号用です。

% 新しいテキストスタイル [ コメント ]。[ 作成 ] > [ コメント ]で使います。

% 新しいテキストスタイル[コードダイアグラムのフレット番号]と[コードダイアグラムの弦の名
前 ]。水平方向のコード ダイアグラムとギター スケール ダイアグラムで使います。

% テキストスタイル [ 数字付き低音 ]のラインの間隔が 70%に設定されました。

% [ 発想記号 ]の標準設定の位置が、ボーカルの譜表の上に表示されたときも適切になるよう設定
されています。

% [ 運指 ]は、標準設定で中央揃えだったのが左揃えになりました。

% [ ブロック歌詞 ]は、譜表の一番下から 18スペースになりました（以前は 15スペース）。

% [タイトル]、[サブタイトル]、[献辞 ]は、すべて標準設定で譜表の上 8スペース高くなりました。

% [ 作曲者 ]、[ 作詞者 ]は、標準設定で譜表の上 2ペース高くなりました。
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2.25 符頭

[ 音符 ] > [ スコアを移調する ]のオンとオフを切り替えたとき、移調楽器のスラッシュ符頭が誤って
移調されなくなりました。 

2.27 リピート小節

1小節、2小節、4小節のリピートがテンキーの新しい第 5レイアウト [ ジャズアーティキュレーショ
ン ]（ショートカットは F11）から直接作成できるようになりました。 Sibeliusは 2小節と 4小節のリ
ピートのすべての小節を常に同じ大譜表に維持し、またマルチレストへは統合しません。

[ ハウススタイル ] > [ 記譜ルール ]の [ 小節休符 ]ページに 1小節のリピートに番号を付ける新しい
オプションがあります。 リピート小節には 1、2、4、または 8 小節ごとに番号を付けることができ、
番号に括弧をつけたり、複縦線やリハーサルマークで番号を付け直すことができます。

Sibelius 6は、他に再生される音符がリピート小節にない限り（[プロパティ ]の [再生 ]パネルの [繰
り返しオプション ]チェックボックスが 1つも選択されていない音符を除く）、1小節、2小節、4小
節のリピートを再生できます。 Sibelius は、強弱記号などの記号をリピート小節のパッセージにわ
たって再生しますが、サウンドを変更する記号（pizz. など）はリピート小節のパッセージの最後で
のみ適用されます。サウンドを変更する記号が複数ある場合は、最後の記号だけが適用されます。

2.28  スラー

Sibelius 6のスラーは、他のどのプログラムよりも美しく、操作性が高くなっています。 [マグネティッ
クレイアウト ]をオンにすると、マグネティックなスラーは、その形を変えたり終端の位置を移動す
ることによって、スラーの弧の下のオブジェクト（音符、臨時記号、アーティキュレーションなど）
との衝突を自動的に避けます。

[ マグネティックレイアウト ] は、Sibelius 6.1 で新たに作成したスコアではオンになっています。
Sibelius 6 より前のバージョンの Sibelius で作成したスコアを開くときは、[ スコアのアップデート ]
の [ マグネティックレイアウトを使用する ]チェックボックスをオンにすると、スラーの衝突回避が
行えます。 Sibelius 6.0で作成したスコアを Sibelius 6.1で開くと、スラーの衝突回避を行うかどうか尋
ねられます。 [ はい ]をクリックすると、Sibeliusは [ 記譜ルール ]の必要なオプションをオンにして、
衝突回避が正しく行われるようにします。

スコアのすべてのスラーの衝突回避をオフにするには、[ ハウススタイル ] > [ 記譜ルール ]を選択し、
[ スラー ]ページの [ 弧の下の衝突を避けるため形を調整 ]をオフにします。 

個々のスラーの衝突回避をオフにするには、スラーを選択し、[プロパティ ]の [ ライン ]パネルの [
弧の下の衝突を避ける ]チェックボックスをオフにします。 このスラーは他のオブジェクト（テキス
ト、歌詞、ラインなど）との衝突は避けますが、弧の下で音符などと衝突するのを避けるために自
分自身の形を変えることはしません。 どの様な衝突に対してもスラーを無抵抗にするには、そのス
ラーを選択し、[ 編集 ] > [ マグネティックレイアウト ] > [ オフ ]を選択します。

[ 弧の下の衝突を避ける ]をオフにした特定のスラーを選択すると、そのスラーの周りに表示される
枠が赤くなります。 非マグネティックなスラー（選択すると赤くなる）は、他のオブジェクトの衝突
を回避できず、常に赤い枠を表示します。 [ マグネティックレイアウト ] が全体としてオフになって
いる場合、または [ 記譜ルール ]の [ 弧の下の衝突を避けるため形を調整 ]オプションがオフになっ
ている場合は、選択したスラーはすべてグレーの枠を表示します。

衝突を回避する設定になっているスラーの位置、終端、形も通常の方法で調整できます。 それに合わ
せて Sibeliusはスラーを最適な形にします。 Sibeliusがスラーの形をどの様に調整するかは、以下の [
記譜ルール ]の新しいオプションを使って決めます。
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* [スラーの周りの最小の間隔 n スペース]は、弧の下のオブジェクトに対してスラーがどれだけ接近
できるかを決めます。

* [スラーが以下の高さを超えたら終端を移動 n スペース]は、スラーの終端をスラーの付いた音符か
ら離す前に、スラーの弧をどれだけ急勾配にするかを決めます。 この値を増やすとスラーの弧がよ
り急になり、この値を減らすとスラーの弧がより穏やかになります。

あらゆる状況でスラーの標準設定のデザインと配置が向上しているだけではなく、最低 6 つのハン
ドルを使ってスラーの形を整えることができます。

* 以前のバージョンと同じく、各終端にハンドルがあります。

* 2 つの終端の間のスラーの弧の内側のコントロール ポイントは、スラーの形を変えることなくス
ラー全体を移動します。 通常は、スラーは上下のみへ移動しますが、スラー全体を左右に移動する
ことも可能です。

* 2つの終端の間のスラーの弧の外側のコントロール ポイントは、左右対称にスラーの湾曲の高さを
変えます。 このハンドルを上下または左右に移動すると、スラーの他のコントロール ポイントも
いっしょに移動します。

* スラーの湾曲を決める左右のコントロール ポイントは、それぞれ別に調整できます。 このコント
ロール ポイントのどちらかを選択すると、他のコントロール ポイントはすべて選択されていない
状態になります。 このコントロール ポイントは、[プロパティ ]の [ライン ]パネルの新しいコント
ロール [ スラーの左曲線 ]と [ スラーの右曲線 ]でも操作できます。

個々のスラーを調整するときは：

* 改行または改ページをわたるスラーの 2 つのセグメントの湾曲を別々に調整できるようになりま
した。

* スラーの1つのコントロール ポイントを選択して[レイアウト] > [デザインをリセット]を選択する
と、選択したコントロール ポイントの位置だけがリセットされるようになりました。

* [作成] > [その他] > [複円弧スラー]は削除されました。以前のバージョンで作成したスコアの複円弧
スラーは Sibelius 6にも表示され、以前のバージョンと同様に限られた方法で操作できます。しか
し Sibelius 6では、より細かくスラーの形を操作できる新しいコントロール ポイントを使って S形
スラーを作成することをお薦めします。

スラーの標準設定の形をさらに向上させるため、[ ハウススタイル ] > [ 記譜ルール ]の [ スラー]ペー
ジにいくつかの新しいオプションがに追加されました。

* 新しいオプション [短いスラーの肩 n%]と [長いスラーの肩 n%]： スラーの長さによって標準設定
のスラーの肩の形が変わり、スラーが長くなるほど湾曲の立ち上がりの度合いが微妙に変わりま
す。

* 新しいオプション [ 高さの割合 n%]： 標準設定では、短いスラー（長さにして 2スペースのスラー）
の高さは 1スペースになり、これより長いスラーの高さは漸近線にアプローチする指数関数を使っ
て決められますが、標準設定でスラーが 4スペースより高くなることはありません。 [ 高さの割合
]コントロールを調整すると、標準設定のスラーの高さを調整できます（値を 200%にすると 8ス
ペースの高さに向かうスラーになり、値を 50%にすると 2スペースの高さに向かうスラーになり
ます）。 さらに、新しいオプション [ 長いスラーの高さを制限する ]が追加されました。これは、ス
ラーの曲線を強調したいが、極端には曲げたくないといった場合に便利です。

* 新しいオプション [ 中央の太さ ]： 標準設定のスラーの太さを設定します（個々のスラーの太さは [
プロパティ ]の [ ライン ]パネルの新しいコントロール [ スラーの太さ ]を使って調整できます）。
太さはスペース単位で表されます。ただし、この値はスラーの最小限の太さを引いたスラーの幅
の太さであることに留意してください（たとえば値を 0.5スペースにすると、スラーは 0.5スペー
スよりも少し太くなります）。

* 以前の [ 最小の幅 ]は、その意味をより正確に表すため [ 輪郭の幅 ]に名前が変更されました。
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Sibeliusは、スラーに囲まれたすべての音符の符尾の向きをもとに音符の上または下へスラーを正し
く配置します。これは [ ハウススタイル ] > [ 記譜ルール ] の [ スラー ] ページの新しいオプション [
上下の符尾が混在している場合はスラーを音符の上に配置する ]で操作します。このオプションは、
新しく作成したスコアでは標準設定でオンになっています。 2 つの声部の同じ位置にある音符へス
ラーを追加したときも、Sibeliusはこれを識別してスラーを配置します。

以前のバージョンにあったスラーに関するいくつかの問題も解決しました。

* 矢印キーを使ってスラーの位置や形を調整したときに、スラーが間違った方向へ移動することが
なくなりました。 

* スラーを回転させても（スラーの左端または右端をドラッグして）、スラーの角度によってスラー
の太さが変わることがなくなりました。 

* 小さな譜表上のスラーの形が改善されました。 

* キューサイズの音符のスラーの終端の配置が改善されました。 

* アーティキュレーションを持つ音符と装飾音符にスラーを付けた場合は、スラーを反転すると、
アーティキュレーションが通常の位置へ戻ります。 

2.29  譜表

* 1つの小節のパッセージの上または下にオッシア譜表を作成するときは、オッシアの始めで譜表ラ
インが小節線を越えることがなくなりました。 

* スコアの終わりから 2番目の小節にオッシア譜表を作成したとき、オッシアの終わりに誤って終止
線が表示されることがなくなりました。 

* 非表示のリピート小節記号は、空の譜表を非表示にする妨げにはなりません。 

2.30 符尾と加線

2 分音符、全音符、小節休符上の加線の標準設定の幅が改良されました。 さらに、[ ハウススタイル
] > [ 記譜ルール ]の [ 音符とトレモロ ]ページの新しいオプション [ 休符を超える加線の長さ n%]で、
この様な休符上の加線の幅を正確に操作できます。

2.31  シンボル

* [作成] > [シンボル]ダイアログと[ハウススタイル] > [シンボルの編集]ダイアログの中を矢印キーを
使って移動できるようになりました。 Ctrl+0/1 または X0/1 を押すと行の最初または最後へ移動
し、Page Up/Page Downまたは Ctrl+3/2 または X3/2を押すと画面の一番上または一番下へ移
動します。

* 両方のダイアログに選択したシンボルの名前が表示されるようになりました。

* 大譜表シンボル（または大譜表テキスト オブジェクト、リハーサルマーク、大譜表ライン）の各
断片の垂直位置は、一番上の断片から独立しています。 すなわち、1つの大譜表オブジェクトの任
意の断片を上下にドラッグしても、他の大譜表オブジェクトの垂直位置は変わりません。

2.32 タイ

* [ハウススタイル] > [記譜ルール]の[タイ1]ページの新しいコントロール[太さ]を使って、スラー（上
記の 2.28 スラー参照）の標準設定の輪郭の幅と中央の太さを別々に調整できるようになりました。

* 改行または改ページをわたるタイの 2 つのセグメントの湾曲を別々に調整できるようになりまし
た。
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* 改行または改ページをわたるタイの1番目のセグメントの右端と2番目のセグメントの左端の水平
位置を変更できるようになりました。

2.35 3連符とその他の連音符

連音符の数字と括弧は、連音符のすべての音符の符尾が下向きの場合や連音符の音符を含む連桁が
強制的に符尾を下向きにする場合を除いて、音符の上に配置されるようになりました。

この新しいルールは [ ハウススタイル ] > [ 記譜ルール ]の [ 連音符 ]ページの [ すべての音符に連桁
があるかの様に連音符を配置する]ラジオボタンをオンにすると適用されます。 このルールは新規作
成のスコアで適用されます。既存のスコアでは適用されません（体裁が変わるのを防ぐため）。

連音符の最初の音符と最後の音符に対する連音符の括弧の終端の位置が見直されました。

* [作成] > [連音符]ダイアログの以前のオプション[全音価]は、2つのラジオボタンに置き換えられま
した。 [ 連音符の後の最初の音符へ延長 ]が以前のオプション [ 全音価 ]の新しい名前で、標準設定
のオプションは [ 連音符の最後の音符へ延長 ]です。

* 既存の連音符の長さは、[プロパティ]の[音符]パネルのドロップダウンを使って[連音符の最後の音
符へ延長 ]と [ 連音符の後の最初の音符へ延長 ]を切り替えることができます。

* [ハウススタイル] > [記譜ルール]の[連音符]ページの[音符からの水平距離]コントロールは、連音符
の括弧の右端と左端をより正確に配置できるように、4つの新しいコントロールに置き換えられま
した。

上図の [n スペース、最初の音符の符頭から離す ]と [n スペース、最後の音符の符頭から離す ]の両
方が 0.5スペースに設定されているのは入力例です。連音符の括弧は符頭の端に合わせるのが一般的
であるため、標準設定ではこれらの設定は 0 スペースに設定されています。 [n スペース、最初の音
符の符尾から離す ] と [n スペース、最後の音符の符尾から離す ] は、連音符の括弧と符尾が重なら
ないように標準設定では 0.5スペース（上図と同じ）に設定されています。

新しいコントロール [n スペース、連音符の次の音符から離す ]は、[ 連音符の次の音符へ延長する ]
オプションを使うとき、連音符の括弧の端を次の音符からどれだけ離すかを設定します。

最後に、連音符の自動括弧の動作が改良されました。 [ ハウススタイル ] > [ 記譜ルール ]の [ 連音符 ]
ページに新しいオプション [ 第 2 連桁で音符が結合されたときは括弧を非表示 ]が追加されました。
このオプションは、標準設定ではオフになっています。 オンにすると、連音符が自動括弧を使ってい
るとき、Sibeliusは以下の場合に括弧を非表示にします。

* 連音符全体が連桁の中に含まれている

* 連音符の開始前の最後の音符が8分音符、または連音符の最初の音符に[第2連桁の開始]オプション
が設定されている

* 連音符の後の最初の音符が 8分音符、または [ 第 2 連桁の開始 ]オプションが設定されている


n spaces from
head of first note

n spaces from
stem of last note

n spaces from
stem of first note

3

n spaces from
head of last note

3

     

n スペース、最初の
音符の符頭から離す

n スペース、最後の
音符の符頭から離す

n スペース、最初の
音符の符尾から離す

n スペース、最後の
音符の符尾から離す
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* 連音符のすべての音符の長さが連音符の最初の音符と最後の音符以下で、どの音符にも [ 第 2 連桁
の開始 ]が設定されていない

Sibelius 6の連音符のその他の改良：

* 比率が1:4と4:1までの連音符が作成できるようになりました。以前のバージョンのSibeliusでは、比
率の範囲は 1:2と 2:1の間でした。複合の羽根付き連桁に適切なリズムを示すなど、特別な目的の
ために極端な比率の連音符を使うことができます。

* [ハウススタイル] > [記譜ルール]の[連音符]ページの新しいオプション[常にボーカル譜表の上]。 オ
ンにすると、連音符（括弧の有無を問わず）がボーカル譜表の上に配置されます。

3.1 テキストの作成と編集

* [環境設定]の [用語メニュー]ページが改良されました。 用語メニューの用語が、単純テキストでは
なく、実際に用語メニューに表示される通り表示されるようになりました。 この変更に伴い、[ 適
用 ]ボタンが [ テキスト ]と [ ショートカット ]の両方のフィールドに適用されるようになりまし
たので（前のバージョンではテキスト フィールドへのみ適用された）、用語メニュー用のキーボー
ド ショートカットを変更した後は、忘れずに [ 適用 ]をクリックしてください。

* 発想記号テキストは、Sibelius 6 で作成した新規スコアでは標準設定でボーカル譜表の上に表示さ
れます（上記の 2.21 ライン、下記の 8.12 標準設定の位置と 8.14 楽器の編集参照）。

* 大譜表テキスト オブジェクト（または大譜表シンボル、リハーサルマーク、大譜表ライン）の各
断片の垂直位置は、一番上の断片から独立しています。 すなわち、1つの大譜表オブジェクトの任
意の断片を上下にドラッグしても、他の大譜表オブジェクトの垂直位置は変わりません。

* Sibeliusは、スコアのテキスト オブジェクトの大きさを再びキャッシュに保存するようになりまし
た。一度テキスト文字列を描くと、次に描くときに再び大きさを測る必要がありません。 これによ
り、処理能力が若干向上します。 

3.5 小節番号

* 繰り返し部分の最初の小節の小節番号 [ 小節番号なし（小節を数えない）]は、[ リピートを数える ]
をオフにしたときに小節番号を混乱させることがなくなりました。 

* [表示] > [譜表名と小節番号]によって表示される小節番号は、小節番号形式の一部として指定した
接頭辞や接尾辞のテキストをすべて表示します。 

3.7  リハーサル マーク

リハーサルマーク（または大譜表テキスト オブジェクト、大譜表シンボル、大譜表ライン）の各断
片の垂直位置は、一番上の断片から独立しています。 すなわち、1つの大譜表オブジェクトの任意の
断片を上下にドラッグしても、他の大譜表オブジェクトの垂直位置は変わりません。

3.9 テキストスタイルの編集

[ テキストスタイルの編集 ]の [ 一般 ]ページの [ 用語メニュー]のリストはアルファベット順になり
ました（Macのみ）。 

4.5 パフォーマンス

* [再生] > [パフォーマンス]の[リバーブ]コントロールは、内蔵の新しいSibelius Playerのプリセット用
にアップデートされました。

* ReWire用の新しいオプションが追加されました（26ページの再生 参照）。
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* セクションの最後を終止線と同様に扱う新しいオプションが追加されました（下記の 4.6 リピート
参照）。

4.6 リピート

[ 再生 ] > [ パフォーマンス ]にあった [ 繰り返し再生 ]の機能が [ 再生 ] > [ リピート ]ダイアログへ移
動しました。このダイアログには以下のオプションがあります。

* リピートは再生しない： このオプションを選択すると、Sibeliusはスコアのすべてのリピートを無
視します（以前の [ 繰り返し再生 ]をオフにした状態）。

* リピート自動再生： このオプションを選択すると（新規スコアの標準設定）、Sibeliusはリピート小
節、1番括弧、2番括弧、D.C. al Codaなどの指示に従ってスコアのリピートを再生します。 （以前
の [ 繰り返し再生 ]をオンにした状態）

* リピート手動再生： このオプションを選択すると、その下のテキストボックスで指定した順序で
スコアの小節が再生できます。 小節を再生する順序は、カンマ区切りで小節番号をタイプすること
によって厳密に指定できます。 始めに自動再生する場合の順序が表示されますから、これを編集し
てください。[標準設定の順序に戻す ]をクリックすると自動再生の順序になります。 この機能は、
自動再生できない複雑なリピートを設定するのに便利です（複数のコーダを持つ歌曲など）。 同じ
スコアに複数の歌曲、小品、楽章がある場合は、それぞれの小節番号のセットの間に空白行を入
れると、Sibeliusはそこで間隔を空けます。

[ リピート自動再生 ] を選択したときは、[D.S. や D.C. のジャンプの後にリピートを再生する ] をオ
ンにできます（新規スコアでは標準設定。既存のスコアでは、再生する順序が変わらないようオフ
になっている）。 オンにすると、以前のバージョンの様にジャンプの後で常にエンディングを選択す
るのではなく、Sibeliusは D.S.や D.Cジャンプの後のすべてのリピートを再生します。

n番括弧の扱いが改良されました。 以前のバージョンでは、どのようなリピート構造でも最後のエン
ディングには右端が開いた括弧（括弧の右端に縦の線がない）が必要でした。 そして、最後のエン
ディングを正しく使わないと再生が正しく行われない場合がありました（リピートが無限に行われ
る、小節番号が失われ小節が再生されない、次の n番括弧が飛ばされるなど）。 Sibeliusは、これらの
状況に寛容になり、n 番括弧の次の小節に別の n 番括弧（右端の開いた）がなければ、その n 番括
弧を最後のエンディングとして解釈します。

[ n 回再生 ]形式の大譜表テキストの指示は、誤ってすべてのリピート セクションへ適用されること
がなくなりました。これらは、次のリピート終了小節へのみ適用されます。

同じスコアに複数の歌曲、小品、楽章が書かれている場合の複雑なリピート構造の再生が改良され
ました。

* 歌曲、楽章、小曲が終止線以外の小節線（複縦線やリピート終了小節線など）で終わっている場
合、[プロパティ ]の [ 小節 ]パネルの [ セクションの最後 ]をオンにしておくと、Sibeliusはこれ
をスコアの最後の小節として認識します。 この作用は、[ 再生 ] > [ パフォーマンス ]の新しいチェッ
クボックス [ セクションの最後の後に空きも再生する ]で操作でき、新規スコアでは標準設定でオ
ンになっています。

* Sibeliusは、それぞれが D.C./D.S.ジャンプを行う同じスコア内の複数の歌曲、楽章、小曲を正しく再
生できるようになりました。

* D.C.またはD.S.の指示がリピート終了小節線と同じ位置にある場合、Sibeliusは常にD.C./D.S.ジャン
プを行うのではなく、1回目はリピート小節線を再生します。
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4.9 再生辞書

* [再生] > [辞書]の[アーティキュレーション]ページへ新しいコントロールが追加され、次のフレーズ
の始めをはっきりさせるために、フェルマータ（延音記号）の後に短い間隔を設定できます。 これ
は [プロパティ ]の [ 再生 ]パネルを使って個別に設定することもできます。

* [ サウンド ID の変更 ]コントロールの動作が改良されました。

4.12 再生デバイス

* [再生] > [再生デバイス]のすべてのコントロールをタブ移動できるようになりました（Windowsの
み）。

* 新しい再生構成に付けようとする名前が既存の再生構成の1つと同じ場合は、Sibeliusは新しい再生
構成の名前を自動的に変更します。

4.17 MIDI メッセージ

MIDI メッセージの MIDI コントローラー 10（パン）は、左一杯（0）から右一杯（127）まで正しく
作用するようになりました。 

5.7 フィルターと検索

[ 編集 ] > [ フィルター ] > [ 詳細フィルター ]が大いに改善されました。

* [ 音符と和音 ]ページでは以下にフィルターが適用できます。

% 通常の音符と同様に装飾音符へ

% [正確に n符頭 ]、[最多 n符頭 ]、[最小 n符頭 ]の和音

% 特定の符頭タイプ（クロスやスラッシュなど）を使った音符

% 異名同音の音高を別々に（F#ではなく Gbを選択するなど）

% 記譜音および実音

% 音高の範囲（A3と C5の間の音符など）

% 長さの範囲（長さで 8分音符と 2分音符の間の音符など）

% 弱拍位置の音符（複数の周期的な位置に周期的なオフセットを加えた位置など）

* [ 休符と小節休符 ]ページでは、[ 音符と和音 ]ページの改善に従って、休符の長さの範囲、弱拍位置
の休符に対してフィルターを適用できます。

* [ ライン ] ページでは、一度の操作で複数のライン スタイルに対してフィルターを適用できます。
Shift-クリックまたは Ctrl+クリックまたは X-クリックして複数のライン スタイルを選択してく
ださい。

* テキストページには以下の改善があります。

% スコアでは選択できない「特別な」テキスト スタイル（ヒットポイントやコード ダイアグラム
のフレット番号など）は表示されなくなりました。

% 新しいオプション [すべてのテキストスタイル]がダイアログへ追加され、すべてのテキスト ス
タイルの特定の文字列が検索しやすくなりました。

% テキスト一致が標準設定で大文字と小文字を区別しなくなりました。大文字と小文字を区別し
た検索を行いたい場合は、新しいチェックボックス [ 大小文字を区別 ]をオンにしてください。
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* 新しいページ[音部記号]が追加され、音部記号の変更に対してフィルタを適用できるようになりま
した。 一度のフィルター操作で異なるタイプの音部記号を選択または選択解除できます。 Shift- ク
リックまたは Ctrl+クリックまたは X-クリックして複数の音部記号を選択してください。

* 新しいページ[シンボル]が追加され、個々のシンボルに対してフィルタを適用できるようになりま
した。 一度に 1つのシンボルに対してのみフィルタを適用できます。

[ 編集 ] > [ フィルター ]サブメニューに以下のフィルターが追加されました。

*［コメント］： 選択範囲のすべてのコメントを選択

*［楽器の変更］： 選択範囲のすべての楽器変更を選択

*［装飾音符］： 選択範囲のすべての装飾音符を選択

*［非表示オブジェクト］： 選択範囲のすべての非表示のオブジェクトを選択

*［ペダルライン］： 選択範囲のすべてのキーボードのペダルラインを選択

*［リハーサルマーク］： 選択範囲のすべてのリハーサルマークを選択（大譜表の選択が必要）

*［リピート小節］： 選択範囲のすべてのリピート小節を選択

*［休符］： 選択範囲のすべての休符と小節休符を選択

*［譜表テキスト］： 選択範囲のすべての譜表テキスト（発想記号、テクニック、単純テキストなど）
を選択

*［大譜表テキスト］： 選択範囲のすべての大譜表テキスト（テンポ、メトロノーム記号など）を選
択（大譜表の選択が必要）

*［シンボル］： 選択範囲のすべての譜表に付いているシンボルを選択（大譜表が選択されている場
合は大譜表に付いているシンボルも選択される）

*［テクニックテキスト］： 選択範囲のテクニックのテキスト スタイルを使ったすべてのテキスト ア
イテムを選択（テクニックをもとにしたユーザー定義のテキスト スタイルを含む）

[ 編集 ] > [ フィルター ]サブメニューの以下の既存のフィルターが改善されました。

*［強弱記号］： 標準設定のすべてのタイプのヘアピン、およびヘアピンをもとにしたユーザー定義
のライン、発想記号テキストを使ったすべてのテキスト オブジェクト、および発想記号をもとに
したユーザー定義のテキスト スタイルを使ったテキスト オブジェクトを選択

*［スラー］： 標準設定のすべてのタイプのスラー（点線、破線などを含む）およびスラーをもとに
したユーザー定義のラインを選択

*［ヘアピン］： 標準設定のすべてのタイプのヘアピン、およびヘアピンをもとにしたユーザー定義
のラインを選択

* [ 編集 ] > [ フィルター]サブメニューを短くするため、[ 声部 1]、[ 声部 2]、[ 声部 3]、[ 声部 4]、[ 声部 1
だけ ]、[ 声部 2 だけ ]、[ 声部 3 だけ ]、[ 声部 4 だけ ]は新しいサブメニュー [ 編集 ] > [ フィルター
] > [声部]へ移動しました。 これらのフィルターは音符と同様に休符も選択するようになりました。

* [ 最上位の音符 ]、[2 番目の音符 ]、[3 番目の音符 ]、[ 最下位の音符 ]、[ 最上位の音符または単独音符
]、[2 番目の音符たは単独音符 ]、[3 番目の音符たは単独音符 ]、[ 最下位の音符たは単独音符 ]は
2つの新しいサブメニューへ移動しました。 [ 編集 ] > [ フィルター ] > [ 和音の音符 ( コピー用 )]と [
和音の音符 ( 削除用 )]です。 コピー用のフィルターは選択範囲の連音符の括弧 /数字を選択し、こ
れらが正しくコピーされるようにします。削除用のフィルターは選択範囲の連音符の括弧 /数字は
選択せず、連音符全体ではなく選択した音符だけが削除されるようにします。 これらのフィルター
は通常の音符に加えて装飾音符も選択します。
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5.12 メニューとショートカット

* キーボード ショートカットを設定できるテキスト スタイルとライン スタイルの数の上限が200か
ら 600に増えました。

* [機能セットの編集]ダイアログの[複製]ボタンと[名前変更]ボタンが正しく動作するようになりま
した。 

5.13 パノラマ

再生中に Sibeliusがスコアを移動するときは、画面左側の音部記号と調号を表示している余白を考慮
して移動します。 スコアがスクロールしたときに楽譜が余白の陰に隠れることがありません。 

5.14 順序

テキストやインポートしたグラフィックなどのアイテムを譜表の前面に表示するか背面に表示する
か指定できるようになりました。 新しいサブメニュー [ 編集 ] > [ 順序 ]には [ 最前面 ]、[ 前面 ]、[ 背
面 ]、[ 最背面 ]があり、選択したオブジェクトを描く順序を変更できます。 アイテムを元の位置へリ
セットするには、[ 編集 ] > [ 順序 ] > [ 標準設定へリセット ]を選択します。

[プロパティ ]の [一般 ]パネルの新しいオプション [順序のカスタマイズ ]を使うと、オブジェクト
を特定のレイヤー（1と 32の間）へ移動することができます。

5.15 環境設定

［ファイル］>［環境設定］ダイアログ（Mac では［Sibelius］メニュー）へ以下の新しいオプション
が追加されました。

* [表示]ページ： 新しいコントロール[ツールバー]を使って、Sibeliusのツールバーにどのボタンを表
示するかを選択できます（46ページのルック &フィール 参照）。

* [ ファイル ]ページ スコアを開くときに、[ 表示 ] > [ ページ ]のどのオプション使うかを決めるオプ
ション（下記の 5.23 表示メニュー参照）。新しいオプション [ マグネティックレイアウトを使用し
ている場合は、パノラマでも使用する ]（22ページのマグネティック レイアウト 参照）。必要に応
じて Sibeliusのスコアの標準設定のファイルの関連を修復する新しいボタン [ 修復 ]（Windowsの
み）。[ 標準設定の用紙サイズ ]の新しいオプション（下記の 8.6 ドキュメント セットアップ参照）

* [入力デバイス]ページ： 新しいオプション[終了時にMIDIデバイスを解放]。コンピュータを再起動
しないと Sibeliusを再起動できない場合以外はオフにしてください（Windowsのみ）。

* [ その他 ]ページ： 新しいチェックボックス [[ コード ダイアグラムをリボイス ] はユーザー定義の
コード ダイアグラムを使用 ]と [ 旧コード記号入力を使用 ]

*［再生］ページ： 内蔵の Sibelius Player用の新しいオプション（26ページの再生 参照）

* [ テクスチャー ]ページ： スコアに保存したバージョンに対して異なる標準設定の用紙とデスクの
テクスチャーを指定します（35ページのバージョン 参照）。

* 新しいバージョン機能のオプションがある新しいページ [ バージョン ]（35ページのバージョン 参
照）。

[ 環境設定 ]ダイアログの [OK]をクリックすると、Sibeliusが終了するときではなく、直ちに変更が
保存されます。

学校のネットワークで Sibeliusのマルチユーザー ライセンスを起動するなど、Windowsのネットワー
ク環境での環境設定が改善されました。
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* Sibeliusのネットワーク版を起動し、管理者ユーザーとしてログインしている場合は、[ 環境設定 ]
の [ その他 ] ページに特別なボタンが表示され、現在の環境設定をそのコンピュータ上のすべて
ユーザーの標準設定として設定できます（HKEY_CURRENT_USER にではなく
HKEY_LOCAL_MACHINE に環境設定を保存します）。 通常は、Sibelius は常に環境設定を
HKEY_CURRENT_USERに保存しようとします。もしこれがネットワーク ポリシーによって禁じら
れている場合は、環境設定の保存は予告なく失敗します。

* Sibeliusが起動するときは、まずHKEY_CURRENT_USERから、次にHKEY_LOCAL_MACHINEから環
境設定をロードしようとし、どちらにも環境設定が見つからない場合は出荷時の標準設定になり
ます。

5.16 印刷

* [ファイル] > [印刷]の[PDFで保存]オプションで作成したPDFファイルは、Apple Previewでジャギー
にならなくなりました（Macのみ）。 

* パートを PDFへ印刷するとき（[印刷 ] > [すべてのパートを印刷]など）、PDFのファイル名にスコア
のファイル名が 2回含まれることがなくなりました。 

5.17 プロパティ

[プロパティ ]ウィンドウの各パネルへ以下の新しいオプションが追加されました。

* [ 一般 ]パネル： 新しいコントロール [ スケール n%]は、選択したコード ダイアグラムやギター ス
ケール ダイアグラムの大きさを変更します（上記の 2.16 ギター スケール ダイアグラム参照）。新
しいコントロール [ 順序のカスタマイズ ]は、選択したオブジェクトのレイヤーを変更します（上
記の 5.14 順序参照）。新しいコントロール [ マグネティックレイアウト ]は、個々のオブジェクト
に対してマグネティック レイアウトをオンまたはオフにします（22ページのマグネティック レイ
アウト 参照）。

* [再生 ]パネル： 個々のフェルマータ（延音記号）を再生するかどうかを決める新しいコントロール。

*［ライン］パネル： スラーのハンドルと個々のスラーの太さに対する新しいコントロール（上記の
2.28 スラー参照）。

* [小節]パネル： 小節休符のタイプのドロップダウン メニューは削除されました。リピート小節はテ
ンキーの新しいレイアウトを使って作成します（上記の 2.27 リピート小節参照）。2全休符は拍子
記号 4/2で自動的に使われます。「非表示の小節休符」は削除されました。通常の小節休符を非表
示にしてください（上記の 2.5 小節と小節休符参照）。

* [ 音符 ]パネル： 新しいパラメータ [ 休符： Y]は、譜表内で休符を上下に移動します。

5.20 移調

[ オープンキー/ 無調 ]調号で始まり、後で普通の調号を使う大譜表のパッセージを移調するときは、
[ 音符 ] > [ 移調 ]の [ 調号の移調 ]オプションはオフにはならず、1回の操作で普通の調号を移調でき
るようになりました。

5.23 表示メニュー

新しい［表示］> ［ページ］サブメニューでは、画面上でスコアのページがどのようにレイアウトさ
れるかを設定するオプションを選択できます。

* [ 横に見開き ]が標準設定で、以前のバージョンの Sibeliusと同じページの並べ方です。ページは左
から右へ並べられ、見開きのページがいっしょに表示されます。
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*［横に片面］は新しいオプションで、単一のページを左から右へ並べます。 この設定は、小冊子や
見開きとして提供されることがあまりない楽譜（1 番目のページに「1」と番号が付いていてもそ
の右のページが見開きではない連続用紙のパート譜など）に便利です。

* 新しいオプション［縦に見開き］では、ページが見開きで縦に並べられます。たとえば、ページ
2 とページ 3 が隣り合わせで表示され、ページ 4 とページ 5 がその下に表示されます。

* 新しいオプション［縦に片面］では、スコアのページが 1 列に並べられます。たとえば、ページ 1
の下にページ 2 が、ページ 2 の下にページ 3 が並べられます。

Sibelius では、［表示］> ［ページ］の設定が各スコア（と各ダイナミックパート）に対して保存され、
スコア（またはパート）を再び開くとその設定に戻ります。 この作用は [ 環境設定 ] の [ ファイル ]
ページの新しいオプションで操作できます（上記の 5.15 環境設定参照）。

Sibelius 6の拡大 /縮小の改善：

* Ctrl または Xを押さえてマウスのホイールをスクロールしたときの拡大 /縮小の方向が逆になり、
他のアプリケーションと同じになりました。 ホイールを前へスクロールすると拡大し、後へスク
ロールすると縮小トします。

* Macでは、Xを押さえてマウスのホイールをスクロールして拡大 /縮小できるようになりました。

* マウスのホイールを使って拡大/縮小するときの変化率が下げられ、拡大/縮小がよりスムースにな
りました。

以下のとおり、[ 表示 ]メニューにその他の 4つの新しいアイテムが追加されました。

* [表示] > [ハンドル]。標準設定ではオフ。 オンにすると、オブジェクトのすべてのハンドルが明るい
グレーで表示され、ハンドルが見つけやすくなります。

* [ 表示 ] > [ コメント ]。標準設定ではオン。 オンにすると、[ 作成 ] > [ コメント ]で作成した「スティッ
キーノート」がスコアに表示されます。オフにすると表示されません。

* [ 表示 ] > [ バージョン間の違い ]メニュー。標準設定ではオン。 オンにすると、Sibeliusはオブジェク
トの後に色をつけてバージョン間の違いを示し、[比較 ]ウィンドウを使ってスコアを比較します
（35ページのバージョン 参照）。

* [ 表示 ] > [ マグネティックレイアウトの衝突 ]。標準設定ではオン。 オンにすると、Sibeliusは他のオ
ブジェクトと衝突したオブジェクトに赤い色をつけます（22ページのマグネティック レイアウト 
参照）。

5.24 ウィンドウ メニュー

3 つの新しいフローティング ウィンドウが Sibelius 6 へ追加されました。 [ ウィンドウ ] >[ 比較 ] は、
バージョンとスコアを比較し（35ページのバージョン 参照）、[ ウィンドウ ] > [ キーボード ]と [ ウィ
ンドウ ] > [ フレットボード ]は、それぞれピアノの鍵盤とギターのフレットボードを画面上に表示し
ます（40ページのキーボード ウィンドウとフレットボード ウィンドウ 参照）。

[ ウィンドウ ] > [ 上下に並べて表示 ]と [ 左右に並べて表示 ]が Sibeliusの Macバージョンに追加さ
れました。

[ナビゲーター ]ウィンドウの改善：

* [ナビゲーター ]は、ページが横に並べられているか縦に並べられているかを反映します（上記の
5.23 表示メニュー参照）。

* [ナビゲーター]は、非常に低い倍率でスコアの最後のページを表示するときは、ウィンドウの右側
に「空白」を表示しません。
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6.1 プラグインを使った作業

独自のプラグインの作成に興味のある方は、Sibeliusの内蔵 ManuScript言語の最新の文書をお読みく
ださい。この文書は、[ ヘルプ ] > [ ドキュメント ] > [ManuScript 言語リファレンス ]を選択すると表
示されます。 ManuScriptは Sibelius 6で大いに拡張されています。新しい機能の詳細は ManuScriptの
文書に記述されています。

6.2 臨時記号プラグイン

[ プラグイン ] > [ 臨時記号 ] > [ フラットをシャープに書き換え ]と [ シャープをフラットに書き換え ]
は、和音のすべての音符を正しく書き換えるようになりました。 

6.3 分析プラグイン

[ プラグイン ] > [ 分析 ] > [ 譜表を比較 ]は、1つの譜表で非表示になっているオブジェクト、1つの譜
表でキューサイズになっているオブジェクトの違いが分かるようになりました。

6.4 バッチ処理プラグイン

* 新しいプラグイン [プラグイン ] > [バッチ処理 ] > [Sibeliusの以前のバージョンへフォルダを変換]
は、Sibelius 6スコアのフォルダを Sibelius 5、Sibelius 4、Sibelius 3、または Sibelius 2形式でエクス
ポートします。

* 新しいプラグイン[プラグイン] > [バッチ処理] > [各譜表をオーディオとしてエクスポート]は、スコ
アの各譜表を別々のオーディオ ファイルとしてエクスポートし、他のシーケンサーや Pro Toolsな
どの DAWのプロジェクトへインポートできるようにします。

* [フォルダ内のAcorn Sibeliusファイルを変換、[フォルダ内のFinaleファイルを変換]、[フォルダ内
の SCORE ファイルを変換 ] は、すべて [ プラグイン ] > [ バッチ処理 ] サブフォルダから削除され
ました。Sibelius 6は、これらの形式へはファイルを変換しません。

6.5 コード記号プラグイン

[ プラグイン ] > [ コード記号 ] > [ コード記号の追加 ]と [ プラグイン ] > [ コード記号 ] > [ コード記号
の分数化 ]は、新しいコード記号オブジェクトを作成するために作成し直されました。

6.6 作曲ツール プラグイン

新しいプラグイン [ プラグイン ] > [ 作曲ツール ] > [ 音符または休符を挿入 ]は、音符や休符の挿入、
既存の音符、和音、休符の長さの変更や削除、適切な値に従った楽譜のシャッフルを行います。

6.7 音符と休符プラグイン

* [プラグイン] > [音符と休符] > [Boomwhackerの音符の配色]は、［音高スペクトル］機能を使わなく
なりました。その代わりにスコアの音符に直接色をつけます。 このプラグインは、1つの音符にの
み正しく色をつけます。このプラグインを和音に対して実行すると、和音のすべての音符が同じ
色になってしまいます。

* [プラグイン] > [音符と休符] > [アーティキュレーションとスラーをコピー]は、通常のアーティキュ
レーションに加えてスクープ、フォール、ドゥイット、プロップをコピーします。

6.8 その他プラグイン

* [プラグイン] > [その他] > [小節の分割]がアップデートされました。 小節が分割される位置で、どの
小節線を使うかを選択できるようになりました（標準設定では非表示）。

* 新しいプラグイン [ プラグイン ] > [ その他 ] > [ 小節を併合 ]は、[ 小節の分割 ]の逆の作用をします。
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6.10 校正プラグイン

* 新しいプラグイン[プラグイン] > [校正] > [第1類対旋律をチェック]は、FuxのGradus ad Parnassum
の規則に従って、第 1類（2声部、音符対音符）対旋律の誤りをチェックします。

* 新しいプラグイン[プラグイン] > [校正] > [余分をチェック]は、連続した同一の音部記号、拍子記号、
楽器変更、調号、リハーサルマークをチェックし、非表示または削除します。

6.11 記譜の簡略化プラグイン

* [ プラグイン ] > [ 記譜の簡略化 ] > [ 休符の削除 ]は、エラーを起こさなくなりました。 

* [ プラグイン ] > [ 記譜の簡略化 ] > [ パフォーマンスの再表記 ]は、アウフタクト（弱起）小節で始まる
スコアでも正しく作用するようになりました。 

6.12 テキスト プラグイン

* 新しいプラグイン[プラグイン] > [テキスト] > [ライブプレイバックから強弱記号を追加]は、音符の
ライブプレイバックのベロシティをもとに適切な発想記号テキストを自動で追加します。

* [プラグイン] > [テキスト] > [テキストを検索し置換]がアップデートされました。 同じ文字列内で同
じテキストが複数回置換されても正しく動作するようになりました。複数行のテキスト オブジェ
クトでは改行を維持します（太字、斜体、下線などの書式は失われます）。また、変更したテキス
トをハイライトするときの色を選択できます。

* [プラグイン] > [テキスト] > [小節番号]は、より多くのオプションと共に改善され、必要に応じてリ
ハーサルマークと特別な小節線で番号を付け直すことができるようになりました。

6.13 変換プラグイン

* 新しいサブメニュー[プラグイン] > [変換]には、旋律のデータを変更するための便利なツールとな
る 9つの新しいプラグインがあります。

% 増音程： 選択範囲の連続した音符の音程を指定した値で増やします。

% 減音程： 選択範囲の連続した音符の音程を指定した値で減らします。

% 音高を不規則化： 選択範囲内の音高を、不規則に生成された新しい音高で置き換えます。

% 音高を逆行： 音符の長さを変更しないで音高の順序が反転される（最後の音高が最初の音高に
なり、最後から 2 番目の音高が最初から 2 番目の音高に、となる）よう、選択範囲を書き換え
ます。

% リズムを逆行： 音符の音高を変更しないでリズムの順序が反転される（最後の長さが最初の長
さになり、最後から 2 番目の長さが最初から 2 番目の長さに、となる）よう、選択範囲を書き
換えます。

% リズムと音高を逆行： 音高とリズムの両方の順序が反転されるよう、選択範囲を書き換えます。

% リズムを循環： 音符の音高を変更しないで音符の長さが 1音符分右へずれる（最後の音符の長さ
が最初の音符長さになり、最初の音符の長さが最初から 2 番目の長さに、となる）よう、選択
範囲を書き換えます。

% リズムと音高を循環： 音符の長さと音高の両方が 1 音符分右へずれる（最後の音符が最初の音
符になり、最初の音符が最初から 2 番目の音符に、となる）よう、選択範囲を書き換えます。

% 音高をシャッフル： 音符の音高が不規則に再配置され、新しい音高を使用しないで旋律が不規
則に変化するよう、選択範囲を書き換えます。

これらのプラグインのすべては選択したパッセージに対して実行され、そのほとんどはダイアロ
グを表示しません。ダイアログを表示するプラグインも、最初に実行するときだけダイアログを
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表示し、その後は表示しません。 これらは、選択範囲に対して繰り返して実行できるように設計さ
れているからです。 リズムを変更するプラグインでは、連音符は 1 つの完全な構成単位として移動
され、装飾音符はそれらが添付されている通常の音符に合わせて移動されます。

* [音符と休符]サブメニューの[音価の2倍化]と[音価の半化]、[作曲ツール]サブメニューの[反行]、[
音高マッピング ]、[ 逆行 ]、[ 音階の変換 ]は、[ 変換 ]プラグインへまとめられました。

* [プラグイン] > [変換] >[逆行]は、不完全な小節で開始または終了する選択範囲で実行できるよう改
善されました。

7.1 パート譜での作業

複数の声部と多くの小節を持つスコアのパート譜の作成は、声部が 1 つの場合と同じ速さになりま
した。 

7.3 複数のパートの外観

1つまたは複数のパートを選択した状態で [パート ]ウィンドウの [ 複数のパートの外観 ]ボタンを
クリックしたときに表示されるメッセージが変わり、[ 次回からは表示しない ]チェックボックスが
追加されました。

7.4 パート譜の作成

* [ レイアウト ] > [ ブレーク ] > [ 大譜表の分割 ]（コーダの前の間隔など）は、ダイナミック パートを作
成したときも正しく維持されます。 

* ページ番号の変更は、ダイナミック パートを別々のファイルとして作成したときも失われません。 

8.6 ドキュメント セットアップ

[ ファイル ] > [ 環境設定 ]（Macでは Sibeliusメニュー）の [ ファイル ]ページに新しいオプションが
追加され、新規スコアを作成するときや MIDI、PhotoScore、MusicXMLのファイルをインポートする
ときの用紙サイズ [ ヨーロッパ サイズ（A4、A3 など）]または [US サイズ（レター、タブロイドな
ど）]が選択できます。

8.8 ハウス スタイル

[ ハウススタイル ] > [ ハウススタイルのインポート ]で選択できる要素が増え、便利な [ すべて選択
解除 ]ボタンと [ すべて選択 ]ボタンが追加されました。

8.9 音符間隔

[ ハウススタイル ] > [ 音符間隔ルール ]の新しいオプション：

* 空白の小節を固定したスペース数にするか（Sibeliusの以前のバージョンと同じ）、またはリズムに
合わせた長さにするか（一部の浄書家が好む）を選択できるようになりました。 この新しい設定に
するには、[ 空白小節の幅は拍子記号によって決まる ]ラジオボタンを選択します（新規スコアで
は標準設定で選択されています）。

* 新しいオプション[コードの間の最小間隔 n スペース]。標準設定では1スペース。 Sibeliusが楽譜の間
隔を調整するときは、これがコード記号間の最小の距離となります。

* 新しいオプション [ アルペジオの前 n スペース ]。標準設定では 0.5スペース。音符に付けられたア
ルペジオラインの前の最小の距離を指定します。（上記の 2.2 アルペジオ参照）。

[ レイアウト ] > [ 音符間隔をリセット ]は、平均して Sibelius 5の 2倍の速さになりました。

音符の周りの括弧の間隔は、複数の声部の音符の臨時記号を正しく考慮するようになりました。 
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8.10 譜表間隔

新しい機能 [ レイアウト ] > [ 譜表の間隔を最適化 ]は、譜表の上または下のアイテムが衝突しないよ
うに譜表間の間隔を調整します。 Sibelius が譜表の間隔を調整するときの最小の水平方向と垂直方向
の距離は、[ ハウススタイル ] > [ 記譜ルール ]の [ 譜表 ]ページで設定します。

その他の新しいコントロールが [ ハウススタイル ] > [ 記譜ルール ]の [ 譜表 ]ページにあります。

* [n スペース余分に、譜表のグループ間 ]は、括弧または大括弧で結ばれた一番下の譜表とその下の
譜表との間隔を余分に空けます。

* [n スペース余分に、ボーカル譜表の下（歌詞用）]は、ボーカルの譜表とその下のとの間隔を余分
に空けます。 この値が適用されるかどうかは、その譜表の楽器タイプの [ ボーカルの譜表 ] オプ
ションがオンになっているかどうかで決まります（下記の 8.14 楽器の編集参照）。

* [n スペース余分に、大譜表オブジェクトの位置用 ]は、テンポテキストなどが上の譜表に衝突しな
いよう [ ハウススタイル ] > [ 大譜表オブジェクトの位置 ]で選択した譜表の上の間隔を余分に空け
ます。 これはスコアの一番上の譜表（譜表オブジェクトを表示する譜表だが通常は何も衝突しな
い）には作用しません。

* [ 大譜表楽器の両方の譜表を位置調整 ]は、同じ楽器へ属する、括弧が付いた 2つ（またはそれ以上）
の譜表（ピアノ譜など）間の距離を、垂直方向の位置調整の対象にするかどうかを決めます。

* [ 複譜表楽器のすべての譜表を位置調整 ]は、同じ楽器へ属する譜表（Flute (a)、Flute (b)、Flute (c)な
ど）間の距離を、垂直方向の位置調整の対象にするかどうかを決めます。

Sibelius 6 のスコアを Sibelius 5 以前の形式へエクスポートしたときは、「n スペース余分に～」オプ
ションで設定した譜表の間隔が維持されますが、[ ～を位置調整 ]チェックボックスで設定した譜表
の間隔の変更は、これらのオプションのいずれかがオフになっていると維持されません。

初めて譜表を垂直方向に移動したとき、または [ レイアウト ] > [ 譜表上部スペースをリセット ]を実
行した直後に、譜表が必要以上に下へジャンプすることがなくなりました。 

8.11 音楽フォント

以下のとおり、コード記号のフォントが改善されました。

* 変化記号が重なった様々な新しい組み合わせのコード記号に対応するために、新しい文字が Opus
Chords、Opus PlainChords、Opus Chords Sans、Opus Chords Sans Condensed、Inkpen2 Chords、Reprise
Chordsへ追加されました。

* Reprise Chordsgフォントへダブルシャープが追加されました。

* Opus Chords、Opus Chords Sans、Opus Chords Sans Condensed、Inkpen2 Chords、Reprise Chordsの
上付きの大文字の Mの大きさが小さくなり、ベースラインの小さな大文字の Mと同じになりまし
た。

* コード記号のフォントの様々な文字の間隔が改善されました。Reprise Chordsの「OMIT」の後の余
分な間隔の削除、すべてのコード記号のフォントにおける 3 つ重なった臨時記号の整列、すべて
のコード記号のフォントにおける大文字の「SUS」の間隔などです。

Reprise Specialのスクープとフォールの記号の形が改善されました。

8.12 標準設定の位置

[ ハウススタイル ] > [ 標準設定の位置 ]の新しいオプション [ ボーカルの譜表では異なる標準設定の
位置 ]は、発想記号テキストやヘアピンなどのオブジェクトをボーカル譜表では譜表の上へ、他の楽
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器では譜表の下へ表示します。 これは、新しいオプション [ ボーカルの譜表 ]をオンにした楽器へ適
用されます （下記の 8.14 楽器の編集参照）。

8.14 楽器の編集

[ 新規の楽器 / 楽器の編集 ]ダイアログの新しいオプション：

* [ボーカルの譜表]チェックボックス： このオプションをオンにした楽器タイプでは、Sibeliusは歌詞
を配置するための余分の間隔を譜表の下に空け（上記の 8.10 譜表間隔参照）、発想記号テキストと
ヘアピンを譜表の上に配置します（上記の 8.12 標準設定の位置参照）。

* [ 調弦に使うタブ楽器 ]オプション 楽器の上に表示するコード ダイアグラムに、どのギタータブ楽
器を使うかを指定します（42ページのコード記号 参照）。 標準設定では、すべての楽器が一般的な
チューニングの 6 弦のギターとしてコードダイアグラムを表示します。別のチューニングを使う
様々なフレット楽器は、それぞれの楽器用のコード ダイアグラムを表示するよう設定します。

すでにスコアで使っている楽器を編集するときに表示されるメッセージが、[ はい ]/[ いいえ ]/[ 次回
から表示しない ]メッセージボックスになりました。

8.15 ラインの編集

* ラインを選択して[ハウススタイル] > [ラインの編集]を選択すると、[ラインの編集]ダイアログでは
そのライン スタイルが選択された状態になります。

* [スタート]の下の[テキスト]ラジオボタンをクリックすると表示される[テキスト]ダイアログのテ
キスト スタイルのリストがアルファベット順になりました（Macのみ）。 

8.16 符頭の編集

[ ハウススタイル ] > [ 符頭の編集 ]ダイアログで矢印キーとマウスのスロール ホイールが正しく動作
するようになりました（Macのみ）。

8.17 シンボルの編集

* [ハウススタイル] > [シンボルの編集]のグリッドを矢印キーで上下に移動できるようになりました
（上記の 2.31 シンボル参照）。

* [ハウススタイル] > [シンボルの編集]で記号を選択せずに[削除]をクリックしてもSibeliusはクラッ
シュしなくなりました。 

9.5 MIDIファイルを開く

* 不適切な拍子記号を持つ MIDIファイルを開いても、Sibeliusはフリーズしなくなりました。

* [MIDIファイルを開く]の[メトロノーム記号を表示]をオフにしたとき、MIDIファイルのテンポ変更
は、チルダ（̃）に続く通常のメトロノーム記号としてではなく、非表示のメトロノーム記号とし
てインポートされるようになりました。

* 3,000小節以上ある MIDIファイルも正しくインポートできるようになりました。

9.6 MusicXMLファイルを開く

* MusicXML 2.0ファイルは、W3CのXMLスキーマ定義に対応しました。 Sibeliusは、引き続きDTDにも
対応します。
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* MusicXML ファイルから破線と点線のスラーをインポートできるようになりました。 スラーの配置
と方向のパラメータはインポートされません。 MusicXML ファイルからインポートしたスラーは
Sibeliusの標準設定の配置ルールに従います。

* n 番括弧の様々な線が正しくインポートできるようになりました。 MusicXML ファイルが指定する
括弧が Sibeliusにない場合は、その括弧の形と動作に合わせて新しいラインスタイルが作成されま
す。

* セーニョ、コーダ、D.C. や D.S.のジャンプなど複雑なリピート構造が MusicXMLファイルからイン
ポートできるようになりました。 MusicXMLファイルのリピートイベントを検知すると、Sibeliusは
MusicXMLファイルが指定する形をそのまま再生成するのではなく、再生を正しく行うために必要
なテキストまたはシンボルを使用します。

* ブレスマークと中間休止シンボルがインポートされるようになりました。

* アーティキュレーションのスクープ、プロップ、ドゥイット、フォールがインポートされるよう
になりました。

* アーティキュレーションの上げ弓、下げ弓がインポートされるようになりました。

* ギターのベンド、ハンマーオン、プルオフがインポートされるようになりました。

* ペダルライン（ピアノなど）がインポートされるようになりました。

* 4分音の臨時記号がインポートされるようになりました。

* 色のついたオブジェクトがインポートされるようになりました。

* アルペジオラインがインポートされるようになりました。

* 羽根付き連桁がインポートされるようになりました。

* テンポの指示などの大譜表のマークが改良されました。

* Sibeliusは、複数のページで繰り返されるページ番号を探し、可能であればページごとに別々のヘッ
ダーテキストオブジェクトを作成する代わりにページ番号のワイルドカードを使った 1 つのヘッ
ダーテキストオブジェクトを作成します。

* その他の指示テキスト（通常は印刷しない）は、コメントとしてインポートされます。

* 括弧、副括弧、大括弧、小節線のグルーピングがインポートされます。

* テキストオブジェクトのテキスト形式の変更（太字や斜体への変更など）がインポートされるよ
うになりました。

* MusicXMLファイルをインポートするときに、メリスマ様式の音節上の歌詞ラインが正しい長さで
作成されるようになりました。

* アウフタクト（弱起）小節が MusicXMファイルから正しい長さでインポートされるようになりまし
た。

* 音符のない位置にコード記号がある MusicXMLファイルからコード記号をインポートするとき、そ
の水平方向の位置が改良されました。

* インターネットに接続していないときも MusicXML ファイルを開くことができるようになりまし
た。

* 複雑な複数の声部の場合は、最も高い音高が上向きの符尾を持つ声部を使い、最も低い音高が上
向きの符尾を持つ声部を使うものとして、Sibeliusが適切な声部を選択します。

* オクターブライン（8va）がインポートされるようになりました。

* 場合によってはメトロノーム記号を含むMusicXMLファイルをインポートできない問題が解決され
ました。 
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9.7 以前のバージョンのスコアを開く

Sibeliusの以前のバージョンで作成したスコアを開くときに表示される [ スコアをアップデート ]ダ
イアログには様々な新しいオプションがあります（マグネティック レイアウトをオンにする、既存
のコード記号テキストを新しいコード記号オブジェクトに変換する、カスタム連桁を維持するな
ど）。

Sibelius の以前のバージョンで作成したスコアに対するオプションの詳細については、『Sibelius リ
ファレンス』のこのトピックをお読みください。

9.8 グラフィックのエクスポート

* [ファイル] > [エクスポート] > [グラフィック]の新しいチェックボックス[アンチエイリアス]は、エ
クスポートしたカラーまたはグレースケールのビットマップのグラフィックにアンチエイリアス
を適用するかどうかを決めます。

* EPSファイルをエクスポートするとき、スコアで使用している TIFFファイルが 8ビットのグレース
ケールの画像の場合は、[ カラーのオブジェクトを含める ] をオフにしてください。 このオプショ
ンをオンにすると、使用している TIFF ファイルが白黒またはグレースケールであっても、すべて
24ビットのカラー画像としてエクスポートされます。

* ページ全体のビットマップ画像を 600dpi以上の高解像度でエクスポートできるようになりました
（Windowsのみ）。

* グラフィックをエクスポートするとき、コピー＆ペーストと [ ファイル ] > [ エクスポート ] > [ グラ
フィック ]のどちらでもページ番号のワイルドカードが正しく置き換えられるようになりました。

9.9 MIDIファイルのエクスポート

* [MIDIファイルのエクスポート]ダイアログの新しいオプション[ミュートされた楽器を無視]。標準
設定ではオン。 オンにすると、Sibeliusは MIDIファイルをエクスポートするときに [ミキサー ]で
ミュートされた楽器を無視します。オフにすると、Sibelius はスコアのすべての楽器を MIDI ファ
イルへエクスポートします。

* MIDI ファイルをエクスポートの新しいチェックボックス [ 弱起小節を休符を加えた完全な小節と
してエクスポート ]は、標準設定でオンになっています。 この設定では、スコアの始めにあるアウ
フタクト（弱起）小節が、休符を加えた完全な小節としてエクスポートされます。 しかし、Sibelius
からエクスポートしたMIDIファイルを ReWire同期のためシーケンサーや DAWでテンポトラック
として使用する場合は、アウフタクト小節を拍子記号の異なる短い小節としてエクスポートした
方が便利です。 その場合は、このオプションをオフにしてください。
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付録 A： Sibelius5.2.5までの改良
以下は Sibelius5.2.5までの最も重要な改良を一覧にしたものです。一般に、バグ修正はこの一覧には
記述されていません。

改良には追加先のバージョンごとに（v2）、（v3）、（v4）、(v5) などと注記されています。Sibelius 1.x
からのアップグレードの場合は、Sibelius 6の新機能以外に、Sibelius 2、Sibelius 3、Sibelius 4 で追加
された 800以上の改良も導入されています。

詳しくは、『Sibelius リファレンス』の該当箇所を参照してください。

機能 改良

臨時記号 和音での臨時記号の配置を改良しました（v2）。臨時記号の非表示機能を追加
しました（v3）。

アレンジ
（Arrange™）

楽譜を 140 以上のスタイルが用意された（「エクスプロード（拡散）」と「リダ
クション（要約）」を含む）楽器の組み合わせに適切にコピーすることで、ア
レンジやオーケストレーションの時間の短縮を実現しました。また、独自の
楽譜を作成できます（v2）。

アーティキュレー
ション

反転が可能。アーティキュレーションは音符の符尾側に自動配置され、その
場合は符尾の中央に配置されます（v2）。

小節線 古楽の小節線（譜表の小節線の間、ティック、ショート）と標準設定の小節
線タイプを設定するオプションを含んでいます（v2）。

小節番号 小節番号は複雑な構成で変化 (v5)。小節番号用に記譜ルールを拡張 (v5)。マル
チレストはその下に小節番号の範囲を示し、小節番号はどんな距離間でもド
ラッグできます。また、小節番号は、そのテキストスタイルの水平位置オプ
ションを考慮した上で設定されます（v4）。

連桁 休符を越える連桁、連音符の連桁、連桁グループの編集などの連桁の処理機
能がさらにパワーアップ（v3）。連桁の位置（オプティカル）のアルゴリズ
ム、改行や改ページをまたぐ連桁、分断された連桁の方向の反転、フランス
式連桁機能が改良されました（v4）。

括弧と大括弧 大譜表の左側に小節線がない場合には、括弧と大括弧は非表示になります
（v3）。

ブレーク 簡単な空白ページと特殊な改ページを使った余白の変更 (v5)。作成されたパー
ト譜では、休符のあとで自動ページの自動改ページが行われます（v3）。

コードダイアグラ
ム

コードダイアグラム（ギターフレーム）は移調し、ライブラリに保存して簡
単に共有できます（v3）。また、その上下に運指を表示できます（v4）。

コード記号 Inkpen2 Chords と Opus Chords、新しい Opus Roman Chords および Opus 
Japanese Chords フォントには新しい文字が含まれています（v4）。

音部記号 スコアが実音と移調にあるとき異なる音部記号を表示 (v5)。

カラー スコア内のたいていのオブジェクトのカラーを変更します（v3）。

キュー マウスクリック 1回で楽器のパート譜用のキューを作成 (v5)。

表示設定 新しい表示スムージングオプションを含んでいます（v3）。多数の高品質な背
景テクスチャー（デスクトップや紙の色）により作業環境がより快適になり
ました（v2）。 
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ドキュメントセッ
トアップ

左ページと右ページにそれぞれ余白が設けられました。新しい「譜表の余白」
機能により、楽器名に関連する譜表の位置を特定できます（v2）。新しい標準
ページサイズをパート譜用に作成しました（v4）。最初のページと次のページ
で異なる譜表の余白 (v5)。

ダイナミックパー
ト

楽器パート譜はフルスコアと同じファイルに保存されます。スコア内の変更
はパート譜に自動的に反映されます（逆も同様）。すべてのパート譜を自動的
に印刷します。新規［自動レイアウト］ダイアログには自動改行と自動改
ページ機能が含まれています（v4）。

テキストスタイル
の編集

新しい［すべてのフォントを編集］ダイアログを使って、スコア内で使用す
るフォントをすばやく変更できます（v3）。

オーディオのエク
スポート

スコア内のデジタルオーディオファイルを保存し、CD に直接書き込む準備が
できます（v3）。

グラフィックファ
イルのエクスポー
ト

PNGグラフィックをエクスポート (v5)。グラフィックを他のアプリケーション
にコピー &貼り付けします（v4）。フォントを ESP ファイルに埋め込み、選択
したプログラムに最も適したエクスポートフォーマットを自動的に選択でき
ます（v2）。

MIDIファイルのエ
クスポート

タイプ 1またはタイプ 2の MIDIファイルをエクスポート (v5)。ティックの分
解能を変更 (v5)。

ファイル プログラムの初回起動時に、新しい［クイックスタート］ダイアログが表示
されます（v3）。新しいスコアダイアログを使って、わずか 5 ステップでスコ
アを作成できます（v3）。Sibelius 2、Sibelius 3、G7、Sibelius Student フォー
マットでスコアをエクスポートできます（v4）。

フィルターと検索 新しい［詳細フィルター］ダイアログや［検索 /次を検索］ダイアログ、およ
び多数の新しい「クイックフィルター」機能を追加しました（v2）。新しい
「クイックフィルター」(v5)。

フレキシタイム 楽譜を 2 つの声部に自動的に分割します。スタッカートやテヌート用にユー
ザー指定可能なしきい値を持ちます（v3）。

譜表にフォーカス 表示したくない譜表をすべて非表示にし（音符が含まれている場合でも）、作
業したい譜表だけを表示します（v3）。

ギタータブ ベンドやスライドなどのギタータブ記号を総括的にサポート（およびそれを
再生）。キーボードを使った新しいタブ入力方法、新しいタブ譜表タイプ、タ
ブ内の符尾の長さを設定するための新しいオプションを含んでいます（v2）。

オブジェクトの非
表示

スコア内のたいていのオブジェクトを非表示にできます。たとえば、非表示
のキューを使ってスコアを書き込んだ場合は、作成したパート譜で再表示さ
れます（v2）。

ハイライト 蛍光ペンで楽譜に書き込みを行います（v2）。

ハウススタイル
（House Style™）

新しい［ハウススタイル］メニューにはスコアの外観の調整に必要なすべて
の設定が含まれています（v2）。多くの場合でハウススタイルは用意されてお
り、中には異なるテキストフォントを使用するものもあります（v4）。

アイデア 楽譜の抜粋をキャプチャー、タグ付け、再利用できます。2,000以上の作成済
みのアイデアが付属しています (v5)。

グラフィックをイ
ンポートする

カラーとモノクロームの TIFF グラフィックをインポートします（v2）。

入力デバイス M-Audioキーボードのつまみ、フェーダー、ボタンに対応 (v5)。

機能 改良
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楽器 楽器の重奏を簡単にする楽器変更機能 (v5)。独自の楽器の作成 (v5)。600以上
の異なる楽器に対応 (v5)。各楽器には「一般奏者用」音域と「プロ奏者用」音
域の 2 種類の音域があり、赤色の 2 つの濃淡レベルで表示しています（v2）。 
楽器ダイアログを使うと、譜表を作成後に並べ替えることができます（v3）。

インターネット出
版

Mac の Scorch にはテンポスライダが付いています（v4）。Scorch には高度な再
生機能とグラフィックのカラー印刷機能が搭載されています（v2）。サイトを
訪れた人が Scorch を使って自分のスコアを印刷して保存できるかどうかを選
択できます（v2）。

キーボードショー
トカット

合計 200 以上のキーボードショートカットが用意されているため、マウスを使
わずにたいていの作業ができるようになりました。 独自のキーボードショート
カットを作成したり、不要な機能を無効にしたりできます（v3）。

調号 別の譜表にそれぞれ異なる調号を入力できます（v2）。

Kontakt Player Sibelius には、高品質な再生機能を提供する Native Instruments のソフトウェア
サンプル再生デバイスが含まれています（v3）。Sibelius Sounds には、追加の
サウンドライブラリも幅広く用意されています（別売）（v4）。

ライン 個々のヘアピンの開口部の調整 (v5)。rit./accel. の再生用の新しい大譜表ライ
ン（v2）。

ライブプレイバッ
ク

フレキシタイムから入力、または MIDI ファイルからインポートした楽譜のタ
イミングと強弱を正確に再現することで、パフォーマンスの微調整を行うこ
とができます（v3）。

歌詞 歌詞の自動ハイフネーション (v5)。テキストファイルからの歌詞の自動割当
(v5)。歌詞を他のプログラム（ワードプロセッサなど）にコピー &貼り付けし
たり、あるいは他のプログラムにコピー &貼り付けします（v2）。 歌詞の間隔
と日中韓文字の言語の歌詞用に新しいオプションが設けられています（v3）。

ManuScript 言語 内蔵 ManuScript プログラム言語に多数の改良が加えられました。

譜面用紙 60 以上のあらかじめ定義されている譜面用紙が用意されています。

メニューとショー
トカット

Sibelius Coloured Keyboard（色付きキーボード）とノートブック（ラップトッ
プ）コンピュータ用に新たにキーボードショートカットを用意しました
（v4）。

ミキサー サイズ変更可能なミキサーウィンドウはサウンドダイアログを置き換えるた
め、再生をリアルタイムで調整できます（v2）。

マルチレスト マルチレストが長いほど水平方向の幅も広がります（v4）。

音楽フォント 新しい手書きフォント Reprise(v5)。前衛と古楽のフォントを大量に追加 (v5)。
Helsinki 音楽フォントを新たに追加しました（v4）。Opus Metronome および 
Opus Figured Bass フォントを新たに追加しました（v4）。古い Inkpen フォント
に代わって、Inkpen2 音楽フォントを新たに追加しました（v2）。

符頭 無音および符尾なしの符頭など新しい 30の標準設定の符頭タイプ（v5）。

機能 改良
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音符の入力 カーソルは音符の入力時の位置を示します。コンピュータのキーボードを
使って音符を入力するときに、テキスト、調号、和音などを作成します。複
数コピー機能を使って、強弱記号をバンド /オーケストラの各譜表にコピーし
たり、または小節にオスティナートパターンを挿入します（v2）。 「シャドー
音符」は作成しようとする音符の声高を示し、音符はマウスを使って空白の
小節内の任意の位置に作成できます。 声高の再入力機能が改良されたおかげ
で、既存の音符を再入力せずにその声高を変更できます（v3）。 Sibelius では、
音符の入力および編集時に、画面が頻繁に移動することはあまりありません
（v4）。

音符間隔 音符間隔（オプティカル）を取ることで衝突を避け、連音符間隔などをうま
く調節できます（v3）。

MIDI ファイルを開
く

マーカーをヒットポイントとしてインポートします（v4）。連音符の認識機能
が改良されました（v4）。

MusicXML ファイル
を開く

Finaleまたはその他の音楽アプリケーションで作成された MusicXMLファイル
をインポートします（v4）。

ページ番号 複雑なページ番号構成に対応したページ番号の変更 (v5)。ページ番号はページ
余白の代わりに譜表の余白に揃えることができるようになりました（v3）。

パノラマ スコアを 1つの大譜表として無限の幅の用紙に表示 (v5)。

パーカッション 新しいバズロール（符尾上の Z 記号）オプションにより、拍子なしのトレモロ
として再生を行います（v4）。

パフォーマンス 新しいルバートとリズミックフィーの再生オプションにより、よりリアルな
音で再生します（v2）。

再生 rits.、accels.、グリッサンド、ギターベンド、スライドを再生します（v2）。
複雑なリピート（D.C.、D.S.、Coda など）やメトリックモジュレーションなど
を再生します（v3）。新しい再生ウィンドウには高度な移調管理機能が搭載さ
れています（v4）。VSTや Audio Unitのバーチャルインストゥルメントに対応
(v5)。

再生辞書 再生辞書の拡張、スコアのすべてのオブジェクトの最適な再生を可能にしま
した (v5)。

プラグイン コード記号の音符化（v3）、アーティキュレーションとスラーをコピー（v4）、
簡単な和音を追加（v4）、オブジェクトに解析（v4）、エクスプロード /リダク
ション (v5)、パフォーマンスの再記譜 (v5)、一連の連音符プラグイン (v5)な
ど、80 を超える新しいプラグインが内蔵されています。

印刷 フッターに日付と時刻を印刷します。2 面割付け印刷モードを新たに搭載
（v4）。

プロパティ 新しいプロパティウィンドウには 6 つの折りたたみ可能なパネルが含まれてお
り、このパネルを使ってオブジェクトを個々または一度に調整できます
（v2）。

リハーサルマーク リハーサルマークのカスタムの接頭辞と接尾辞に対応 (v5)。

スキャニング PhotoScore Lite は同じ譜表上の 2 つの声部を読み取り、移調スコアの処理とギ
タータブの読み取り作業を行います（v3）。また、すべてのページを自動的に
スキャンして読み取ることもできます（v4）。PDFファイルを読むこともでき
ます (v5)。

Sibelius リファレン
ス

ユーザーガイドの内容を表示するには、画面上の［ヘルプ］> ［Sibelius リファ
レンス］を参照してください（v4）。

機能 改良
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サウンドセット 総合的なサウンドセットエディターにより、ユーザーは非対応の MIDI デバイ
ス用のサウンドセットを作成できます（v3）。

譜表間隔 ［譜表の整列］ダイアログではスコア全体にわたって譜表の位置を正確に設定
できます。［譜表のルーラー］は譜表間の距離を表示します。譜表を移動する
にはキーボードショートカットを使用できます（v2）。

譜表 Sibelius では、1 つまたは複数の譜表が大譜表内で非表示になっている部分に
は青色の破線が表示されます。 大譜表は右側からインデントすることができる
ようになりました（v3）。

シンボル 180以上の新しいシンボルを追加 (v5)。シンボルは譜表だけでなく大譜表にも
付けることができます（v3）。

テキスト テキストには譜表サイズに関係なく一定のサイズを設定できるようになりま
した。新しいワイルドカード機能を使うと、［ファイル］> ［スコア情報］の値
を、スコアのテキストオブジェクトに自動的に代用できます。また、用語メ
ニューも改良され、数字付き低音にも完全対応（v4）。用語メニューの表示サ
イズ変更 (v5)。キューサイズのテキスト作成 (v5)。新しい空白ページのテキス
トスタイル (v5)。

タイ タイ（オプティカル）は標準設定ではきれいな形のタイになります。タイの
終点は任意の距離までドラッグできます（v4）。

タイムコード 再生時はツールバーのテンポとタイムコードの値が表示されます。スコアの
演奏時間を計算し、最後にその情報を印刷します。各小節線の上にタイム
コードをさまざまなフォーマットで書き込みます（v2）。リピートを考慮に入
れます（v3）。新しいフレームレートを追加しました（v4）。タイムコードと
ヒットポイント専用のテキストスタイルを用意しました（v4）。

移調 調および音程による移調 (v5)。

トレモロ トレモロの外観を決めるハウススタイルオプションを含んでいます（v2）。ト
レモロを再生するかどうかを決めるプロパティオプションを含んでいます
（v4）。

3 連符とその他の
連音符

スラーのように適切に配置された「マグネティック」3 連符（v2）。

チュートリアルビ
デオ

20 のビデオに目と通すことで、Sibelius の主な機能をすべて理解することがで
きます（v4）。

ビデオ ビデオをスコアに追加し、同期再生することで、楽譜を画像に書き込むこと
ができます（v4）。

表示メニュー 声部に応じて音符を色付けしたり、または実音ピッチに応じて音符を色付け
する（「声高スペクトル」）といった、新しい音符のカラーオプションを含ん
でいます（v2）。

ウィンドウメ
ニュー

新しい［ウィンドウ］> ［ツールウィンドウを非表示］オプションと、ツール
ウィンドウ用のツールバーボタンを新たに追加しました（v4）。

ワークシートクリ
エーター

ワークシートクリエータからは 1700 の既成のワークシート、プロジェクト、
練習問題、曲、楽器、ポスター、参考資料など、その他多くのリソースを選
択することができます（v4）。

機能 改良
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付録 B： メニューの変更
新規メニューアイテムを除く、Sibelius 5から Sibelius 6へのメインメニューの変更は以下のとおりで
す。

* Sibelius 6には音高スペクトル機能がないため、[表示] > [音符カラー] > [音高スペクトラム]は削除さ
れました。

* [作成] > [コードダイアグラム]が[作成] > [コード記号]になりました（[作成] > [テキスト] > [コード記
号 ]は削除されました。）

* S型スラーは通常のスラーを使って作成されるようになったため、[作成] > [その他] > [複円弧スラー
]は削除されました。

Sibelius 4から Sibelius 5への主なメニュー変更：

* [作成] > [その他] > [譜表タイプの変更]と[移調の変更] は[作成] > [その他] > [楽器変更]に置き換えら
れました。

* [再生]メニューの様々なのオプションが削除され、入力デバイスの設定は [ファイル] > [環境設定]
（Macでは Sibeliusメニュー）の新しい [ 入力デバイス ]ページへ移動しました。

* [ レイアウト ] > [ 譜表にフォーカス ]は [ 表示 ]は表示メニューへ移動しました。

* [ レイアウト ] > [ 楽器と譜表 ]は [ 作成 ] > [ 楽器 ]に戻りました。

Sibelius 3から Sibelius 4への主なメニュー変更：

* Sibelius 4には単一のマルチページ［ファイル］> ［環境設定］ダイアログ（Macでは［Sibelius］メ
ニュー）ができ、［表示］> ［スムージング］や［表示］> ［テクスチャー］など、旧バージョンの
他の多くのダイアログ、およびさまざまな新しいオプションが 1つにまとめられました。

* ファイルをエクスポートするすべての操作（以前のバージョンの Sibelius や MIDI ファイル、グラ
フィックファイルとして保存するなど）を、［ファイル］> ［名前を付けて保存］ではなく、［ファイ
ル］> ［エクスポート］を通じて行うようになりました。

*［ハウススタイル］> ［マルチレストを使用する］は［レイアウト］> ［自動レイアウト］ダイアロ
グに移動しました。ただし、Ctrl+Shift+M または xXM のショートカットは従来どおり使用でき
ます。

Sibelius 2から Sibelius 3への主なメニュー変更：

* 最近作業したファイルの一覧は［ファイル］> ［最近使ったファイルを開く］サブメニューに移動
し、ファイル数も 10個に増えました。

*［作成］メニューが簡略化され、使用頻度の低いアイテムは［作成］> ［その他］サブメニューに移
動しました。

Sibelius 1.xから Sibelius 2への主なメニュー変更：

* フレキシタイムが［音符］メニューに移動しました。

* エスプレッシーボ、スイング、リバーブは、［再生］> ［パフォーマンス］ダイアログに移動しました。

*［表示］メニューのいくつかのアイテムが［ウィンドウ］メニューに移動しました。

* [ファイル] > [ハウススタイル]ダイアログの名前が[記譜ルール]になり、スコアのハウススタイルの
あらゆる面を編集する新機能と共に新しい [ ハウススタイル ]メニューへ移動しました。
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付録 C： キーボードショートカット
以下に説明するように、Sibelius 6 には多数の新しいショートカットと、変更された既存のショート
カットがあります。

新しいキーボードショートカット
以下は Sibelius 6 の新しいキーボードショートカットの一覧表です。

機能 Windows ショート
カット

Mac ショートカット

[ 編集 ] > [ コード記号 ] > [ コードテキストを変更 ] Ctrl+Shift+K xXK

［作成］> ［コメント］ Shift+Alt+C xzC

［作成］> ［その他］> ［楽器変更］ Ctrl+Shift+Alt+I xzXI

[ ウィンドウ ] > [ 比較 ] Ctrl+Alt+C zXC

[ ウィンドウ ] > [ キーボード ] Ctrl+Alt+B zXB

[ ウィンドウ ] > [ フレットボード ] Ctrl+Alt+E zXE

QWERTYモード切り替え（キーボードウィンドウ用） Shift+Alt+Q xzQ

QWERTYモード、オクターブ上 X X

QWERTYモード、オクターブ下 Z Z

QWERTYモード、C A A

QWERTYモード、C#/Db W W

QWERTYモード、D S S

QWERTYモード、D#/Eb E E

QWERTYモード、E D D

QWERTYモード、F F F

QWERTYモード、F#/Gb T T

QWERTYモード、G G G

QWERTYモード、G#/Ab Y Y

QWERTYモード、A H H

QWERTYモード、A#/Bb U U

QWERTYモード、B J J

QWERTYモード、上の C K K
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旧バージョンのショートカットに加えられた変更
以下の表に、Sibelius 6 で旧バージョンのショートカットに加えられた変更を一覧します。

Sibelius 1.x（英語版）のショートカットに加えられた変更

Sibelius 1.x のショートカットは大幅に変更されました。 Sibelius で使用されるキーボードショート
カットの完全なリストについては、『Sibeliusリファレンス』の「b 5.12 メニューとショートカット」
を参照してください。

機能 旧 Sibelius 6

Sibelius 5 のショートカットに加えられた変更

[作成 ] > [コード記号 ]（以前の [ 作成 ] > [ コードダイ
アグラム ]）

Shift-K Ctrl+K またはXK

[ 編集 ] > [ コード記号 ] > [ コードダイアグラムをリボ
イス ]（以前の [ 編集 ] > [ コードダイアグラムの変更
])

Ctrl+Shift+K または 
xXK

Ctrl+Shift+Alt+K ま
たは xzXK

[ 編集 ] > [ フィルター ] > [ 和音の音符（コピー用）] > [
最下位の音符または単独音符 ]

Ctrl+Alt+B または 
zXB

Ctrl+Shift+Alt+B ま
たは xzXB

テンキーレイアウト F8–F12 F7–F12

Sibelius 4 のショートカットに加えられた変更

［再生］> ［パフォーマンス］ Shift-P ショートカットなし

Sibelius 3 のショートカットに加えられた変更

巻き戻し /早送り 0/1 [ / ]

［編集］> ［表示 /非表示］> ［表示］ Ctrl+Shift+S または 
xXS

Ctrl+Shift+H または 
xXH

［ウィンドウ］> ［ミキサー］（Mac のみ） zXM M

ノート型パソコンのテンキー用のショートカット
（Windows のみ）

Ctrl+Alt+Q/W/E/R/
A/S/D/Z/X/C/R

代わりに、［ノート
ブック型（ラップ
トップ）機能］ を使
用してください。

［ファイル］> ［パート譜の作成］ Ctrl+Shift+X または 
xXX

ショートカットなし

Sibelius 2 のショートカットに加えられた変更

［表示］> ［音符のカラー］> ［範囲外の音符］ Ctrl+Alt+N または 
zXN

ショートカットなし

［表示］> ［音符のカラー］> ［音高スペクトル］ Ctrl+Alt+P または r 
zXP

ショートカットなし

［作成］> ［コードダイアグラム］（旧ショートカット
は［作成］ > ［ギターフレーム］）

U Ctrl-K または XK

［作成］> ［テキスト］> ［メトロノーム記号］ Ctrl+M または XM ショートカットなし

［音符］> ［音符の入力］ V N

［ウィンドウ］> ［プロパティ］ Ctrl+I または XI Ctrl+Alt+P または 
zXP
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